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冷徹エリートな航空自衛官は一途な執愛を貫く～身代わり妻なのに赤ちゃんを宿しました～










プロローグ




　窓の外では、絹糸のような夏の雨が梔子クチナシの白い花を濡らしている。きっと一歩外に出れば、さあさあと雨の音がするはず。梔子の花の甘い香りもしているだろう。空気は清廉に冷えて――。

　けれど今部屋の中にあるのは、愛いとおしい夫と私が重ねる甘い呼吸と淫みだらな香りだけ。

　揺れるベッドの上で彼は「かわいい」と何度も繰り返す。

　端正な彼の表情が、微かすかに苦しそうになるのは――彼もまた気持ちいいのだと思う。私は広いベッドの上で彼に組み敷かれ、揺さぶられ、貪むさぼられていた。

　ぽたり、と彼の汗がひと粒、私の頬に落ちる。彼は男性らしい眉目を軽く見張り、その汗を指の腹で拭ってくれた。ついでのように汗ばんだ私の額にキスを落とし、そうして私の名前を呼ぶ。

　世界中の砂糖を煮詰めたかのような、甘い甘い声だった。

「世せ莉り奈な」

　私は快楽に靄かすみがかった頭で、ただ彼の顔と微かに動く喉仏を見つめていた。

　精せい悍かんな眼まな差ざしは、まっすぐに私を見すえ貫いてくる。愛されているのだと勘違いしてしまいそうなほどの熱量をはらむその視線。

「世莉奈――」

　彼の声がわずかに切なそうにかすれる。私は目を瞬いて彼を見つめ、あえぎすぎてうまく回らない舌で彼の名前を呼んだ。

「将まさ生き、さん」

「ん」

　将生さんがうれしそうに破顔する。私に名前を呼ばれたこと、ただその事実だけが純粋にうれしいと言わんばかりの表情だった。

　どうしてそんなふうに笑えるのか、私にはわからない。私は彼の、身代わりの花嫁なのだ。




　本来なら、ここでこんなふうに甘く接されるのは彼女だったはずだった。

　いや、彼女なんて他人行儀な呼び方はよそう。

　本来の婚約者、十四年前に彼と婚約したのは私の五歳年上の姉だった。

　私のことをとても大切にしてくれた、〝お母さん〟のような存在。私が水泳のテストで合格したからと大げさなくらいお祝いをしてくれたり、熱を出したときは学校を休んで看病してくれたりした。

　その姉が、数カ月前に将生さんを捨て、別の人と駆け落ちしてしまったのだ。

　婚約当時、お姉ちゃんと将生さんはふたりとも十五歳。家業の関係で、おそらくは政略結婚と言ってもいい関係でありながら、ふたりはとても仲がよかった。

　なのにいつからだろう、私が将生さんに恋心を抱いてしまったのは。

　小学生のとき、けがをした私を抱き上げてくれたときから？　飼っていた小鳥が死んだことを、一緒に悼んでくれたときから？　それとも、誘拐されかけた私を体を張って守ってくれたときから？　わからない。ただ気がつけば胸のうちにするりと彼の存在は入り込んで、心臓の血管に絡みついて離れなくなっていた。

　ちょうどその頃からだった。どこか友情じみていたお姉ちゃんと将生さんの仲が急接近しだしたのは――。

　うちの庭で寄り添い、他愛ない会話をするふたり。ぴったりくっついて甘えるお姉ちゃんは、普段の明るくサバサバとした表情ではなく、どこか陰のある〝女〟の顔をしていた。思わず息をのむ。

『あたしのこと理解してくれるの、将生くんくらいだよ。ありがとうね』

　そう言って目を伏ふせるお姉ちゃんの背中を、将生さんが優しくなでる。

『奈な保ほ美み』

　そう言って微笑む彼の、慈しみ深い手の動き、表情、そのすべてが将生さんがお姉ちゃんを大切にしていることの証拠だった。思わず目を逸らし、そっとその場を逃げ出した。

　大好きなお姉ちゃんにとっての一番の理解者が、私じゃなくて将生さんだったという単純な事実が、恋の切なさ以上に苦しかった。

　お姉ちゃんと将生さんが、肩を寄せ合いひそやかに会話しているのを見てしまったこともある。気まずく、同時につらく苦しい失恋の痛みを抑えて『ごめんね』と言う私に、お姉ちゃんは笑って首を振る。

『なにを言ってるの。こんなところにいたあたしたちも悪いんだから。ねえ』

　明るく微笑みかけてくるお姉ちゃんと、私の顔さえ見ずに『婚約しているんだから、普通なんじゃないのか』と淡々と告げた将生さん。

　将生さんは私がいる手前、なんでもないことのように飄ひょう々ひょうとしていたけれど……。

　ふたりきりのときはどうなのだろう。お姉ちゃんに触れたことがないとは思えなかった。相思相愛のカップルなのだ。それも家族ぐるみで認められている婚約者同士――もうとっくにふたりは成人していた。そういう関係があるものだと、なんとなく皆認識していた。

　将生さんには……お姉ちゃんしか見えてないんだろうな。

　高校のセーラー服のスカートを握りしめ、現実を直視し、私は笑う。

『いいな、私もそんなふうに愛されてみたい……』

　ほかでもない、彼に。将生さんに。

　でも誰にも言えない。バレてはいけない。姉の婚約者に片想いしているなんて、うしろめたくて誰にも言えない。気づかれてもいけない。これはいけない感情だから、蓋ふたをして心の奥深くに隠しておかなければいけないのだと、わかっていた。

　なのに時折顔を出しては胸をざわつかせる。そのたびに私は思うのだ。姉の幸せを素直に祝えないなんて、私はなんてひどい、醜い人間なんだろう……と。

　ほかでもない、誰よりも大好きなお姉ちゃん。小さい頃に出ていったお母さんの代わりに、私を愛し育ててくれた。

　幸せになってほしいと心から思う。なのにその一方で、苦しくて悲しかった。そんな自分が大嫌いだった。

　お姉ちゃんは慈愛たっぷりに微笑む。

『いつか、絶対に運命の人が現れるわ。今はまだ出会っていないのかもしれないけれど、世莉奈は世界で一番、素敵な女の子だもの』

　その優しい表情の中、目だけがひどく真剣だった。そこでようやく気がつく。お姉ちゃんは私の気持ちを知っているのだ。

　だからこれは優しい牽けん制せいなのだと思う。いつわかってしまったのだろう。ごめんねと何度も心の中で謝った。決して取ったりしないから――。

　大好きなの。お姉ちゃんも将生さんも、ふたりとも大好きなんだ。本当に、本当なのに、どうして私はこんなにひどい人間なんだろう。

　そうしてある日、ついに聞いてしまった。いつも通り、庭で寄り添うふたりの会話だった。いつもより早く学校から帰ってきた私は、鞄を持ったまま凍りつく。

『本当に厄介だよ、君の妹』

　将生さんの、吐き捨てるような言葉だった。

　お姉ちゃんはしばらく黙って将生さんを見つめた後、ふっとため息をつき苦笑する。

『恋心なんて、どうせ捨てなさいと言っても捨てられないものね。……ねえ将生くん？　それ聞いて、どうしたらいいの、あたし』

　お姉ちゃんのつらそうな声に、ハッとしたように将生さんはお姉ちゃんの手を取る。

『君は……なにもしなくていい。このままで……俺もそれを望んでいる。君を困らせたかったわけじゃない。ただ、つい……』

　私は首を振り、足音を立てないように踵を返す。

『ごめんなさい。ごめんなさい……違うの、お姉ちゃん、ごめんなさい』

　自分の部屋に飛び込み、思わずそうつぶやいた。

　将生さんにまでこの気持ちを知られてしまっていた。羞恥と絶望が交互に押し寄せる。わかってる。悪いのは私。お姉ちゃんを不安にさせてる。将生さんを不快にさせている。心臓が痛かった。

　胸が激しく痛む。ぶわりと涙がこぼれ落ちた。

　ごめんね、お姉ちゃん……あんな顔させて、本当にごめんね……！

　もう捨てよう。こんな不毛な恋心は、お姉ちゃんを苦しませるこんな想いは――いらない！

　心の中で必死に謝罪を繰り返しながら、少し自嘲的に考える。はっきりと口に出されたのは初めてだけれど、そもそも、私は将生さんに嫌われていたのだった。

　小学生の頃は優しくしてくれていた将生さんが、私が高校生になったあたりから急にそっけなくなった。視界に私を入れることがまるでお姉ちゃんに対する裏切りだとでも言わんばかりに、彼の瞳はひたすらにお姉ちゃんだけを捉え続けていた。

　将生さんの意識はお姉ちゃんだけに向けられ、お姉ちゃんだけに微笑み、お姉ちゃんだけを慈しんでいた。

　転んだ私を助けた後、穢けがらわしいと言わんばかりに手を払われたこともある。優しい人だからつい手を差し伸べたけれど、内心はおもしろくなかったのだろう。

　お姉ちゃんからなにか聞いているのかも、とひとり蒼そう白はくになった。姉の婚約者に恋慕する私は、きっと彼の軽蔑の対象だった。

　悲しくて苦しかった。捨て去ったはずの恋心を押し込んでしまうたびに、血を吐く思いがした。




「世莉奈？」

　彼の声でふっと意識が戻る。どうやら半分眠っていたらしい。

　シーツの上に横たわる私を、彼は座って抱き上げ頭に頬擦りをする。

　宝物みたいに扱われて、私はもうどうしていいのかわからない。

「悪い、疲れさせたな」

　やわらかく彼は頬を緩める。ゆるゆると首を横に振る私を覗き込み、将生さんが唇を綻ほころばせた。

「まったく、かわいい……」

　くしゃくしゃと彼は私の髪をなでた。愛おしくてたまらないというふうに。

　彼は私を守ると言う。誰よりも大切にしたいのだと。

　私はその言葉を信じる。そして、お姉ちゃんの代わりに、彼を少しでも幸せにしたいと思う。

　でも、わかってる。ちゃんと身のほどはわきまえている。

　大切にされるのは、ただ私がお姉ちゃんの代わりだからに過ぎない。

　どれだけ大切にされようと、私は身代わりの花嫁でしかないのだ。










一章　戸惑いと初めてのキス（世莉奈）




　永遠の愛を誓いますか？という神父様の言葉に、将生さんは一瞬だけ間を置いた。まるで誰かを想うかのように。

　将生さんは、彼の職業たる航空自衛官の白い儀礼服姿。その彼の横で、怯おびえたようにぴくっと肩を揺らすのは、純白のウエディングドレスを着た私。プリンセスラインのかわいらしいドレスが、果たして急造の花嫁である私に似合っているのかどうかわからない。なにせ、この結婚が決まったのはわずか二カ月前のことなのだから。

　体をこわばらせている私を意識しているのかいないのか、彼は私を一いち瞥べつすらせず淡々と「はい」と答えた。私が小柄だとはいえ、十センチを超えるヒールを履いてなお見上げねばならない高いところにある精悍な眉目からは、結婚式だというのに冷たささえ感じられる。

「誓います」

　続いて答え、私はそっと息を吐く。

　目線を上げた。薄く白いヴェール越しに、重厚な石造りの教会のステンドグラスが揺れて見えた。

　本来なら、ここに立っているのは私の姉、奈保美のはずだった。

　将生さんが私のヴェールを上げる。

「世莉奈」

　将生さんが、私だけに聞こえる声で私を呼んだ。肋ろっ骨こつの奥で、心臓がきゅっと恋慕に疼うずく。思わず目を瞬いた。

　その間に、そっと額に落ちてきたキス――。

　彼は私からすぐに離れた。

　触れたくすらないのだろうか。本来の婚約者の妹の私は、彼に嫌われているようだったから。

　いつも向けられるのは、不機嫌で、なにかを我慢するような冷たい眼差しだけ。手を払われたことすらある。そのときに向けられた視線を、私は忘れられない。……ポジティブな感情があるとは、到底思えなかった。

　今もまた、平素と変わらぬ、冷淡な視線が私に注がれている。

　ならなんで……。疑問が泡のようにポコポコと浮かんでは消える。

　どうして結婚を急いだの。どうして……私の名前を呼んだの？

　その意味を、私はいつか教えてもらうことができるのだろうか？




　お姉ちゃんと将生さんが婚約したのは、十四年も前に遡さかのぼる。

　将生さんとお姉ちゃんは十五歳の、高校一年生。五つ下の私は十歳で、小学五年生だった。

「……世莉奈が急に結婚した理由が、まさか奈保美さんの駆け落ちだったなんて」

　披露宴の後、スタッフさんが席をはずして私ひとりになった新婦控室。そこにやって来た幼稚園からの幼なじみ、石いし原はら大たい成せいが眉を下げた。

　秀才めいた整った眉目は少し冷たい印象を与えるけれど、実際は友人思いで情に厚い。だからこそキャリアの警察官なんて職業を選んだ彼は、『結婚することになった』と突然告げたにもかかわらず出向先の海外から駆けつけてくれた、大事な友達だ。

「駆け落ちしなければ婚約解消できないほど……代わりに世莉奈が結婚しなくちゃいけないほど、世莉奈の家は伏ふし見み家に負い目があるの？」

　そう口にしたのは、もうひとりの幼稚園からの幼なじみ、白しら川かわ美み夜やだった。猫を思わせるかわいらしい顔立ちによく似合う濃いブルーのドレス姿で、柳眉を心配げに寄せている。親友である彼女にもまた、きちんと説明する時間もできないままに私の結婚は決まったのだ。

「そうなの。うちの会社が、一時期傾いていたのは知ってる？」

　お色直しでカラードレスに着替えていた私は、椅子に座ってうなずき答える。

　横の椅子に腰を下ろした美夜と、立ったまま壁によりかかり腕を組んでいる大成くんを交互に見やった。

「ああ、なんとなくは……何年前だ？　小学生だったけれど、親がそんな会話をしていたのは覚えてる」

　答えたのは大成くんだけれど、美夜もこくりとうなずく。

「そのときにね、フシミエアラインがうちの会社を買ったの」

　さっき私の夫になった、伏見将生さん。彼の職業は航空自衛官だけれど、実家は日本で最大手の航空会社『フシミエアライン』の創業一家だ。

「今は世莉奈のうちの会社、そこの傘下にいるんだよな？」

　大成くんの言葉に、こくっとうなずく。

「傘下に入るときに、航路を減らすって話になって……」

　私の父が経営するのは、太平洋に浮かぶ東とう京きょう都との離島と本土をつなぐ役割を持つ小さな民間航空会社『榎えの木き航こう空くう』。保有する航空機は五十人乗りが二機だけの、小さな会社だ。

『うちが撤退すれば、島の人たちが困ってしまう』

　仕事で使っている人、通院している人など、搭乗客はさまざまな背景を抱えていた。榎木航空の航路がなくなると、残るはフェリーだけという島も少なくない。本土まで、船では二十時間以上かかる場合もザラだった。

　困り果てているお父さんを見たお姉ちゃんが、当時フシミエアラインの社長を務めていた将生さんのお祖じ父い様の下に単身乗り込み、直談判した。

　そのおかげだったのか、単純に方針の見直しがあったのか、離島への航路は無事にすべて残すことができた。

　ただひとつはっきりしているのは、将生さんのお祖父様がお姉ちゃんを気に入ったということ。孫息子の将来の伴侶にと望むほどだった。

　私の父はこの話を断るなんてできなかった。せっかく継続が決定した航路を覆されるわけにはいかなかった。

「たしかに政略結婚だったけれど、それでもお姉ちゃんと将生さん、仲よかったはずなの。お互い二十代は仕事に集中して、三十になったら結婚するって。……なのにお姉ちゃん、どうして別の人と駆け落ちなんか」

　疑問と心配と、私個人の恋情とがない交ぜになって胸が詰まる。

「そうだよね。将生さんと奈保美さんが一緒にいるところ何度も見かけたけれど、とても仲よさそうだった」

　美夜の言葉にうなずきつつ、胸が引き裂かれる思いがする。

　愛し合っていたはずのお姉ちゃんと将生さん。

　なんで？　お姉ちゃん……。

　なにも言わずに突然将生さんを捨て姿を消したお姉ちゃんを思い浮かべ、ぎゅっと眉を寄せて、駆け落ちを知ったときの将生さんの心痛を想像する。相思相愛だったはずの婚約者の裏切りがどんなにつらく、苦しかっただろう。悲しかっただろう。その感情を抑えつけ、私を身代わりの妻に選んだ彼の気持ちを思えば、彼との結婚を喜ぶ自分が心のどこかにいることがひどく浅ましく感じる。

　……というか、実際そうなのだろう。結局私は、あの日お姉ちゃんに悲しい顔をさせた醜く幼い恋心を抱いたままだ。

　そのとき、大成くんがふと眉を上げ口を開く。

「駆け落ちもわからないけれど、どうして伏見さんは自衛官なんかしているんだ？」

「え？　……あれ、どうしてだろう」

「会社を継がないのであれば、お前たち姉妹が彼と結婚する必要もないじゃないか」

　大成くんは真剣なトーンで続ける。

「そういえば……披露宴でも、ひと言もフシミエアラインの話は出なかったね。伏見さんの同僚の方は、彼が御曹司だと知らないのかな？」

　美夜も首をかしげた。私も今さらながらに気がついて目を見張り、それから「将生さんらしいな」と頬を緩める。

「お仕事に自分の立場を持ち込んで、勝手にいろいろと忖そん度たくされたくないんじゃないかな。そういう人だから」

「だとしたら、世莉奈が身代わりに結婚するのは余計に間違ってる。伏見さん自体はもう会社に関係ないんだろ。というか、そもそも政略結婚だなんて時代遅れでナンセンスだ」

　大成くんはまっすぐな男の人だ。だからか、彼の声は少し震えていた。私はそっと唇を緩めた。

「もしかしたら、彼の家が旧家なのも関係あるのかも。会社は継がなくとも、家は継ぐのだろうし……それにね、大成くん。うちの会社は、航路を守ってもらった恩があるの」

「そんなの、いくらでも手はあるだろ！　お前の人生捧ささげなきゃいけないほどか？」

　私は小さくうなずく。お父さんが絶対に守りたかった、島の人たちの暮らし。亡くなった祖父母の出身地で、島のためにと祖父が始めた事業だ。父はその理念を継いでいた。私なんかが、その手助けになれるのなら……。

　それに。

　私はぎゅっと胸もとで手を握る。

「それに、それにね、実は私、将生さんがずっと好きだったの。だから……」

　だから、なんだと言うのだろう。

　結婚できてうれしい？　そばにいられてうれしい？　夢が叶った？　どれもあてはまるとも違うとも思えてうまく言葉にならなかった。

「そうだったの!?」

　美夜が目を丸くして私の顔を覗き込む。

「それで世莉奈、美人なのに彼氏つくらなかったんだ？　中学のときも高校のときも何人にも告白されてたの、知ってるよ」

　私は慌てて首を振る。私なんかに告白してくれたのはうれしいしありがたいけど、でも……。

「美人っていうのは、お姉ちゃんみたいな人のことだと思うよ？　猫みたいに目がぱっちりしていて、背が高くて、手足が長くてしなやかで」

「奈保美さんは派手っていうか、薔バ薇ラみたいな美女だけど、世莉奈は清せい楚そ系の美人だよ。百ユ合リの花みたいな」

　まさか！とぶんぶん首を振り、ぽそりと続けた。

「でも、恋人ができなかった理由は……うん、美夜の言う通り」

　微かにうつむきがちにうなずく。

「不毛な片想いしてたの」

「そうだったの……よく隠してたね」

　美夜の言葉に苦く笑う。肝心なお姉ちゃんと将生さんには気がつかれてしまっていた。傷つけてしまっていた……。

　うつむいた私の前まで、大成くんが絨じゅう毯たんを踏みしめて歩いてくる。

「それは、知ってる。オレは……気がついてた。お前があの人をずっと想い続けていたことは……」

　ハッと顔を上げる。

「う、嘘。ちゃんと隠してたのに」

「見ていたらわかるさ」

　さらりと告げてから私の前に立ち止まり、残酷な言葉を紡ぐ。

「でも向こうには、お前に対する気持ちは……ないんだよな」

　大成くんの言葉にぐっと息を詰まらせた。その通りだったから。ずっと彼はお姉ちゃんを大切にしていた。婚約者として、なによりも優先していた。

「なあ世莉奈、こんなの間違ってる。愛のない結婚だなんて」

「そう……なのかも、しれないけれど」

　それでも私は……。

「世莉奈。つらくないのか？　一生、愛されないんだぞ？」

「ちょ、大成！　言い方！」

　美夜が慌てて立ち上がり、大成くんの肩を掴む。

「お見合いの夫婦だって幸せにやってる。世莉奈がずっと将生さんを想っていたのなら、きっとこれが運命だったんだよ！　世莉奈がこれでいいって言ってんだから……あんたの気持ちもわからないでもないけど、素直に祝いな!?」

　普段はおっとりしている美夜の口調が熱を帯び、真剣に私を思ってくれている事実に唇を噛かむ。

　ああ、認めよう。美夜の言う通り、私は将生さんと一緒になれてうれしいんだ。愛されてなくても、これからも愛される未来がなくとも。

　夫に嫌われている花嫁。それどころか、きっと軽蔑されてる。惨めだ。

　結婚式のときの、なにか思い浮かべるような表情。私を見下ろす、不機嫌そうで冷淡な瞳。

「そ、だね。きっと愛されない」

「ちょっと、世莉奈。ほら大成、あんたのせいで……結婚式当日なのに花嫁にこんな顔させてっ」

「式の最中だって、伏見さんは上の空だっただろ。彼にとって望まない結婚だったんだろう」

　無慈悲なほどの言葉は、かえって清すが々すがしく響く。

「大丈夫だよ、ふたりとも……ほんとに。ほら」

　私は笑ってみせた。

　乾いた笑みだった。ふたりを安心させたいという気持ちと、愛されることがなくとも将生さんから離れるという選択がない私に対する自嘲。胸が苦しくて、胸もとを握りしめた。

「つらい気持ちはあるよ。けど」

　私は彼といたいの。その言葉を遮るように大成くんが口を開いた。

「世莉奈さえよければ」

　大成くんが美夜を振りきり、ばっと私の手を握る。目を瞬いて彼を見上げると、大成くんはぐっと息をのみ眉を強く寄せた。

「ちょ、大成……！」

　美夜が慌てたように大成くんを呼ぶ。

「黙っててくれ白川、オレは……っ。なあ世莉奈、オレ」

　そうしてなにか口にしようとした瞬間だった。

「俺の妻から手を離してくれないか？」

　低く、ばしっとした声が部屋に響く。

　いつの間にか扉が開き、堂々と入ってきた姿に目を丸くする。

「将生さん？」

　儀礼服から黒のタキシードに着替えていた彼は、目を丸くしている私の手を大きな手で包み、大成くんの手をすっと払う。普段、将生さんはクールで、こんなふうに感情的になることはない。

　大成くんはそっと手を引きながら将生さんを睨みつけた。

「将生さん？　大成くん？」

　おろおろとする私の手を引き、将生さんが立ち上がる。

「失礼」

　将生さんはそう低く言って、私の手を握ったまま歩き出した。

　唐突すぎて体をこわばらせていた私は、ふらりと軽くよろけてしまう。

「あ……！」

　体をかしげた私を将生さんは片腕で軽々と抱き止めて「すまない」と目を伏せた。そうして私を軽々と横向きに抱き上げる。

「――！」

　突然のことに頭が真っ白になっている私を彼が見下ろす。

「忘れるな。君が誰の妻になったのか」

　私にしか聞こえない小さな声量で、低く硬く告げる。

　私を見る整った容貌は、相変わらず冷たい。なのに瞳だけは滾たぎるような熱をたたえていた。

　抱き抱えられたのも忘れぼうぜんとする私に、将生さんは続ける。

「軽々しくほかの男に触れさせるんじゃない」

　嗜たしなめる口調に、慌てて「すみません」と頭を下げる。

　御曹司たる彼の妻となった以上、噂うわさひとつが彼の立場の命取りとなる。軽はずみな行動は控えろということだろう。

　気を引きしめなければ……。

　正常に動いていない思考でそれだけを思う。将生さんに迷惑をかけるわけにはいかない。

　将生さんはそれ以上なにも言わずに控室を出た。閉まりかけた扉、振り向きざま大成くんの鋭い視線と交差した。

　ぱたんと閉まる扉の音に少しずつ思考が戻ってくる。

　え!?

　頭の中で思いきり叫んだ。

　わ、私、将生さんにお姫様抱っこされてる!?　どうして!?

　頬がかっと熱を持つ。慌てて彼を見上げるも、将生さんは相変わらずクールな表情のまま。私は辺りを見回す。

「あ、あの、どこに……？　その、友達が、えっと」

　ふたりが困っているのでは、と口にするのがはばかられ言いよどむ私に、将生さんは淡々と告げる。

「向かっているのは親族控室だ。疲れているところ申し訳ないが、あまり君と話せなかったと祖父に強く頼まれた。顔だけ見せてやってくれ。君の友達は……」

　ふっと息を吐いて将生さんは続けた。

「歓談用にカフェテラスを貸しきっている。スタッフに案内させよう」

「は、はい」

　私はうなずき、後でふたりに連絡しようと決める。

　それにしてもいつ下ろしてくれるのだろうと身構える。けれど将生さんは私をお姫様抱っこしたまま、絨毯が敷きつめられた長い廊下をさくさくと歩く。

「す、すみません、下ろしてください……」

　消え入るような声で言うものの、将生さんはそのつもりはないようだった。相変わらず感情の読めない顔のまま、ただ私を抱く手に力がこもる。

「将生さん……？」

　首をかしげている間に、【伏見家親族控室】と書かれた一室の前にたどり着く。扉の前にいたスタッフさんが、少し驚いた顔で扉を開いた。

「え、将生さん!?」

　将生さんはなにも言わず、私をお姫様抱っこしたまま控室に入る。

　控室といってもさすがは伏見家だ、小さな披露宴なら十分にできる大広間にいくつか円テーブルが置かれ、さながら立食パーティーのような様相を呈していた。

「あら、どうしたの世莉奈さん？」

　将生さんのお母様が黒留袖姿で目を丸くしている。手にしたごく薄いガラスで作られたシャンパングラスが、照明に上品にきらめいた。

「あ、あの」

「じいさんに連れてこいと言われた。疲れているようだから、ヒールで歩かせたくない」

　私の言葉を遮るように将生さんはなんでもないことのように言う。私は困って、将生さんとお義か母あさんの間で視線をウロウロとさせる。お義母さんは「ふふふ」と小さく微笑んだ。

「まったくもう。ごめんなさいね、世莉奈さん。慣れてちょうだい」

「は、はい……？」

　戸惑いながらうなずく。そのときどたどたと大きな足音がして「おう来たか！」と嗄かれた声がする。声の主は将生さんのお祖父様。フシミエアラインの会長で、グループ会社全体の名誉会長でもある。

　彼に会うのは、式前の挨拶と披露宴中を除けば、お姉ちゃんが駆け落ちして以来二度目だ。最初にお父さんと頭を下げに行ったとき、私の存在は完璧に無視されていた。私のような、いてもいなくてもいい影の薄い存在は、そもそも目に入らない人なのだろう。

　お姉ちゃんをとても気に入っていたのに、結局、私なんかと将生さんが結婚することになって不快だろうな。

　そう思うと、申し訳なさで苦しくなる。

「あ、あの」

　さすがに下りて頭を下げたかったのに、将生さんはどこ吹く風で私を抱き上げたままだ。困惑しつつ、ただ謝罪を口にする。

「このたびは姉の不手際で、私のような者が将生さんの妻になり、さぞご不快かとは思いますが、誠心誠意妻としてお仕えしますので末長くよろしくお願――」

「不快だなんて誰が言ったんだ？」

　降ってきた不機嫌そうな声は将生さんのものだった。思わず見上げて、ばちりと目が合う。私は小さく「え」と目を瞬いた。

「だって、その」

「嫌だ将生、きちんと話をしていないの？」

　お義母さんの言葉に将生さんはむうと端正な眉間にしわを寄せる。話？

「いやあすまなんだ、世莉奈さん。その、年を重ねとるっちゅうのに、わしはどうも人の機微っちゅうんか、そういうのに疎くてな」

「機微……ですか？」

「まあなにはともかく、まとまるところにまとまった！　めでたいめでたい」

　抱えられたままの私の手をお祖父様は両手で握り、ぶんぶんと振る。

　将生さんは軽く息を吐いて、それから私を相変わらず抱えたまま部屋を出る。

　私の頭の中で、はてなマークが乱舞している。どうして将生さんは私を抱っこしたままなのか、〝話〟とはなんなのか、〝機微〟ってなんの話？

　聞こうと思うけど、顔を上げてもそこにあるのは相変わらず冷淡で不機嫌そうな将生さんの整った顔。唇は真一文字にきつく結ばれていて、夫に対してこんな言い方はないのかもしれないけれど〝付け入る隙がない〟って感じだ。

　将生さんは私を控室に送り届ける。部屋にはスタッフさんが戻っていた。

「お着替えされますかー？」

　抱っこされている私を見ても顔色ひとつ変えない。プロだ……なんて考えている私を将生さんが広い更衣室のソファに座らせた。

「あ、ありがとうございます……？」

「それでは失礼いたしますー」

　スタッフさんが更衣室のカーテンを閉めていく。狭まるカーテンの隙間から、なにも言わずにこちらを見ている将生さんが見えた。仏頂面だった。

　たっぷりとしたドレスをスタッフさんに手伝ってもらい脱ぎ終わる。すると、いつの間に用意したのか上品な白のロングワンピースを渡された。

「……着心地いい」

　着てみてから思わずつぶやいた。肌触りがよく、変な締めつけもない。

　よくわからないままそれを着て更衣室を出ると、履き慣れた私のスニーカーが置かれていて、とりあえずそれを履いた。

「髪形、お洋服に合わせますね」

　メイクスタッフさんが結い上げていた髪を少しラフに崩してくれる。「いかがですか」と言われて姿見を見れば、服も靴もそれぞれによく合っているように見えた。

　真新しいワンピースに、履き慣れたスニーカーの組み合わせはまるで、少し遠出にでも行くみたいな服装だ。

　そこでハッとして苦笑し、内心でつぶやく。

　行くんだった、旅行。

　新婚旅行だ。行く必要はないと思ったのだけれど、将生さんが譲らなかった。

　将生さんの仕事のスケジュールの関係で、このまま成なり田たへ行き出国する予定。

「準備できたか」

　視線を上げると、シャツにチノパンという気軽な格好に着替えた将生さんが私のそばまで歩いてくる。こんなに気取らない何気ない格好なのに、式で着た儀礼服やタキシードと変わらないほどに素敵だ。

「行くか」

　仕事に行くか、くらいの淡々とした様子で彼は言う。

「……はい」

　そんな低いテンションでいるくらいなら、やはり行かなくてよかったのでは。それもヨーロッパ、スペインなんて遠くに。

　そう心の中で文句は言いつつ、突然手を取られて固まる。大きな手のひらの感触にただ緊張していると、将生さんはしばらくなにも言わずに私を見下ろして、それからゆっくりと私の手を引いて歩き出す。

　タクシーに乗っても、空港に着いても、ラウンジで高級感のある革張りのソファに並んで腰掛けたこの瞬間でさえ、彼は私の手を握り続けていた。

　なにがなんなのか、私はいまだにわかっていない。

　窓の外は昼の蒸し暑さを引きずる夜なのに、ファーストクラス専用ラウンジは暑くもなく寒くもない、絶妙な室温に調整されている。こっそり辺りを見回せば、豪華で上品な空間。当然私は初めてだ。なのに将生さんは「空調は寒くないか」「疲れていないか？」とやけに気を使ってくる。私がうなずくと、彼はほんの少し唇を引きしめた。……うれしくて仕方ないみたいに見える。

　思わずそんな感想を抱いて、そんなはずないと打ち消す。どうして彼が私の世話を焼くことがうれしいの。わずらわしいと思われていた方が、まだ現実味がある。

「なにが飲みたい？」

　私の手を握ったまま、リビングスペースの座り心地のよいソファで注文用のタブレットを片手で操作しつつ将生さんが言う。

　目の前には天井まであるはめ殺しの窓。その向こうには、夜の滑走路がどこか幻想的に浮かんでいた。

「あの、コーヒーかなにかがあれば……」

「カフェオレだよな？　アイスでいいか」

「え？　あ、はい」

　私は目を瞬く。どうして私がカフェオレ派だと知っているのだろう？　お姉ちゃんから聞いていたのかな？

　お姉ちゃんを思うと、胸が痛む。ただ、さっききたメッセージには【結婚おめでとう。こちらはこちらで幸せなので心配しないで】とあった。

　こんなメッセージがきたって、将生さんに伝えた方がいいのかな。

　でも、と肋骨の奥に痛みが走る。将生さんはお姉ちゃんの駆け落ちで傷ついているはずだ。十四年間も信じた婚約者が、急に別の人と駆け落ちなんかしてしまったのだから……。

　つないだ手に微かに力がこもり、ぱっと顔を上げると至近距離で将生さんと目が合う。甘い雰囲気があるのに、どこまでも男性らしい精悍な目鼻立ち、くっきりとした喉仏、仕事のせいか短めの髪の毛。慌てて目を逸らす私に将生さんは言う。

「疲れたか？　食事はどうする」

「あ、えっと、機内食で大丈夫です……」

　それだけ答えて押し黙る。言いたいことも聞きたいこともたくさんあるはずなのに、〝私は好かれていない〟という事実が喉に蓋をしてしまっていた。少しでも不快に思わせたくない、わずらわせたくない……。

「ひとついいか」

　平素に増して硬い声で彼は言う。顔を上げてうなずくと、将生さんはじっと私を見つめた。居心地が悪くなりたじろぐ私に彼は続ける。

「あの男は……たしか、石原だったか。たまに君の家で見かけたな。彼は君のなんだ？」

　うちで見かけたのは、お姉ちゃんに会いに来ていたときだろう。週に一度はどちらかの家で会っていたから。

　仲睦むつまじげなふたりの様子を思い出して苦い思いを味わいつつ、私は説明のため口を開いた。

「あ、彼は……幼なじみです。警察官で、今は海外に出向中みたいなんですが」

「海外に？　キャリア、警察官僚か」

　キャリアという言葉にうなずいた。将生さんは「交際はしていたのか」とあっさりとした口調で続ける。

「交際……？」

　目を瞬いてから、慌てて首を振る。

「交際って、男女交際ってことですか！　ま、まさか。友達です。幼稚園から一緒で！」

　私の言葉に、将生さんが微かにうなずく。信用されてないのかな……!?

「ほ、本当です。誓って、将生さんをわずらわせたりする関係ではっ」

「そうか」

　将生さんはそれだけ返事をして、目線を外に向ける。手はつながれたままで、将生さんはなにも言わないからただ飛び立つ飛行機を見つめていた。

「今さらだが、彼が好きなのか？　だとしてもあきらめてもらうほかないが」

「大成くんをですか？」

　私は物悲しさを覚えつつ首を振る。だって結婚当日にほかの男を好きなのかなんて、こんな普通の、私のことなんかなんとも思っていない顔で言われたら悲しくもなる。

「いいえ」

「ならば、ほかに――」

「いません」

　私は彼の手を強く握りうつむいた。同じタイミングで、航空会社の制服を着たスタッフさんが私の前にカフェオレを、将生さんの前に黒ビールをサーヴしてくれた。窓の外の灯あかりを反射したグラスの中で、かろんと氷が動く。

「その、申し訳ないとは思ってます。姉が駆け落ちしたせいで、不本意な結婚になってしまって――」

「不本意なわけがない」

　将生さんが私の言葉を遮って強く言う。目を瞬く私に、彼は続けた。

「不本意なわけが……俺はこの結婚に満足している。そもそも俺が言いだしたんだ」

「それはそうですが」

　姉の駆け落ちを謝罪しに向かった伏見家で『ならば、世莉奈さんをください』と驚く周囲を抑え強硬に主張したのは将生さんだった。

　本来、あと一年あるはずの結婚までの猶予すらカットして『すぐにでも』と結婚を急いだのもまた彼で、いったいどんな理由があって嫌いな女との結婚を急いだのかまでは知らされていないのだけれど。

「君がどう考えているかは知らないが、あまり自分を卑下しないでほしい」

「ご、ごめんなさい」

　私は慌てて頭を下げる。私が自分を卑下してしまうのは、夫たる将生さんをも下げる行為につながるとようやく気がついた。彼の立場を考えれば、そんなことは許容されるはずがない。

「気をつけます」

「いや、結婚前に……本当なら、いろいろと話しておかなくてはいけなかったと思ってる。すまなかった」

「でも、お仕事だったのですよね？」

　将生さんが「しかし」と微かに眉を寄せた。

　結婚が決まってから、ほとんど会うことはなかった。けれど時折花が贈られてきたり、婚約指輪はきちんと対面でプレゼントしてくれたりと、婚約者としての義務はきちんと果たしてくれたと思っている。ただそれは、彼の生真面目な性格ゆえだろう。

「むしろ不本意な結婚になったのは……君の方だろう。悪かった、こちらの事情に付き合わせて」

「え、いいえ！　とんでもないです」

　頭を振ると、将生さんがようやく眉間を少しだけ緩めた。

　機嫌がいい？

　思いきって『どうして手をつないでいるのですか？』と聞こうかなと思ったけれど、せっかくよくなった機嫌を損ねるのも申し訳なく、ただ小さく微笑むにとどめた。




　搭乗する飛行機は、当然かもしれないけれどフシミエアラインだった。とはいえ、気を使わせたくないとの理由で将生さんが経営者一族の御曹司だとは伏せて予約したそうだ。将生さんらしいなと思う。

　榎木航空の小型飛行機とは全然違う、初めてのファーストクラスに戸惑う。革張りのリクライニングの椅子は座り心地がとてもいい。フルフラットのベッドにもなるようで、アテンダントさんに頼めばシーツまで敷いてもらえるそうだ。

　個人モニターも大きめだ。音質にこだわっており、臨場感たっぷりに映画が楽しめるとアテンダントさんが熱心に説明してくれた。

　席は一つひとつがコクーン形のブースになっていて、半透明のパーティションで仕切られているけれど、それを折り畳めばひと部屋のようにすることもできる。

　……とはいえ、将生さんがわざわざそうするとは思えない。

　半日もなにをしようかな。

　滞在先のスペイン、マドリードのバラハス空港までは約十五時間。マガジンラックにあったパンフレットによれば、オンデマンドで映画が見放題らしかった。これはちょっとうれしい。

「伏見様」

　将生さんが呼ばれている声を聞きつつラインナップを眺める。ああこのラブストーリー、見てみたかったんだよなあ。

「伏見様？」

　訝いぶかしげな声にぱっと顔を上げると、不思議顔のアテンダントさんと目が合った。

「……へ？」

「ご夕食はいかがなさいますか？」

　にっこりと微笑むアテンダントさんからメニューを受け取って、ぼっと顔から火が出る。そ、そっか、私、伏見さんになったんだ……。

「わ、和食でお願いします」

「お飲み物はいかがなさいますか？　アルコールをご準備いたしましょうか」

「い、いえ。緑茶はありますか」

　かしこまりました、とアテンダントさんが優美に微笑み去っていくうしろ姿を見つめる。……変に緊張した。

　私は椅子に背中を預け、ぼうっとモニターを眺めた。この慣れないラグジュアリーな空間に、知らず知らず気を張っているのだろうな。

　ちらりとパーティションに目をやる。将生さんは夕食、どうするんだろう。洋食もおいしそうだった。こういうの、いつか気軽に聞ける関係になるんだろうか。

　どの映画を観ようかなと飛行機のエンジン音を聞いているうちに、定刻よりやや遅れて飛行機は離陸した。

　体にかかる重力を感じつつ、ぼんやりと今日一日がジェットコースターのように過ぎていったことを思い出す。結婚式を挙げて、披露宴をして、なぜか将生さんに抱えられて彼の親戚の皆様にも挨拶して、その足で空港まで来て飛行機に乗って――。

　ううん、そもそもお姉ちゃんが駆け落ちしてからが一瞬だった。

　ふうっと息を吐き出し、天井を眺める。

「疲れた……」

　小さくつぶやけば、どっと疲れが押し寄せる。さっきラウンジ併設のシャワールームで体を流したせいもあるだろう。すっぴんを将生さんにさらす気になれず薄化粧はしてあるものの、お風呂上がり特有の気だるさも相まって、低いエンジン音を聞いているうちにどろりとした眠気に襲われる。

「あー……」

　寝ちゃう。

　思わずそうつぶやいた次の瞬間には、私はストンと眠気に意識を明け渡していた。




　目を覚ますと、パーティションはすっかり取り払われていた。

「え」

　私はがばりと起き上がる。シートは倒されて、フルフラットにわずかに角度がついた寝やすい角度にされている。毛布までがかけてあるのは、いつの間にかアテンダントさんがそうしてくれたのかもしれない。

　すでに照明は薄暗い。半個室なのではっきりとはわからないけれど、ほとんどの乗客は眠っているようだ。ジェットエンジンの音が低く響く。

　ひと部屋になっている隣の席の将生さんがこちらに気がついたのがわかった。

　ほの明るい読書灯で、本を読んでいたらしい。

　ぱたんと閉じて将生さんが目を細める。やわらかな表情に、目を疑った。

　あれ、夢？

　そんなことを考えている私に向かって、将生さんが近づいてくる。そうして私のシートの隅に座り、そっと私の耳に唇を近づけた。

　びくんと大げさなほどに肩を揺らして目を瞬まばたきさせる私の耳もとで、将生さんは密ひそやかな声で言う。

「起きたか。なにか飲むか？」

　相変わらず瞬きをしながら、彼が小声なのは周りへの配慮だとようやく頭が回る。私も声を潜め、彼の方を向いて首を横に振る。

「す、すみません寝てしまって……」

　将生さんがゆっくりと私の頭をなでた。

　なでた？

　私はぴしりと体を硬直させる。え、やっぱりこれ、夢……？

　夢にしてはたしかに温かな指先の体温が、私の髪をすべっていく。

「疲れていたんだろう。すまないな、こんな弾丸な日程になって」

「いえ、その、将生さんのお仕事もお忙しいですから……」

　しどろもどろになりながら答える。将生さんの大きな手は変わらず私をなで続けている。わ、わからない。将生さんがわからない……！

　私は目を将生さんに向ける。将生さんは微かに頬を緩めて、笑った。

　笑った!?

　目を丸くする私に、将生さんが不思議そうな視線を向ける。

「どうした？」

「あ、だって、将生さん……が、その、笑って」

「笑って？」

　将生さんは自らの頬に手をやり、それから苦笑した。

「そうだな、気が緩んだ。ここまで来れば、さすがに取り返しに来ないだろ」

「取り返し、って……どういうことです？」

「石原だ」

「大成くんが取り返しに？　なにをですか」

「君をだ」

　将生さんが苦笑したまま続ける。

「……はい？」

「いつ花嫁を奪われるか気が気じゃなかった。気がついていなかったのか？　式の最中も射殺すような視線でこちらを見ていた」

　物憂げに彼は言う。私は彼の言葉を理解しようと努めるけれど、今いちうまくいかない。なにかピースが欠けている気がする。

「す、すみません将生さん」

　私は毛布を握りしめて彼の方に体を向ける。

「混乱しています」

「どのあたりが？」

「全部です。どうして大成くんがそんなことをするんですか。どうして……急に将生さん、優しくなったんですか」

「急に優しく……か」

　将生さんは微かに目を細め、しばらく黙り込んだ。そうして口を開く。

「妻には優しくしたいし甘やかしたいんだ、俺は」

「妻には」

「つまり、君には」

　そう言いきって、彼は立ち上がる。その場に片膝をついて私の手を取り、じっと私を見つめた。

　まるでプロポーズみたい、なんて思ってしまう。実際のプロポーズは、指輪をただ玄関先で渡されただけだったのに。

「世界中で君だけを甘やかして閉じ込めていたい。そう思ってる」

　そう言って、私の手の甲にキスを落とす。彼の唇が触れたところが、火傷やけどをしたかと思うほどに熱い。

　鼓膜が壊れたのかと、都合のいい幻聴を聞いているのかと耳を疑う。半ば幻聴だと信じているのに、頬が勝手に熱くなった。きっと真っ赤だろう。将生さんは私の手を取ったまま、淡々と続けた。

「石原は君に惚ほれてる」

「え!?」

　目を丸くする私に、将生さんは続けた。

「見かけるたびに、いつか君は彼に絆ほだされるのだろうと思っていた」

「ま、まさか！　好きだなんて。お互い、そんな感情はないただの幼なじみで……」

　母がいない私は、小さい頃はよく大成くんの家に預けられていた。だからほとんど家族のような存在だ。

　私の抗弁を聞き流し将生さんは続ける。

「こちらの都合で無理やり結婚を決めて君を手に入れたつもりだったけれど、映画のように攫さらわれたらどうしようと不安になった。実際、彼になびく寸前だっただろう、さっき」

「そんなはずないです」

　狼ろう狽ばいして首を振る私に、将生さんは「いいや」と子どもが拗すねるみたいな表情を見せた。ドキンと心臓がひとつ大きく跳ねた。急にそんな自然な表情を見せられると、余計に混乱する……！

「君は自分が魅力的だと理解した方がいい」

「魅力的……？」

　彼から放たれた、想定もしていなかった言葉に思わずおうむ返ししてしまう。魅力的だなんて、お姉ちゃんを愛している彼がそんなふうに思うはずがないのに！

　でも、これで謎が解けた。将生さんは〝妻は甘やかしたい〟タイプの人で、そのせいで身代わりとはいえ妻になった私に優しくしてくれているのだろう。

「でも、その、無理に優しくは……しないでください」

「無理なんかしてない。ようやく……」

　将生さんはそう言いかけて、黙って私の手を強く握りしめる。

「とにかく、してない」

「で、でも。私のこと、嫌ってました、よね……？」

　ついぽろっと心の奥底にあった疑問までもがこぼれた。将生さんはぼうぜんとした表情で「まさか」とつぶやいた。

「まさか。そんなはずない……俺が君を嫌うだなんて」

　精悍な眉目には、たしかに焦りが浮かんでいる。私は目を瞬いて小首をかしげた。

「そう……だったのですか？」

「そうだ。そんな誤解をさせていたのなら、誠心誠意謝罪する。本当にすまなかった」

「え、いえいえ、あの、そのっ」

　将生さんは立ち上がり、本当に頭を下げてしまった。私は大慌てで彼の手を引いて、私のシートにさっきよりもきちんと座ってもらう。

「謝らないで……私が勝手に誤解していただけだと、思うので」

　私はうつむきがちに言う。

　そもそも、嫌われているなんて考え自体おこがましかったのかもしれない。そこまでの意識すらされていなかっただろうから。道端の石を、いちいち意識しないように。

「恥ずかしいです」

「俺は自分が情けない。そんなに余裕がなかったのかと」

　将生さんが私の手を引く。ぽすんと座った先は、将生さんの膝の上。理解が追いつかない。

　耳まで熱くなりながら振り向くと、ごく近くに将生さんの整った眉目があって、うれしくて恥ずかしくて半泣きになる。

　将生さんは私の目もとを親指でなで、続けた。

「本当に、結婚式の間も気が気じゃなかったんだ。君が俺を選んでくれる自信がなかった。本来なら結婚式の前に、もっと距離を縮める予定だったんだ」

　それが、と一拍置いてから将生さんは私の手に指を絡めた。

「少し仕事でトラブルがあって」

「将生さんは……パイロット、でしたよね？」

　どんなトラブルだったかはきっと聞かない方がいいだろう。そう思い少し話題を変える。将生さんが微かに喉仏の辺りで笑った。

「今は戦闘機に乗っていない」

「え？」

　私は目を瞬く。将生さんはまだ二十九歳。戦闘機パイロットってそんなに早く引退するものなの？

「職務上いろいろあって、今は横よこ田た基地で内勤だ」

　私はうなずく。多た摩まの辺りにある、航空自衛隊横田基地に彼が勤務しているのはさすがに知っていた。けれど、逆に言うとそれだけだ。それも新居がその近くのマンションだから、おそらくそうだろうとあたりをつけていただけ。

「順番は前後してしまったけれど、これからいろいろと知ってほしい。君のことも、もっといろいろ知りたい」

「は、はい」

　私が返事をすると、将生さんは満足そうに唇を上げる。

「もう逃げられないからな」

「え」

　逃げる、の意味を測りかねている私にさらに彼は言葉を続ける。

「覚悟してほしい」

　そう低く耳もとで言われ、私は自分の視界になにを入れればいいのかもわからない。ただ視線をウロウロとさせている私の体を将生さんが強く抱きしめる。

　耳殻にやわらかな物が触れ、それが彼の唇だと気がついて全身から火が出るように恥ずかしくなった。

「ま、将生、さん」

「嫌か？」

「い、嫌じゃ、ないのですが」

「それならもう少しこのままで」

　将生さんはそう言って、私の耳の裏や耳たぶや、それからうなじにキスを落とす。

「ま、将生さ……」

　思わず声を大きくしてしまいそうな衝動に駆られながら彼を呼べば、将生さんは「ふっ」と笑って私の首筋に顔をうずめた。彼の鼻先がくすぐったい。熱い呼吸を感じる。心臓が爆発寸前だ。

「悪い、自制心が効かない。こんなところで」

「こ、こんなところ、とはっ」

「どうしようもなく、君を抱きたい」

　将生さんは、はあっと深く息を吐く。

　私はというと、今放たれた言葉をきちんと脳が処理してくれなくて、ただぽかんとスリープモードになっているモニターを見つめていた。

　疑問符で頭がいっぱいになる。

　緊張でどっと汗が噴き出た。ええ？　どういう……抱きたいって、今抱きしめられているのとは違う、よね？

　もちろん夫婦だ。そうなるのはとても自然な流れのはず。

　でも、将生さんだ。私を嫌って……いるというのは誤解だったにせよ、私にそんな欲を抱くなんてことは想像すらできていなかった。

　心臓がばくんばくんと大きく拍動している。鼓膜のそばに心臓があるみたいに、自分の鼓動がうるさい。

　将生さんが私の首筋にキスをする。ちゅうっと吸いつかれ、私は反射的に振り向いて彼にしがみついた。

「やぁ……っ」

　将生さんは私の額にキスを落とす。私の頬はきっと真っ赤だろう。いや、頬どころじゃない、耳も首もきっと紅葉みたいに赤いに違いなかった。

　そんな私の頬を両手で包み、彼は唇にキスを落としてくる。触れるだけのそれの意味がわからなくて目を丸くする。

「本当に、俺の妻はかわいいな」

　唇が離れて、お互いの鼻の高さぶん離れた至近距離で彼は頬を緩める。

　好きな人に『かわいい』なんて言われて、キスまでされてうれしくないはずがない。

　なのに妙に切ないのは、苦しいのは、彼が甘く接したいのは〝私〟ではなく〝彼の妻〟だからだと知ってしまったから。

　それでも心臓は歓喜に跳ねる。愛されているみたいでとてもうれしい。

　どうしてもそんなふうに思ってしまう、考えてしまう。

「ああ、だめだ」

　将生さんは苦笑しながら私をひょいと抱き上げて、自分の横に座らせる。

「本当に歯止めが効かなくなるところだった。危ない」

　こっそりとした声でそう言って笑う彼は、今まで見てきた表情の中で一番幼く見えた。少年が照れ隠しするみたいな、そんな雰囲気。

　思わずぽかんとした私の顔を、将生さんが不思議そうに覗き込む。

「どうした？」

「あ、いえ……今日は、将生さんのいろんな表情が見られるなと」

　将生さんは軽く瞬いてから苦く唇を上げる。

「俺はそんなに無愛想だったか」

「はい」

　お姉ちゃんの前では、普通に笑っていたけれど。

　そんな感傷がまた襲ってきて、私は毛布を掴み直す。

「あ、あの。もう少し寝ます」

「起きたら食事をするといい。寝る前に軽食でも頼もうか」

「あ、いえ」

「水だけでも飲んだ方がいい」

　そう言って彼は自分のシートから未開封のミネラルウォーターのペットボトルを持ってきた。ご丁寧に蓋を開けてから私に手渡してくれる。

「あ、ありがとうございます……」

　喉が渇いている自覚はなかったけれど、いざ水分を口にするとごくごくと半分ほど飲んでしまう。ペットボトルから口を離し「ふう」と息を吐くと、ばちりと将生さんと目が合った。ぶわりと頬にまた熱が集まる。どうしてそんなふうな、優しい目で私を見ているのだろう？

「うれしいんだ」

　将生さんはぽつりとつぶやく。

　エンジン音のほかはなんも音のない、シンとした、まるでふたりきりみたいな世界で彼は淡々と続けた。

「俺は、君の世話を焼けることがうれしい。君を守る立場になれたことが、心の底から誇らしい」

　そう言って目を細める将生さんの気持ちは、私にはやっぱりよくわからない。

　妻だからといって、最近まで興味も抱いていなかった女に、こんなに慈愛を注ぐことができるものなのだろうか。それともやはり、彼の生真面目さに由来するものなのだろうか。

　航空機は上空一万メートルを進んでいく。私はなにかをごまかすように、再びペットボトルに口をつけたのだった。










二章　恋慕（将生）




　君を守るために飛んでいる。

　そう告げたら、君はなんと答えるのだろう。

　隣のシートで静かに眠る世莉奈を見ながら、俺は半年前のことに思いをはせる。




◇◇◇




　青あお森もり県けん、航空自衛隊三み沢さわ基地、冬。

　時にわずか一日で一メートル以上降り積もる雪は、滑走路から二十四時間体制で除雪され続けていた。いつスクランブル――緊急発進要請がかかるかわからないからだ。

　年々増え続け、現在では年間に千回近くあるスクランブルは、否応なく隊全体に緊張感をもたらしていた。

　戦闘機パイロットの俺は、機体の格納庫横にあるパイロット待機室でスマートフォンの画面を見つめていた。

　モスグリーンのつなぎの飛行服にジャケットを着け、アラート勤務――対領空侵犯措置勤務についている。

　対領空侵犯措置とは、日本の領空に他国の航空機が許可なく近づいた場合、退去を勧告・警告することだ。滅多にないことではあるが、場合によっては警告射撃や当該機の強制着陸も任務に含まれている。

　そんな命を張る最前線に俺はいて、スクランブルがかかれば、五分以内に飛び立たねばならない。

　そのため、あとはヘルメットをかぶればコクピットに飛び乗れる、という服装で一日を過ごさねばならなかった。勤務は二十四時間、文字通り丸一日だ。

　とはいえ、二十四時間緊張し放しというわけにはいかない。いざというときに集中力のピークを持ってこられるよう、待機中はリラックスして過ごすのもまたパイロットの技術のひとつだ。

　事務作業の合間に、何度かスマートフォンの画面に目をやる。写っているのは、恋焦がれている相手だった。数年前、まだ関係が拗こじれる前に撮った写真。

　……婚約者の、妹だった。世莉奈。五つ下の、この上なく愛おしい人。




　彼女に恋をした瞬間のことはよく覚えていない。色白で華きゃ奢しゃで、容姿もかなり端麗だけれど、それは恋心にあまり影響はなかったと思う。やわらかに微笑む儚はかなげな雰囲気だとか、優しすぎて自分を壊しそうになる、心配で目が離せなくなるようなところだとか、とにかくそんな彼女のかわいらしい内面がじわじわと俺を蝕むしばみ、気がつけばからめとられていた。

　最初は恋なんかではなく、ただ守りたいと思った。

　俺は高校生で、彼女は小学生だったある日。泣きじゃくる世莉奈は小鳥を両手にのせていた。世莉奈が小さい頃からかわいがっていたその小鳥は、もう息をしていない。

　婚約者である奈保美に借りていた本を返しに来て、庭先で泣きじゃくる世莉奈と遭遇したのだった。

　世莉奈の目からはぽろぽろと涙がとめどなくあふれる。

『私のせいで死んじゃったのかな』

　病気で死んだらしいのに彼女はひたすら自分を責めて泣いていた。よく世話をしていたのは奈保美に聞いて知っていたし、先天的な病であって決して彼女のせいなんかじゃなかったのに。

　なんでも自分を責めてしまう子なんだな。

　一緒に小鳥の墓を作りつつ、そんなことを思う。優しすぎてなんでも自分が悪いと思ってしまう。苦しいだろうに。

　そう思う反面、ほんの少しだけいらつきを覚えた。彼女はいい子ぶっているような気がした。

　そんなふうにうがった見方さえする俺に、世莉奈はなぜかとても懐いてくれた。

『将生さん』

　艶やかな黒髪をさらりと揺らし、俺に向けて微笑む年下の女の子。

　小鳥が死んでしばらくした頃、世莉奈が誘拐騒ぎに巻き込まれた。彼女が十二歳のときだ。

　といっても誘拐犯は、彼女の実の母親と、その愛人だった。母親は世莉奈が幼少期に愛人と逃げたのだとはちらりと耳にしていた。

　彼女の家の玄関先で大騒ぎになっているところに、またしてもたまたま居合わせた。愛人の男に抱き抱えられた世莉奈は、車に詰め込まれる寸前で、真っ青になって今にも気を失いそうになっていた。

『い、いいからよこしなさいよ！　あたしの娘なんだから！』

『なに言ってるのお母さん！　世莉奈！』

　半狂乱になって奈保美が世莉奈を取り戻そうともがく。奈保美は彼女たちの母親が家を出て以来まだ幼い世莉奈の母親代わりであったし、そもそも世莉奈を目に入れても痛くないほどに溺愛していた。

　俺は体あたりするように男と世莉奈の間に割り込み、彼女を腕にいだく。小さな女の子が安心したように泣きだした。落ち着かせようとしゃがみ込み、背中をなでた瞬間、愛人の男が俺の肩を強く引き怒鳴る。

『おいコラ、てめえなんなんだよ、その子をこっちによこせ！』

　世莉奈が腕の中でびくりと肩を揺らして体をこわばらせる。

　怒鳴り声を世莉奈に聞かせたくなく、覆いかぶさるようにして抱きしめた。背後では世莉奈の母親と奈保美が言い争っている。

『世莉奈を芸能事務所に入れるってなに……!?』

『い、いいから世莉奈をこっちに渡しなさい』

　愛人の男がせせら笑い、奈保美に向けて言い放つ。

『うるせえなあ。なにも売り払おうってわけじゃねえよ。ちょおっと水着着て、撮影会で写真撮って、少しファンの皆さんと触れ合うだけだって。ハグくらいのもんだろ。かわいいからすぐに人気が出るだろうし、世莉奈ちゃんもちやほやされて楽しいんじゃねえの』

　奈保美が悲鳴をあげる。

『バカなことを言わないで！　あの子まだ小学生なんだよ！』

『わかってねえな。小学生だから価値があんだろうが』

　俺を世莉奈から引き剥がそうとする男が耳を疑うセリフを言い放った。

『貴様……！』

　思わず男を睨んだ俺は、肩甲骨の辺りを強く殴られて小さく呻うめく。

　世莉奈が泣きながら『やめて』と叫ぶ。

『言う通りにするから、将生さんを殴らないで……』

　しゃくり上げながら世莉奈が言う。俺は微笑んで彼女の頬をなでた。

『大丈夫だ。俺が守ってやる』

　どうしてそんな言葉が出たのだろう。

　ただ腹の底から思った。この子を守ってやりたいと。

　ぼうぜんと世莉奈は俺を見上げる。目が潤んでいて、珊さん瑚ご色の唇がわなないた。その儚い顔を見ていると、不思議なほど痛みを感じなかった。

『てめぇなにかっこつけてんだ、おらっ』

　男はついに俺を蹴りだす。小突く程度だけれど、制服のシャツの背中は男の靴の汚れで黒くなっているだろう。微かに眉を上げた。世莉奈を離してこの男を制圧しようと思えば、おそらく簡単にできる。けれど、その間に世莉奈が攫われでもしたら？

　ぞっとして俺は彼女から手が離せない。

　すると、世莉奈の綺き麗れいな目が見開かれる。

『危ないっ』

　世莉奈がそう叫び、ばっと翻るように腕から抜け出して俺の頭に覆いかぶさった。

『世莉奈っ』

　呼んだときには、世莉奈は肩を男に思いきり殴りつけられ、頭から倒れかかる。反射的に抱き止めて奥歯を食いしばる。痛みにゆがむ世莉奈の表情に、心臓が冷えていった。ふつふつと怒りが湧く。男に対して、それから自分に対しても。

　守ってやると言った、その舌の根も渇いていないのに、傷つけさせた。

『世莉奈ぁっ』

　奈保美がこの世の終わりのように叫ぶ。彼女が手にしていたスマートフォンがアスファルトに落ちた。ディスプレイには【１１０】と数字が浮かんでいる。

　俺は駆け寄ってきた奈保美に世莉奈を託し、立ち上がり男に向き合う。

『さんざん邪魔してくれやがって』

　男は下卑た笑みを浮かべ、じろじろと世莉奈をなめるように見た。

『しかし、本当に綺麗なガキだな。趣味のいいオッサンたちに人気が出そうだ。心配するな、オレがちゃあんとしつけて立派なアイドルにしてやるよ』

　それが〝普通のアイドル〟ではないことくらいすぐに想像がつく。奈保美が悲鳴をあげた。男の舌なめずりするような目つきに、心臓が燃えるような怒りが湧いた。

『これ以上、この子に指一本でも触れてみろ。容赦しない！』

　男は大笑いして肩を揺らした。

『虚勢はいーからさ、そのガキ、さっさとこっちによこせ』

『だめだ』

『あん？　連れてくっつってんだろ！』

　黙れと言ったのが速かったか、男の胸ぐらに掴みかかったのが速かったか。最初からこうしていればよかった、と思う程度には、男は骨がなかった。

　一瞬の間にのされた男を見て怯ひるんだのか、それとも近づいてくるパトカーのサイレンに恐れをなしたのか、世莉奈たちの母親は男を後部座席に詰め込むように乗せると、あっという間に走り去っていった。

『大丈夫か……？』

　奈保美に抱えられた世莉奈を覗き込む。涙でぐしゃぐしゃになった顔で、彼女は『将生さん、けが、ない？』と言ったのだ。

『ごめんなさい、私のせいで、たくさん殴られて、痛かったよね。ごめんなさい』

『痛くなんかなかった』

　つい口をついて出た言葉だったけれど、嘘じゃない。この子を見ていると、俺はなにも怖くないし痛みなんか微塵も感じなかった。

『本当だ。あんなの痛くも痒かゆくもない』

　世莉奈はそれでも泣きながら『ごめんなさい』を繰り返す。どうしてこの子は、自分のせいじゃないことまで背負い込んで自分から苦しむんだろう。

　ようやく理解した。この子はいい子ぶっているんじゃなくて、驚くほどに善人なのだ。この世界は厳しすぎて、彼女みたいな人間にはとても生きづらいのではないかとも思う。

　切なくなってしまって、俺は世莉奈から目を逸らした。かわいそうな女の子。強い庇ひ護ご欲が湧いて苦しくなった。

『守るよ』

　ただつぶやく。

　狂おしいほど、この子を守ってみたかった。儚げな笑顔が曇らないように、真綿に包んでどこか優しい場所に閉じ込めてしまいたかった。

　ただ、サイレンが大きくなる中ぼんやりと、将来この子のそばで彼女を守るのは俺じゃないんだろうなと理解はしていた。俺にそんな権利はない。俺は彼女の姉と婚約しているのだ。形だけとはいえ。

　守ってやると約束したのに、守れなかった。これからはなにがあっても守りたいという強い気持ちだけが日ごとに膨らんでいく。

　自分を何度も疑った。いったいこの感情はなんなんだ？

　わからない。わからないなりに思考し続ける。そうしてたどり着いた答えは、至って単純。

　君をそばで守れないのなら、いっそ国ごと君を守ってやる。

　それはあまりにも短絡的な考えだっただろう。人に話せば笑われるような理由だと思う。けれど俺にとってはなによりも大切なことだった。他人の理解は必要ないから、口に出したことはない。

　親の反対を押しきって、ある条件と引き換えに防衛大学校に入学した。厳しい訓練に耐える。支えになっていたのは、間違いなく世莉奈の笑顔だった。

　ああ俺は、あの子に恋しているんだな。

　行軍訓練中、山野を半はん長ちょう靴かで歩き回りながら俺はようやくそう気がつく。すでに出会って数年が経過していた。防大三年生になったばかりのことだった。

　気がついたところでどうなるものでもないのだけれど。

　彼女は形だけとはいえ婚約者の妹で、それにまだ高校生だった。

　俺の恋心に一番先に気がついたのは、婚約者の奈保美だった。

　彼女からは『仲がいいふりをして、そのうち機を見て離婚をしよう』と早いうちに合意が取れており、婚約者というよりは共犯者という感覚があった。彼女には別に愛する人がいた。家族に内緒で交際しており、時折俺はその相談にも乗ったものだった。

『幸せになれるといいな』

　俺の言葉に奈保美がはにかんでうなずく。

『ありがとね将生くん。あなたはあたしの親友だよ』

　親友。そう、親友だった。あの日、世莉奈への恋慕に気がつかれるまでは。

　防大三年生の夏。法事の関係で寮から帰省した俺は、法事に婚約者として出席していた奈保美と顔を合わせた。

『あ、お父さんと世莉奈も来てるよ。後で挨拶に来ると思うけど』

　無意識だったと思う。おそらく、かなり無防備に、俺は視線をうろつかせて世莉奈を捜した。もう長い期間会っていなくて、顔を見ることができるのがうれしかった。

　視線を奈保美に戻せば、彼女はぼうぜんとした顔をして俺の手を引き、庭まで連れ出した。実家の、やけに広い日本庭園。その梅の木の横で、俺はいきなり奈保美に頬を打たれた。

『いたっ……奈保美!?』

『い、いつから世莉奈を、あたしの妹を、そんな目で見ていたの』

　頬に手をあて、震える声に目を見張る。

『あ、あの子、まだ十五なんだよ……!?　信じられない……』

　俺は一度大きく息を吸ったきり、なにも答えられなくなる。そうだ。その通りだ。

『友達の妹、そんな目で見るの、やめて……』

　絞り出すような声に、胸が痛くなる。

『……すまない』

『すまないってなに？』

　奈保美は俺を軽蔑の眼差しで睨みつける。おそらく俺の気持ちを知れば世莉奈も俺を軽蔑するだろう。婚約者の妹に恋をする愚かな男。

　それは耐えられないと思った。

『将生くんのこと、信じてたのに。せめて、世莉奈には気持ちがバレないようにしてほしい……』

　言われるまでもなかった。俺はうなずく。奈保美がようやく肩から力を抜き『ごめん』とつぶやいた。

『ほら、何年か前に、世莉奈を母さんが連れていこうとしたでしょう。あれ以来、あたし、あの子が誰かから……年上の男からそういう目で見られるの、ほんと無理で……』

　わかってる、とうなずいた。

　性的な目で見ていたわけでは神に誓ってなかったけれど、ただ、そんな言い訳を口にしても無駄だろうことはわかっていた。奈保美にとってあの一件は地獄のような体験だったのだろうから。

　愛する妹を奪われかけ、野や卑ひな言葉を浴びせられた。

『あの子ね、あの事件の記憶がないの。よほどショックだったんだよ。あの子を守れるのは、あたししかいないの……！』

　記憶を失っていると聞いて胸が余計に痛む。よほど怖かったのだろう、嫌だったのだろう……。

『わかってる。世莉奈に俺の気持ちは絶対にバレないようにする』

　そう約束したから、俺は極力世莉奈との接触を減らした。顔をまともに見ることすらもしなくなった。鋭い人間なら、俺が彼女に向ける視線の意味はすぐにわかるだろうから。

　いや、それ以上に、世莉奈本人にこのよこしまな感情に気がつかれることが、なによりの恐怖だった。

　そんな俺に、世莉奈はいつも儚く笑っていた。世莉奈はなにを思っているのだろう。もしかしたら、記憶にはなくとも〝男〟そのものに嫌悪を抱いているのかも、と思えば余計に距離を置かざるをえなかった。




　スクランブルを告げる入電とライトに思考が中断される。ぶつんと過去を断ちきるように、サイレンが鳴り響く。

　俺はすかさず立ち上がり走り出す。窓の外では冷たく重い雪が降り続いている。

　冷たく冷えた格納庫に飛び込み、戦闘機のタラップを駆け上がる。両サイドにある格納庫のシャッターが同時に開かれると、雪交じりの風が吹き抜けていく。

　ヘッドセットやディスプレイが内蔵されたヘルメットをかぶる。顔面を保護するバイザーはモニターになっており、速度などがここに表示される。次に酸素マスクをつける。雲の上まで上がれば気圧が下がり、当然酸素濃度も低下するためだ。

　深緑をした飛行服のハーネスを緊急脱出用のパラシュートにつなぎ、シートベルトを締めた。整備士からファイルを受け取って整備状況を確認しながら操縦席のチェックを行う。

　機体の窓にあたるキャノピーを閉めて操縦席を覆い、誘導員に従って滑走路に出た。

　空は曇天。雪は降り続いている。管制塔から無線で次々に情報が入ってきていた。防衛識別圏を抜け領空に近づいてきている国籍不明の偵察機、一機。

　アフターバーナーを使用し滑走路で加速し、操縦桿かんを引けば機体が宙に浮く。わずかにオレンジがかったキャノピー越しに雪片が勢いよくぶつかり弾けていく。いくつかの雪片がひしゃげて張りついた。

　五千フィートを超えると雲の海が広がる。さらに高度を上げていけば、ぐっと体が押さえつけられるような感覚に襲われる。訓練をしていなければ、腕さえ動かせないだろう重力。上空でそんな強い重力がかかると最悪、失神してしまうことがある。血液が下半身に流れるためだ。Ｇスーツという下半身を圧迫する装備を身につけてはいるが、それだけでは足りないため、特殊な腹式呼吸で頭に血液を送り続ける。

　やがて機体が完全に雲を抜けた。成層圏に近い場所――眼下には雲の海が広がり日光がきらめいた。

　宇宙に近い、煮詰めたようなスカイブルーの空。洗われたような世界に、部下が搭乗した僚機もまた上がってきたのがモニタに映る。スクランブルは二機ひと組で対応することになっているためだ。振り向くと、俺のものとまったく同じ型の戦闘機が太陽の光を反射した。エンジン音だけが鼓膜を揺らす。音速を超えれば、この音すらしなくなる。音を置き去りにするから――。

　雲しかない景色にスピードは感じない。

　キャノピーに張りついた雪の粒は氷点下の高度三万フィートで氷となって太陽にきらめき、速度は亜音速を、やがて秒速三百四十六メートルをも超える。

　いつも、音速を超えるその瞬間、なぜかほんのちょっとだけ世莉奈を思い出す。エンジン音すらも背後に置き去りにした、自分の呼吸音しかしない静かな世界で、彼女を思い浮かべるのだ。

　見上げれば、宇宙を透かす青だけの世界。

　光だけが追いつき――いや、追い越していく。




　着陸しても天気は変わらない。むしろさっきりよりも雪の量が増している気がした。

　タイヤが地面との摩擦で燃えて白い煙がぶわりと立つ。キャノピー越しに見上げる空は、やはりというか変わらぬ鼠ねずみ色。

　コクピットから降りれば、辺りにはジェット燃料のにおいが漂っていた。

　ヘルメットを片手にブーツでアスファルトを踏みしめながら、僚機から降りてきた部下に問う。

「なあ、俺たちはちゃんとこの国を守れているのか」

「ど、どうしたんです二尉」

　部下は目を丸くして俺に並ぶ。お互いの息が白い。呼吸はぶわりと拡散して空中に消えた。

「毎日毎日空に上がって飛行機追い払って、なにか変わるか」

「なに言ってるんですか。これの繰り返しが大切なんでしょうに……！」

　わかっている。少しでも付け入る隙を与えていいような国際情勢じゃないことも、薄氷の上に平和が成り立っていることも。きっと多くの人は年に千回もスクランブル発進がある事実を知らない。知らなくていいと俺は思う。それは人々が平和に生きている証拠だから。俺たちが機能している証だからだ。

「わかってるんだけどな……」

　つぶやきは雪原に消える。強化型格納庫のかまぼこ形の屋根にも雪は降り積もる。

　世莉奈はどうしているだろう。

　東京は晴れていればいいと、なんとなく思う。こんなに雪が降ったなら、きっとあの子はまた転んでしまうだろうから。

　会えなくてもいい。直接守れなくてもいい。

　そう思っているのに、時折無性に会いたくなる。瞼まぶたの裏の彼女は、まだ少し幼い面影を残していた。




　状況が変わったのは、横田の航空総隊から俺を指名で異動の内示があったせいだった。

　通常、パイロットは飛べなくなるまでパイロットだ。俺は年齢的にもまだまだ若手。かといってなにかトラブルがあっての左遷というわけでもなさそうだった。

　航空総隊は空自の全戦闘部隊だけでなく、海自のイージス艦指揮権までも備え持つ、まさしく国防の中枢。米軍横田基地と同じ敷地内にあり、米国とも密に情報を共有しているそんな場所に、まさか左遷で行くわけがない。

　首をひねる俺に上官から青森の空の下で告げられたのは、俺が情報課に補職されるだろうということ。

「情報課……ですか」

　隊においても、ほとんど内情が回ってこない組織だった。なんとなく、英国のスパイ映画を思い浮かべてしまって苦笑する。まさか、あんな激しい銃撃戦なんかはないだろうが。ただ、かなりの精鋭部隊であるとは漏れ聞いていた。選ばれたことを誇りに思うべきなのだろう。

「職務は班長職を任じられる予定だ。来春には一尉に昇任させる。数年後には訓練を経てパイロットに復帰となる」

　上官は淡々と、だが大切なことのように続ける。

「お前のパイロットとしての腕はどうしても捨てがたい。上と大げんかしてなんとか復帰だけは確約させた」

「恐縮です」

「次の任務は、情報を横流ししている人物のあぶり出し、および監視だ。要はお前なら金や女に転ばないという上の判断だろうな。ついでに顔もいい」

　その言葉に苦笑した。

　基本的に職場では俺の実家が国内最大手のエアラインを経営していることは伏せている。同僚に気を使わせたくないし、御曹司というだけで政治力を持たされるのも嫌だった。ただ当然、国防に関わる以上、それも戦闘機のパイロットである以上、身辺調査がされているのは知っていた。

「まあ、一億くらいでは正直食指は動かないですかね……」

　半分は冗談のつもりだったのに、上官は「うげ」と唇を尖とがらせる。

「やっぱりかよ。とんでもない御曹司だなオイ。ちくしょう、オレが女だったらお前たぶらかして玉の輿に乗ってやったのに」

　俺は一佐の軽口に苦笑しながら東とう北ほくのどこまでも広い空を見上げた。

　この空の先に、世莉奈はいる。

　今なにをしているのだろう。ときどき、少しでもいいから俺のことを思い出してくれていたりなんかするのだろうか。

「しないか……」

　思わずつぶやいた言葉に、一佐が「ん？」と視線をよこす。俺は軽く首を振った。

〝表側〟から彼女を守る実感がないのなら、〝裏側〟からならどうだろう。情報課という職種は、そんなアイデアにふさわしく思えた。




　横田飛行場は東京の多摩にある。この飛行場内に米軍と航空自衛隊が同居している形だ。

「班長。こちらの資料はどうされますか？」

　部下がデスクの上に紙書類をこれでもかというほど置いた。秘匿性が高い職務ゆえ、いやそもそも自衛隊は書類仕事が多い。要不要を確認しつつ、ほんの少し空の上を懐かしく思う。

「こっちは二班に回してくれ。これは俺が決裁するから――」

　言いかけた俺のデスクに、ついでのように缶コーヒーが置かれた。目線を上げると、三つ年下の部下で女性自衛官の雪ゆき村むら三曹が微笑んでいる。その瞳の奥に媚びを見つけて少しげんなりした。航空隊にいるのが心地よかったのは、こんな色めいた視線にさらされることが少なかったせいもある。自分の容姿が異性に受けがいいのは知っていた。

　もっともここには、そこも含めて補職されたわけだが。

　本当に好きな人には、想いを告げることすら叶わないのに。

「お疲れですよね？　よければこれ……」

「ああ、ありがとう」

　できるだけ自然に笑顔をつくる。おそらくはまあ、できているだろう。

　情報職の訓練は短期間ではあったものの、かなり実践的だった。というか、本番で情報を得て臨機応変に対応せよと叩き込まれた。ならばおそらく、最適解はこれ。

「そうだ。よければ昼食、食堂を案内してくれないか？」

　雪村が満面の笑みでうなずく。

　情報職か……。

　内心苦く笑った。まったく、因果な任務だ。




　都内に戻ったこともあり、再び奈保美に会うようになった。友人としてでもあるし、また微かでいいから世莉奈についてが知りたかったのもある。

　一尉に無事昇任した頃、桜が舞い散る中で奈保美が言う。奈保美に誘われた都内のレストランのテラス席でのことだ。

「将生くん、ごめんね」

「なにが」

「……いろいろ」

　そう言って奈保美はスマートフォンをいじる。テーブルの上にのせ見せてきたのは世莉奈の写真だった。どこか旅先での写真らしい。水色のワンピース姿の彼女がとても綺麗で、食い入るように見つめ、ハッとして視線を逸らした。奈保美が眉を下げる。

「世莉奈、綺麗になったでしょ」

「……ああ」

　少女だった面影は残しつつ、たしかに大人の女性になっていた。艶やかな黒髪も、華奢な体も変わりないように見えて、そこに色香が加わっている。

　唇を噛む。どうしようもない恋情で体が炎に灼やかれる思いがする。

「これね、あの子が会社の同期の子たちとバス旅行に行ったときの写真。……もうあの子も社会人二年目だって。早いよね。あんなに小さかったのに」

「ああ」

　今、世莉奈はどう過ごしているんだろう？

「ミステリーツアーだったんだって。てっきり南の方に行くと思ってたら北ほく陸りくで、でも楽しかったって。ああいうの好きなのかな、昔からサプライズ喜ぶ子だったし」

「奈保美、どうした？」

　緊張した眼差しでとつとつと世莉奈の近況を語る奈保美に違和感を覚え、彼女を見やる。

「……あの子をね、頼みたいの」

　奈保美はうつむき、細い声で告げた。

「は？」

　目を見張り奈保美を見る。奈保美は気の毒なほどに唇を噛み俺に頭を下げた。

「本当にごめんなさい。あのとき、ひどいことを言いました」

「あのとき……法事の話か？　あんな何年も前のこと、もう気にしてない。事実だしな」

「でも、ずっと想い続けてくれてるでしょう。あの子が大人になっても」

「あたり前だ」

　俺はうなずき、続ける。

「死ぬまでそうだ」

　曖昧な言葉は避けた。これだけは譲れない真実だったから。

「あたし、将生くんが真面目なの知ってたのに。片かた岡おかさんに言われたの。世莉奈ちゃんはいつまでもあなたの小さな妹じゃないんだよって。あたしは片岡さんと恋愛してるのに、世莉奈ちゃんには許さないのかって……」

　片岡とは奈保美の恋人のことだ。すでに何回か顔を合わせていた。

「そうなんだよ、世莉奈はもう大人なんだよ。……あの頃だって、いつか大人になるってわかってた。将生くんがそれを見守って待てる人だって知ってた。なのにあたし……お母さんの愛人と、将生くんを同一視してた。ただ男だって、それだけで。本当にごめん」

　肩を落とす奈保美が心配で、席を立ち彼女の背を軽く叩く。

「どうしたんだ、いったい。奈保美」

「あのね、あたしたち、駆け落ちするの」

「駆け落ち!?　片岡さんはそれでいいって？」

「……片岡さんね、ニューヨークで仕事に誘われてて。一年くらいなんだけど……あたし、ついていく」

「……そうか」

　席に戻りながらつぶやく。

「それしか方法はないのか？　奈保美の家族なら話せばわかってくれるだろう」

　あの母親以外、ということだけれど。

　まあもっとも、あの母親はもうふたりの家族ではない。俺の方から弁護士に依頼をし、完璧に縁切りをさせた。

「お父さんと世莉奈なら、婚約破棄だって片岡さんとの交際だってなんだって理解してくれるだろ？　それに、離島への航路については心配するな。手を回して廃止だけは食い止めるから」

　子どもの頃、奈保美との婚約話を受けたのは奈保美に懇願されたからだった。離島への航路をどうしても維持したいのだ、と。

　当時ならばともかく、現在打てる手はいくつか思い浮かぶ。そのうちひとつについてはすでに奈保美と話し合い、まさに着手している最中だ。

　奈保美はゆるゆると首を振った。苦しげに胸もとを握りしめる。

「今さら、なんて話せばいいか……。ごめんなさい、逃げてるだけなのはわかってる。でも……もし嫌われたら、あきれられたら」

「絶対にそんなことは」

「わからないじゃない。とくに、世莉奈に……だって、あたし、あの子に……」

　奈保美はつぶやいて語尾を濁す。それから俺を見て弱々しく微笑んだ。

「もう嫌われちゃってるかも」

「そんなわけないだろ？」

　奈保美が微かにうなずいた。

「そうだよ。あたしの妹は……優しい子なの。優しすぎる。だから守ってほしい」

　思わぬ打診に息をのんだ俺に微笑みかけ、奈保美はまたスマートフォンをいじる。ややあって俺の端末に届いたメール。添付されていたファイルに眉を上げると、奈保美が笑った。

「それね、将生くんちの会社に子どもの頃乗り込んだときの資料……の、アダルトバージョン」

　ざっと資料を確認して目でうなずいた。

　婚約解消に向けて動きだしていたもののひとつに関する資料だった。インフラとして航路が必要なのであれば、国や自治体から援助を取りつければいい。それはかつて高校時代の奈保美が提唱した案であり、また資金面から却下された経緯もあった。

「将生くんが叩き台作ってくれてたから、こっちはわりとスムーズに動けた。ありがとね」

「いや、ここまで取りつけるのは大変だったんじゃないか？」

　目で資料を確認しながら言えば、奈保美は肩をすくめる。

「総務省国交省で官僚してる大学の同期、なんとか丸め込んで、政治家の先生にも手を回して……これが今のあたしの全力です。プラスで将生くんががんばったら、なんとかお宅の会社の偉い人たち、航路を維持するのに納得できる内容になると思わない？」

「これだけあれば十分だ。ありがたい」

「んーん。かなりブラッシュアップしなきゃだし、手間かけさせるけど。結局ほとんど任せちゃってごめん」

　俺はぼんやりとスマートフォンの画面を見つめた。

　もしこれを……婚約解消に足り得る成果を出すことが高校生の頃にできていたのなら、俺は世莉奈に素直に気持ちを伝えられていたのだろうか？

　そう思い、ふっと唇を皮肉にゆがめた。

　奈保美の婚約者であったからこそ、俺は世莉奈との接点を得られたのだ。

　奈保美がぽつりと口を開いた。

「なんか……こんなに簡単だったんだね」

「この年齢だからできたんだろう」

　大人になって、三み十そ路じに近づきある程度やれることが増えたからこそ、勝手に婚約だのを決めた大人たちに対抗する手段が手に入った。奈保美の官僚の友人たちだって、ようやく役職が板についた頃だろう。

「我慢したよねえ、あたしたち。お互い恋愛感情なんか持ちようがない相手と十年以上も仲良しこよしの婚約ごっこ」

　どこか懐かしむように奈保美がつぶやき、それから眉を下げた。

「そもそも、将生くんはあたしのわがままに付き合ってくれてただけだもんね。航路をつぶしたくないから、婚約話を受けてくれって……。なのにあたし、あなたの恋心まで否定した」

「奈保美」

「本当に、本当にごめんなさい」

「婚約はともかく、俺は奈保美が好きだ。その、もちろん友達として」

　奈保美は目を丸くして、それから花が咲くように笑う。

「ありがと！　あたしもさ、将生くんが将来の義弟でよかったよ」

「……世莉奈が受け入れてくれるかは、わからないが」

「動くなら早めがいいと思う。幼なじみの大成って子がさ、そろそろ世莉奈に告白しそう。ずっと……その、世莉奈に好きな人がいるからって遠慮してたんだけど」

　ツキンと心臓が痛んだ。

　そうか、世莉奈に好きな人が……。

「あの。好きな人っていうのは世莉奈に聞いてね。きっと教えてくれる」

　にっこりと奈保美は笑った。

　知りたくないなと思いつつ眉を上げる。

「その〝好きな人〟は世莉奈にふさわしくないのか？　いったい誰だ」

「あー……あたしからは言えない。言わない方がいいと思う。これ以上勝手なことはできない」

　なにか理由があるのだろう、奈保美は申し訳なさそうに目を伏せた。

「でね、話戻るんだけど。大成って悪い子じゃないし、エリートだしイケメンだし、世莉奈も幸せになれるんだろうけど……。でもあたしはさ、世莉奈には絶対に将生くんがいいと思ってる」

　苦い思いを抱えつつ、小さく「ありがとう」と返事をした。

　石原大成のことは知っていた。俺と同じ目で世莉奈を見つめていたから。奈保美の口調からすると、〝好きな人〟は石原のことではないらしかった。ただ、ひとつ考えが浮かぶ。気がついていないだけで、世莉奈の想い人は石原本人なのではないだろうか。ふたりが親しげに話しているのを、何度も見かけたことがある。

「その……あたしが言えた義理じゃないんだけど、がんばって」

　俺はうなずいたはいいものの、どう告白すればいいのかすらわからない。

　行動しあぐねているうちに、奈保美は本当に渡米してしまう。いやまあ、疑ってはなかった。奈保美はそんな女だ。

「このたびは、とんだ不始末を……」

　世莉奈と世莉奈の父親が、俺の実家の客間で顔を青くしている。一方で、すでに奈保美と俺が制作していた資料を見せられた祖父と父は落ち着き払っている。祖父が「いや、実はですな」と資料について説明しようとした瞬間に、それを遮って俺は口を開く。

「ならば、世莉奈さんをください」

　いろいろと考えた結果だ。

　奈保美はああ言ってくれたけれど、普通に考えて五つも年上の男に『ずっと昔から好きだった』などと言われるのは、まだ二十四歳の世莉奈にとって恐怖なんじゃないだろうか。

　それに、奈保美が片岡さんとの交際について家族に秘密にしたがっている以上、細かく俺と奈保美の過去についても話すことはできないし、そうなれば婚約者の妹に昔から想いを寄せていたと認識されてしまう。真面目な世莉奈からすれば、それはきっと軽蔑の対象にしかならない。

　ならば先に手に入れて、それから……できれば恋をしてもらいたい。必ず幸せにしてみせると誓う。

　そうして、ようやく手に入れた。




◇◇◇




　結婚式の間中、突き刺すような石原からの視線を感じては何度も睨み返し、わずらわしく思いながらも同時に安心した。

　石原は世莉奈に気持ちを伝えていなかったようだったし、もう二度と伝える機会を与えるつもりもなかった。それでも不安で、直接本人に確かめてしまったけれど。

　新婚旅行に選んだのは、スペインのマドリードと、もう数カ所。サプライズ好きな彼女に喜んでほしくて、いろいろと考えたつもりだ。

　世莉奈は新婚旅行ですら遠慮してか尻込みしていたけれど、ほとんど無理やり説き伏せた。

　ゆっくりとふたりで過ごす時間が必要だ。そう、夫婦としてやっていくからには。

　本来ならば結婚前にそういった時間を持ちたかった。けれど職務上のトラブルから、古きよきスパイ映画のような……とまではいかないもののそれなりに忙しく、婚約期間二カ月のうち四分の三は海外にいた。なんとか時間を見繕い婚約指輪だけは渡せたものの、蜜月を過ごすに足りる親密さを得るには到底至らなかった。

　もちろん結婚イコール恋してもらえるといったような幻想を抱いているわけではない。ただ、夫として認めてもらえる程度……彼女に触れることを許してもらえる程度には近づきたかった。性的な意味ではなく、単純に手をつないだりそばにいたりしたかったのだ。

　そうして、新婚旅行先のスペインに向かう消灯された薄暗い飛行機の機内。

　……さっきは危なかった。

　俺は横の席で眠る世莉奈をぼんやりと見つめ、こっそり頭の中でそうつぶやいた。

　長いまつげが時折震えるのは、なにか夢でも見ているのだろうか。いい夢だといいのだけれど……と考えながら、先ほど自分から湧き上がった欲求について少し戸惑っていた。

　情欲の衝動などというものが、俺の中に存在していたなんて。

　俺にとって世莉奈はずっと清らかな存在で、欲望を抱くことは一度もなかった。ひたすら愛おしくて守りたい、ただそれだけ。何年も彼女に抱いていたのは、初う心ぶな恋心だった。

　いずれは子どもが欲しいとはぼんやりと思っていたものの、明確にどうこうと考えていたわけではなかった。

　なのに、さっき世莉奈に触れた瞬間に思いきり箍たががはずれた。愛おしさが欲望を連れてきて、気がつけば『抱きたい』だなんて口走って。

　幸いだったのは、世莉奈が俺を嫌悪した雰囲気ではなかったこと。俺に抱きしめられている間、世莉奈はただ初心さゆえに肌をほんのりと赤らめ瞳を潤ませていた。愛おしさで頭がどうにかなりそうで苦しかった。




　マドリードにあるバラハス空港についたのは、現地時間ではすでに朝方の時間帯だった。

　約十五時間の航路を経て、世莉奈との仲が深まったかと言えば微妙だと思う。

　空港に足を踏み入れ、世莉奈が「はー」と何度も目を瞬いた。それを横目で見つめ、かわいらしくて目を細める。ここバラハス空港は、世界で最も美しい空港のひとつに選ばれたこともある。美しく波打つバンブーで作られた天井は黄色に染められ、朝日に輝く波を思わせた。縦の格子状になっている合間の採光窓からは本物の朝日が差し込んでいる。

　つないでいた手にそっと力を込めると、世莉奈が微かに唇を綻ばせた。黒目がちな瞳が、きらりと清廉な光を反射する。

「綺麗ですね」

「ああ」

　小躍りしたい気分になった。手をつなぐのにも慣れてくれたみたいで……単純にあきらめたのかもしれないが。

　入国手続きなどを終わらせ、到着ロビーに出たところで「朝食はどうする？」と彼女の顔を覗き込む。十五時間のフライト中、彼女が口にした食事は一回だけ。それもサンドイッチとオレンジジュースの軽食のみだった。体調が悪いのだろうかと思うと、居ても立ってもいられない気分になる。

　俺は心配しすぎて情けない顔をしていたのかもしれない。世莉奈は慌てた様子で一生懸命に笑顔を浮かべる。

「もしかしてご心配をおかけしましたか？　すみません、あんなに長時間フライトしたのが初めてで、それにその、ファーストクラスなんて初めてで……緊張して、うまく喉を通らなくて」

　あっ、でもと彼女は続ける。

「その代わりたくさん眠れましたので……すっごく元気です！　今から全然、動けます！」

　にこっ！と快活に笑う世莉奈がかわいくて、心臓をかきむしられる気分になる。この感情をどうにかするべく、そっと彼女の頭にキスを落とした。

　びくりと世莉奈が肩を揺らす。頬は真っ赤で、耳の端も赤い。照れているのが丸わかりで、俺はうれしくてたまらない。やはりどうやら嫌われてはいない。

「それなら、今日泊まる予定のホテルで朝食はどうだ？　今すぐにというのなら、そこにあるカフェでもかまわないけれど。どうする」

「朝ごはん……ええと」

　世莉奈が目を瞬き、同時に「きゅる」とかわいらしい音が鳴る。ただでさえ赤かった世莉奈の頬は今、世界中の赤で一番濃いかもしれない。

「ごめんなさい……！」

「いや、よかった。腹が減ってくれて。心配していたんだ」

「心配……」

　世莉奈は目を丸くして、それから下を向いて緩く笑った。どことなく安心感を得たような笑顔で、どうやら世莉奈はなにかに安心というか、そんな感じのことを得られているみたいでとてもうれしい。

　それから世莉奈は顔を上げ、にっこりと微笑んだ。

「はい、朝食、食べます。カフェでもいいですか？」

「よかった」

　うなずいてふたりでカフェに入る。朝からビールを飲んでいる観光客のグループがひとつあるだけで、店内はかなり空いていた。

　食事メニューは二種類のサンドイッチと、スペインらしくチュロスのみ。スペイン語ができない世莉奈がメニューを見て眉を下げた。独学でそれなりにスペイン語がわかる俺は代わりにメニューを読み上げた。

「こっちはローストビーフとグレイビーソース、こっちは生ハム、あとはチュロスだけ。ドリンクは何種類かあるけれど……アルコール以外はコーヒーか紅茶か、オレンジジュース。カフェオレもある」

「ええっと、チュロスとホットカフェオレでお願いできますか」

　うなずき、自分はサンドイッチ二種類とホットコーヒーを注文した。

　ソファ席に世莉奈を座らせ、向かいの椅子に腰掛ける。世莉奈が小さくあくびをして、それからハッとして眉を下げた。

「す、すみません」

「どうして。フライト、疲れただろ」

「そんなこと！　すごく寝心地よくて、さっきも言いましたけどぐっすり眠ってて」

「それでもベッドとは違うだろう？　よければホテルで少し眠るといい。朝から使えるようにしてあるから」

　世莉奈が目を瞬いたのと同じくして、店員から気だるげな声で呼ばれる。立ち上がろうとする世莉奈を制して、トレイを受け取りに席を立つ。

　テーブルに戻ると、やっぱり世莉奈は所在なさげだった。彼女みたいな全方位に気を使ってしまう人間は、役割がないとかえって不安なのかもしれない。

　世莉奈は世莉奈でいてくれるだけでいいのに。そうして目が合った世莉奈はぺこりと俺に頭を下げた後、蚊の鳴くような声で「将生さん」と俺を呼んだ。

「どうした？」

「あの、お金……」

　さすがに目を丸くして、それから横に首を振った。

「必要ない。というか……そうか、きちんと話してなかったな。帰国したらクレジットカードを渡すから好きに使ってくれていい。給料も、いろいろと手当があるから同年代よりは稼いでいるし、たいしたことはないけれど個人的な資産も少し」

　世莉奈が目を瞬いてから、慌てたように首を振る。

「い、いえ。あの、生活費は折半でお願いしたいです。私もこの旅行から帰国したら、父の会社で働くことになっていますから」

　世莉奈は俺との結婚を機に新卒で入行した地方銀行を退職し、榎木航空で働くことになっていた。そんな彼女は困ったように目線をうろつかせている。俺は「甘やかしたいんだ」と本音を滲ませた。

「本当は家事さえしてもらいたくない。ただ家にいて快適に過ごしてくれていたら、一番いいのだけど」

　そしてそれを実行するだけの個人的な資産はあった。けれど世莉奈は大きく首を横に振った。

「そんな……あの、でも、そうするのが伏見家のしきたりなのでしょうか……？」

　世莉奈の恐縮しきって困った眉根の形に苦笑する。

「いや？　俺がそうしたいだけ。君がしたいのなら好きにしてもらってかまわない。仕事も。ただ、今回の旅行に関しては俺に出させてほしい。君を甘やかしたくて連れてきたんだ」

　世莉奈はおずおずとうなずく。俺は頬を緩めて「冷めるぞ」と食事を勧める。世莉奈は慌てたように俺に「いただきます」と告げ手を合わせた。

　チュロスにはチョコソースがついている。世莉奈はまずなにもつけずに口に入れて少し驚いた表情をつくる。

「甘くない」

「こちらでは朝食で食べられているものだからな。チョコソースにつけたり、カフェオレに浸して食べたり」

「カフェオレに？」

　世莉奈が目を見張り、俺は「やってみたら」と少し頬を緩める。

　パンを牛乳に浸すのはお行儀が悪いからやめなさいと言われて育った口だろう。日本人には抵抗があると思う。もちろんもう少し格式ばったようなレストランなんかでやるのはこちらでも賛否両論といったところだけれど、こんなくだけたカフェならば普通。

　世莉奈はチュロスを手に取りしばらく躊ちゅう躇ちょして眺めた後、思いきったようにカフェオレにちょんと浸し、口に運ぶ。ついその咀そ嚼しゃくを眺めた。こくんと飲み込んで白い喉がする動きが妙に艶なまめかしくて、目が離せない。

「あ、おいしい」

　世莉奈が微笑む。俺は肋骨の奥がぶわりと暖かくなる。〝お行儀が悪いこと〟を通して彼女が俺に少し心を開いてくれた気がした。

　ほかほかとした気持ちになりつつサンドイッチに口をつける。嚥えん下げしてから彼女がサンドイッチを注文しなくてよかったと心の底から思った。残してはいけないという義務感だけですべて飲み込む。幸い、コーヒーはおいしかった。

　タクシーに乗れば市内までは二十分ほど。ドライバーの丁寧な運転で宿泊予定のホテルに到着する。

　まだ朝早い時間帯だというのに、麦わら色の髪をした若いドアマンが爽やかな笑みを浮かべて俺たちの荷物を預かる。

　部屋に着くと、世莉奈はぽかんと部屋を見回した。ワンフロアに一室のみのスイートルームだ。ぐるりと見回した後、世莉奈は「もうほとんど、家ですね」とぽつりと口にする。

「リビングに、寝室に、キッチンまで」

「こんな感じの家が好きか？」

　俺は彼女の手を引いてソファに座らせながら言う。

「帰国するまでに改装はさすがに厳しいが、家具くらいは入れ替えておこうか」

　俺も彼女の横に腰掛け、目線を室内の家具に向ける。

　座っているソファをはじめ、ホテル内の家具はすべて上質なアンティークで統一されていた。ただそこまで古くない。せいぜい十九世紀か二十世紀の初めくらい。ヴィンテージといった方が正確だろう。これくらいならば探すのもそう苦労しないだろうと考えつつ世莉奈に微笑みかける。

「いえ、そんな」

　世莉奈が慌てて首を振る。そんな仕草もかわいらしくていつまでも見ていたいが、そうはいかないだろう。困らせたままでいるのもかわいそうだ。

「世莉奈。何度も言うけれど、俺は君に甘えてほしい。わがままも言ってくれるとよりうれしい。素のままの君を見せてくれたら、幸せだ」

　世莉奈が不思議そうな色をその綺麗な瞳に浮かべる。俺は苦笑して『好きだからだ』と言えない身の上をほんの少し切なく思う。……適宜タイミングを見てこの感情は伝える予定だが。もちろん結婚してから好きになったという体で。これくらいの嘘は許してほしい。軽蔑されたくないんだ。

「もちろん、無理をする必要はないけれど」

　俺はそっと彼女の手を取る。左手の薬指にある結婚指輪に、頬がニタつきかける。

　世莉奈は俺の妻になったんだ。ずっと夢だった……叶うと思ってなかった。

　その手を取り、自らの頬にあてた。愛おしい世莉奈。

「理解してもらえるまで、何度も言う。俺は妻を甘やかしたい」

　世莉奈は頬を真っ赤にして目を瞬き、微かに首をかしげ、細い細い声をこぼす。

「私、わりと甘えている……と思います」

「全然だ。もっと」

　世莉奈は困ったような顔をする。長いまつげが白い肌に影を落とし、俺はその眉間を親指で優しくほぐした。

「なあ世莉奈、もうそんな性癖の男と結婚したと思ってあきらめてくれ」

　世莉奈は目を丸くして、それからぷっと噴き出した。楽しげに緩んだ唇に心臓がドキドキとしてしまう。ああ、なんてかわいい。そっとその頬を人さし指の関節でなでる。すうっと世莉奈は息を吸い、ほんの少し震える声で俺に告げる。

「将生さんが、それを望むなら……私、たっぷり、あなたに甘えようと思います」

「そうしてくれるとうれしい。さっそくわがままはなにかないか？　お姫様」

「んん……」

　世莉奈はさっきよりよほど困った顔をし、それから思いきったように俺を見上げる。

「あの、将生さんが、疲れていなければ……の話なんですが」

「ん」

「本当の本当に、元気だったらの話なんですが」

　困ったように下がった眉と、潤んだ瞳が最高に艶っぽい。

「元気だったら？」

　俺が元気だったらなにを望んでくれるんだ？

　いや待て、わかっている。世莉奈はたぶん俺にそんな元気は望んでない。わかっていつつも、ようやく手に入った世莉奈を目の前にして頭の回転が鈍っていた。

　舌なめずりをしそうになりつつ言葉の続きを待つ。

「よければ私と」

　ん、とあくまで表情は紳士的に装いつつうなずく。

「スイーツ食べに行きませんか！」

「もちろんだ。店ごと買おうか」

　もちろんこんなことだろうとわかっていた！　わかっていたけれど、期待してしまった俺もいるんだ。

「み、店ごと!?」

「冗談だ」

　余裕ぶって肩をすくめてみせ、俺は彼女の髪にキスを落とした。耳殻まで真っ赤にしつつ世莉奈は続ける。

「で、できれば日本ではあまり食べられないようなものがいいかな、なんて」

　世莉奈の言葉にふむ、といくつかあたりをつけていると、世莉奈がハッとしたように俺を仰ぎ見た。

「あ、あの、わがまますぎましたか……？」

「いや、どう考えても今のはわがままに入らない」

　頬をなでてやると、再び赤面しつつも安心した表情を引き出せて俺はちょっと満足する。

　好きになってもらううんぬんより、まずは世莉奈が俺に素直に甘えてくれるのを目標にするか。ついでに俺に触れられるのにも慣れてもらう。これは無理やりにでも。と、世莉奈の華奢な体を抱き上げて膝にのせてしまう。初心に耳殻を真っ赤に染め、俺を見つめてくるのが最高に好ましい。

　腕の中にすっぽりと世莉奈が収まっている。胸が高鳴ると同時にしっくりきて、彼女が俺の唯一の存在だと確信した。




　緊張しているらしい世莉奈の手を握り、ホテルを出る。夏の午前中の白い日差しが降り注いでいる。ここマドリードの気温は、東京とそれほど変わらない。が、一番の違いは蝉せみが街中で鳴いていないことかもしれない。この国において、あの昆虫は山の生き物だ。

　世莉奈が食べてみたがったのは、アロス・コン・レチェというアンダルシア地方の伝統甘味だ。レモン風味のミルク粥とでも言えばいいか。

　マドリードで見つかるか少し不安だったものの、ホテル近くのオープンカフェですぐに見つけるができた。通りに面したテラス席にすぐ案内される。

「飲み物は？」

　メニューを見ながら聞けば、世莉奈はすぐに答えた。

「アイスのカフェオレ、ありますか？」

「あるけれど」

　メニューを見てから答え、ちょっと悪戯いたずらな気分になる。世莉奈はどう反応するかな。

　テラス席は店から張り出した屋根でちょうど日陰になっていた。日本と違い、湿度が低いカラッとした風が吹くためにとても涼しく感じる。並ぶテーブルセットはどれも白。

　ややあってカマレロ、すなわちウエイターがテーブルに注文した商品を持ってくる。アロス・コン・レチェ、それからアイスカフェオレとアイスコーヒー。両方ともホットのまま、カップに注がれ給仕されている。世莉奈が目を丸くしているのは、横に氷がたっぷり入ったグラスが置いてあるせいだ。

「スペインってアイスにするの、セルフなんですね」

　そうして困り果てていた。俺も苦笑を返す。

　注ぎ口なんか配慮されていないコーヒーカップからグラスに熱いコーヒーを注ぐのだから、不慣れな観光客なんか火傷必至だ。もちろん世莉奈に水ぶくれひとつ作らせるわけにいかない俺は、世莉奈のカフェオレのカップを手に取り、すっとグラスに注いでしまう。かろんかろんと氷が溶けてぶつかる音が涼しげだ。

「わ、上手ですね」

　世莉奈に褒められて、信じられないくらい鼻高々な気分になった。

　たったこれくらいのことで俺が世界一幸せになれるってこと、君は知らないんだろうな。

　グラスの中で溶けていく氷を見つめる世莉奈に目をやると、はっと彼女は視線を上げる。

「ありがとうございます」

　ふんわりと、実にやわらかく世莉奈が微笑む。警戒感が抜けてきている証拠のように思えた。

「いや」

　自分のコーヒーをグラスに注ぐ。胸が高鳴りすぎて、こぼさないようにするので精いっぱいだった。

　カフェオレをこくりと飲み、世莉奈は花が咲くように笑う。

「おいしい！」

「よかった。こっちは？」

　俺は何気なくスプーンでアロス・コン・レテェをひとさじすくい、彼女の口もとに運ぶ。

　ものすごく無意識だった。本当に。銀のスプーンの先で、世莉奈の頬が真っ赤に染まっていき……思いきったように彼女はぱくっとそれを口にした。

　俺の肋骨の奥で心臓が軋む。妻が愛おしすぎて死んでしまう……！

　口もとにわずかにミルクがついていたが、さすがになめとるのは我慢して、親指で拭ってやると世莉奈は完全に硬直してしまう。初心な反応がかわいらしすぎて、緊張に指先が震えそうな自分を棚に上げ、ついつい噴き出した。

「からかってますか」

　軽く唇を尖らせる、少し拗ねたその口調は本気じゃない。甘えだしてくれているのがたまらなくうれしい。

「いや？」

　俺は親指についたソースをぺろりとなめる。世莉奈が悲鳴を飲み込むような顔をして、俺は肩を揺らした。

「これくらいで照れていたら、この国には住めないな？　ほら」

　俺が視線を向けた方に世莉奈も目をやり、慌てたように目をテーブルに落とす。さっきのカマレロが通りすがった女性と軽くハグして、さっとキスを交わしていた。おそらく恋人なのだろう。手を振って通りを歩いていく女性にカマレロも笑顔で手を振る。

「う、ウエイターさん……お仕事中なのではっ？」

　世莉奈はひとりオロオロするけれど、周りの誰も気にしてはいない。恋人が目の前にいたらキスするしハグするのが普通。そんなふうに明るいのが、地中海のそばで生きる人々の気質なのかもしれなかった。

「郷に従えっていうだろ？　世莉奈」

　俺は中指で世莉奈の顎をこちらに向けさせ、そっと唇を重ねる。触れるだけのそれに、世莉奈の唇がわなないた。

　離れてみればかわいそうなほど真っ赤で、それがかわいくて愛おしくてたまらない。

　手をつなぎ指を絡め、結婚指輪にもキスを落とす。

「かわいい俺のお姫様」

　世莉奈は頬どころか首筋までも真っ赤にして何度も瞬きをする。頭にもキスをして、愛おしさではちきれそうになっている心臓を冷やすためにアイスコーヒーを喉に流し込んだ。

「とっ、ところでっ……これからどうされる予定ですか」

　世莉奈が照れをごまかすためか、少し上ずった声でそんなことを言う。

「世莉奈はどうしたい？」

「私は……その、実は、こんなふうに過ごすと思っていなくって」

「こんなふうにって」

「その、ふたりで……」

　頭を殴られたような気分になる。そんな気持ちにさせていただなんて！

「つまりひとりで行動するつもりだった？」

「その方がよいのかと。ご親戚の手前、旅行にもしぶしぶ行くことになったのかと思っていたんです」

　俺は彼女の手を強く握り、自らの額を押さえる。

「悪かった……勝手に行き先も決めて」

「いえっ！　それは、私もすみませんでした。どこでもいいとしか答えてませんでしたし」

「仕事のトラブルさえなければ結婚前にもっと……いや、言い訳だな。すまなかった」

　ブンブンと首を横に振る世莉奈をそっと抱き寄せた。

「俺が君をひとりにさせるわけないだろ？　君は俺の妻なんだから」

「……は、はい」

「わかったな？」

　腕の中で微かに世莉奈がうなずき、それに満足した俺は緊張でカチカチになっている世莉奈を腕から逃がしてやる。

「で、どこへ行くかって話だったな」

「はい」とまだ頬がリンゴのような彼女が答える。

　俺が肩をすくめて「未定」と口にすると、世莉奈はキョトンと俺を見上げた。

「明後日までは。明後日は鉄道でアルヘシラスという地中海に面した街へ行く」

「はい」

「そこからは秘密」

　世莉奈が目を丸くして首をかしげた。

「秘密……ですか？」

「サプライズってやつだ」

　俺の言葉に世莉奈はまたキョトンとした後、はにかむように笑う。

「楽しみです」

　世莉奈のかわいさに殺される……！

　悶もん絶ぜつしそうになるのを我慢しながら「行ってみたいところは？」と微笑む。

「マドリードで観光するなら宮殿や美術館が有名だ。あとは足を伸ばしてバルセロナかな。サグラダファミリアなんかもあるし」

　バルセロナでの観光先をいくつか上げると、世莉奈は小首をかしげて俺を見た。

「将生さんは、どれか行きたいところは？」

「君とならどこでも」

　俺の返答に世莉奈は目を丸くした。それから気恥ずかしそうに目を伏せて口を開く。

「あの、本当によければ……うろうろしたいです」

「うろうろ？」

「その……カフェで休憩したり、公園でぼーっとしたり、そういう……」

　世莉奈がカフェオレのグラスのストローを緊張した様子でかき混ぜる。氷とグラスがぶつかる涼しげな音がした。

「どこかに観光というよりは、その、将生さんとゆっくり過ごしてみたいです。わがままでしょうか」

「わがままなわけがない……いいのかそれで」

　世界一かわいらしいお願いに頭がくらくらした。世莉奈はこくんとうなずいて、それから遠慮がちに笑う。

「私、ずっと将生さんといろいろお話ししてみたかったんです」

　ひたすら世莉奈を避け続けた十年近い歳月、世莉奈はずっとそんなふうに思ってくれていたのだろうか？

　そう思うと胸が痛い。でも同じくらいうれしくて、心臓が切なく甘く痛む。

「俺も」

　反射的に言葉になっていた。

「俺も君のことが知りたい」

　世莉奈は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をして、それから花が咲くように笑った。俺はその顔に見惚れてしまう。




　そこから二日間は、本当にそんなふうに過ごした。本来なら結婚前にこうしたかったと願っていた……けれど、かえってこうなってよかったのかもしれない。

　スペインの明るく開放的な雰囲気が、世莉奈が心を開くきっかけをくれたのかもしれなかったから。










三章　夢中（世莉奈）




　マドリードの中心部にあるレティーロ公園は、十九世紀からある歴史の長い公園らしい。広さはなんと、東京近郊にあるテーマパークの約五倍と聞いて目を丸くした。

「大きな池があってそこに手漕こぎのボートがあるから、よければ乗らないか？」

　タクシーのドアを開きながら将生さんが言う。私は彼の背後にある、真夏の深い緑の植樹を見つめながら目を瞬いた。

「ボート？」

「どうだろう？　涼しげだし」

　そう言って将生さんは優しく目を細める。私はどぎまぎしつつ、彼が差し出す手を取った。

　恐ろしいほど彼は優しい。その優しさに甘えると決めたはいいものの、どうしていいかわからなかった。ただ、こうまでされたらどうやったって甘えざるをえない。

　以前の将生さんと違いすぎてどうにもまだ慣れない。慣れる前に死んじゃうんじゃないだろうか。だって手をつなぐだけで頬に熱が集まり、心臓が口から飛び出そうになるのだから。

　タクシーから降りたのは、公園の手前の緩い坂になった通りだった。時刻は正午過ぎだけれど、スペインのランチタイムはもう少し後だ。

　将生さんに手を引かれ、公園まで続くという緩やかな坂を登り始める。坂には露店がいくつも出ていた。

　露店といっても日本みたいな屋台ではなくて、本屋や雑貨屋だ。薄いブルーの店構えとひさしの山吹色の組み合わせが爽やかな明るさで、スペインらしいと思う。

　露店の古本や雑貨を眺めながらそぞろ歩く。気温はそれなりに高いはずなのに、日本よりずっと湿度が低いためかとても過ごしやすい。植えられた木々の日陰を歩けばなおさらだ。

　通り抜けていく風が緑の葉と髪を揺らす。将生さんが指で髪を耳にかけてくれた。

　私を見下ろす彼は穏やかな笑みを浮かべている。

　私は即座に目を逸らした。その精悍な眉目に、妻に対する慈愛以外の感情が浮かんではいないかと必死に目をこらしてしまうから。

　たとえば、恋慕だとか。ありえないのに。

　ごちゃつき始めた感情をごまかそうと本屋に視線をやり、なんとなく目についた真しん鍮ちゅう製のブックマーカーを手に取る。おそらくはアンティークでゆるいＳ字を描くそれは、なにか動物の脚がモチーフになっているようだった。上部に綺麗なスカイブルーのリボンが揺れている。

　店主の男性が、陽気な笑顔とスペイン語でなにか説明してくれた。

「あー……スペインではウサギの脚が、なんだその、縁起物らしい」

　頭の上から将生さんの説明が降ってくる。私は通訳にお礼を言いつつ、小さく首をかしげた。どうしてちょっとしどろもどろなんだろう？

「気に入ったのか？」

　将生さんが私の顔を覗き込む。顔面に『買ってやろう、買ってやりたい』と書いてあって思わず笑ってしまう。

「ふふ、じゃあその……これ、欲しいです」

　素直に甘えてみた。将生さんがぱっと顔を輝かせてうなずいた。

　将生さんからブックマーカーを受け取り、明るい陽光の下で眺めてみる。

「将生さん、そういえばウサギの脚って、どう縁起物だったんですか？」

「ん？」

　私はブックマーカー片手に、もう片手は再び彼の大きな手に包まれつつ聞いてみた。

「足が速くなるとか？」

　ウサギの脚からほかに連想できずにそう言うと、将生さんは楽しげに眉を上げる。

「そういうことにしておこうか？」

「ええっ。ほかに意味あるんですよね？」

「そうだな」

　将生さんはうなずいて「叶うといいのだけれど」とぽつりとつぶやく。

「叶えたいことなんですか」

「そうだな。君さえよければ」

「えっと、どんな内容ですか？　私にできることならがんばります」

　将生さんは眉を上げて顔を綻ばせた。そうして私の頭にキスを落とし、耳もとでささやいた。

「店主いわく、かわいい赤ちゃんを連れてきてくれるそうだ。それも、たくさん」

　将生さんがスッと離れる。

　私は彼を見つめて少しぽかんとして、それからぎゅうっとブックマーカーを握ってその場に立ち止まり「ええええええっ」と叫んでしまう。行き交う人たちが驚いてこっちを見たけれど、かまっていられる心境じゃない。ばくばくと心臓が大きく拍動して、たぶん首とかまで赤いと思う。

「がんばってくれるんだろ？」

　悪戯っぽく将生さんは言う。整った顔に浮かぶその表情がやけに魅力的で、反射的にこくっとうなずいた。

「で、でも、私、私でいいんですか……」

　飛行機でも『抱きたい』と言われたものの、ゆうべは別々のベッドで寝た。……というよりは、やはり疲れていたのかシャワーの後気がつけばぐっすりと眠っていたのだった。

　起きて挨拶しても将生さんはとっても普通だった。私は横のベッドで彼が眠っていたという事実だけで、朝から気を失いそうだったのに！

「てっきりからかわれていたのかと」

「なにが？　まさか機内で話した内容が？」

　こくんとうなずくと、将生さんが真剣な顔をして私を見つめる。

「すべて本気だ。無理強いはしたくないだけで」

　その返事を聞きながら、私は足もとの木々の濃い影を見下ろしていた。葉を透かす夏の日差しがキラキラと地面で揺れる。ああどうしよう、耳たぶまで熱い……。

　将生さんが握っていた手をつなぎ直す。指と指を絡める恋人つなぎだ。

「ゆっくりでいいんだ。世莉奈」

　穏やかな低い声は、どこまでも優しい。

「君が俺を受け入れる覚悟ができるまで、それからで」

「そん、なのはっ」

　私は将生さんを仰ぐ。

「そんなのはとっくに、できてます……」

　好きなのだ。大好きなのだ。なにをされたっていい……！

　将生さんは私を見下ろして目を丸くした。ハッとして小さく口を開く。

「す、すみません。はしたなかったですよね。私、その、そうじゃなくて」

　どう言えばいいのか、とにかくしどろもどろになっている私の手を将生さんは引いて歩き出し、道の隅で私をぎゅうっと抱きしめ大きく息を吐いた。

「わ、あの、将生、将生さんっ」

　どうしたらいいのかわからず、手が宙をかく。抱きしめられていると、将生さんの熱い体温だとか呼吸、心音がまざまざと伝わってくる。私のも当然伝わっているはずだ。鼓動がおかしいくらいに速いのも、抱きしめられてうれしくて恥ずかしくて混乱してじわりと汗が噴き出しているのも。

「あ、あのっ、将生さん、離して……」

「嫌だ」

　将生さんが低く告げ、私の頭に頬擦りをして、「はあ」とため息をつく。

「あまり煽あおらないでもらえるか」

　なにかを耐えるような彼の声に目を瞬く。

「煽る……？」

「無自覚なのが余計に厄介だ」

　将生さんはそう言って私の頬にキスを落とし、ようやく体を離してくれた。次の瞬間には手をするりとつなぎ直されていたけれど。

「とにかく言質はとれた。いいんだな？」

　確認するような言葉にこくりとうなずく。そう、私は彼が大好きなだけなのだ。

　体を求められることが、旧家の跡取りである彼にとってはただの後継者づくりでしかないとしても、私は愛しい人に抱かれたい。ただ、それだけ。

　きゅっと唇を結び、おそらくかなり真剣な顔をしているだろう私に向かって将生さんがふっと頬を緩める。

「怖いのなら、急がないから」

「こ、怖くてこんな顔をしているわけじゃありません。私」

　ひとつ呼吸を整えてから、言葉を続ける。

「将生さんを、怖いなんて思ったことありません。私のこと、好きにして……？」

　また風が吹いて木々を揺らす。涼やかな風が頬をわずかに冷やしてくれた。

　将生さんはじっと私の顔を見た後目を細め、ゆっくりと私の頬をなでる。

「これで煽ってないつもりなんだからなあ」

　見上げた将生さんの瞳が、見たことのない色をしていた。どこか、激しい熱を帯びているかのような……。

「世莉奈」

　そう私を呼ぶ声は、いつもより低く、艶っぽい。思わず息をのみ小首をかしげると、将生さんは私から目線をはずし、手を引いて歩き出す。

「ここの池の前、ちょうど出店が出ているみたいだ。オレンジジュースもいいけれど、サングリアやレモンのカクテルもいいな」

　ただしノンアルコールだけれど、と笑う声のトーンは、さっきまでの優しく穏やかなもの。ホッとしながら、なぜか同時にほんの少し寂しい。

　ボートがある池というのは私の想定を少し超えていた。てっきり日本の公園にあるような、スワンボートが浮かんでいる場所を想定していたけれど……果たして池と呼んでよいのかわからないほど広いそこに、スカイブルーの手漕ぎのボートが何艘そうも浮かんでいた。

　ちょうどその池の前が公園のメインストリートらしく、大道芸人さんがいたり、さまざまな出店があったりと賑やかだ。

　将生さんは私の手を引いて、そのうちのひとつに立ち寄った。手作りの雑貨を扱っているらしいそのお店の片隅に、繊細なレースの日傘が何本か立てかけてある。将生さんは私を木陰に残し、そこで日傘を買って戻ってきた。

「え」

「赤く日焼けするだろう、世莉奈。さすがに池の上に日陰はないから」

　その言葉にこの二日間、彼が私に気を使って日にあたらないよう手配していてくれたことにようやく気がつく。暑さのためだけじゃなく、頬がぽっと火が灯ともるように熱くなる。

　小さな花のレースが幾重にも重なった日傘は上品で、なおかつしっかり日陰ができる。将生さんは私にそれを持たせ、一歩下がってから顔を綻ばせる。

「ん、かわいい」

　私は傘の柄をきゅっと掴み目線をウロウロとさせ、それから「ありがとうございます」と小さく伝えた。

　傘をさして歩き出すと、さっきまで将生さんに握られていた右手がもの寂しい。でも選んでもらった日傘はうれしい。

　寂しいようなうれしいような不思議な気持ちで歩いていると、くるりと将生さんが振り返り、ふっと笑って軽く肩をすくめた。

「日陰に入ったら閉じてくれるか？　手をつなげないのが寂しいから」

　私を見つめる将生さんの言葉に、胸が勝手にキュンとしてしまう。私は慌ててうなずき、それから思いきって口を開いた。

「わ、私も……寂しいって思ってました」

　将生さんが息をのんだのが、その喉仏の動きでわかった。将生さんの表情が、なんだか泣き笑いに近いものになる。

「飲み物を買おうか。暑くないか？」

　そう言って、私のうっすら汗の浮かんだ額に手をあてた。汗に触らせるのが申し訳なくて一歩引こうとした私の目を射すくめるように彼が見つめる。動けなくなった私の日傘を少し持ち上げ、彼は体をかがめて日傘の中に入ってくる。そうして触れるだけの、かすめるだけのキスをして離れていく。

「わ……」

　その場に立ちすくんでしまった私の頬を、彼は親指の腹でなでた。

「ジュースにする？　カクテル？」

「か、カクテルで……」

　スペインは飲酒に関する規制が日本より厳しいらしい。出店でノンアルコールのサングリアと、レモンカクテルとをひとつずつ購入した。

　将生さんは両手にカップを持ち、私の歩くスピードに合わせて池の桟橋まで歩いていく。管理人のおじさんとスペイン語でいくつか会話して、カクテルを一度おじさんに預けて将生さんがボートに乗り込む。

「世莉奈」

　やわらかな声で名前を呼ばれ、手を差し出される。私は高鳴る心音を覚えつつ、左手を彼に差し出してボートに乗り込んだ。四人ほど乗ることができそうで、手漕ぎのボートにしては大きなもののように思えた。

　そっと座り、辺りを見回す。夏の日差しに水面がきらめき、少し遠くを黒鳥がすいすいと泳いでいった。黒鳥なんて見るのは初めてで、つい魅入っている間に将生さんが私にサングリアを差し出してくれた。

　私は日傘の影でお礼を言い、サングリアのカップに口をつける。

　その間に将生さんはオールを軽々と操りボートを動かし始めた。あまりにもなめらかでスムーズで、ちょっと驚いてしまった。

「すごい！」

　思わず感嘆の声をあげる。将生さんは微かに眉を上げて笑う。

「昔取った杵きね柄づかだな。防大で短艇の訓練があるから」

「そうなんですか？　将生さんは航空自衛隊なのに」

「進路を選ぶ前に共通訓練があって――」

　将生さんが簡単に説明してくれる。ほかにも山の中を従軍する訓練や、八キロも海を遠泳するという訓練もあるのだという。

　そんな話をしながら、池の中央付近までボートはやって来る。将生さんは一度ボートを止めると、舟板に置いていたレモンカクテルに口をつけ、ごくごくと飲みだす。うっすら汗をかいた喉もとの、喉仏が動くのをついうっとりと見つめてしまう。

「うまいな」

　ぷは、と一気に飲み干した彼が笑う。降り注ぐ日差しで、彼がキラキラして見えた。心臓がキュンとして苦しい。

「こう暑いと、本物のビールが飲みたくなるな」

「後でどこかで飲みますか？」

「そうしよう。バルにでも行ってみようか」

　私がうなずくと、将生さんは再びボートを漕ぎだす。

「それにしても、やっぱりお上手です」

　私の言葉に、将生さんが大きく笑った。

「手のひらを血豆だらけにしたかいがあったな」

「ち、血豆ですか！　過酷でしたね」

「いや、短艇はまだ序の口で。訓練中、正直死ぬかと思ったことも、何度か」

　冗談のように言うけれど、きっと本心から思っての言葉だろう。内心で深々と頭を下げつつ、口を開いた。

「やはり大変なのですね……どうやって乗りきったのですか？」

　将生さんは目を見張る。それからやわらかく目を細めた。私をじっと見すえ、ゆっくりとオールを漕ぐ手を止める。

　ボートは水面を少しの間動いて、止まる。水の動きにわずかにゆらめく船上で、将生さんはなにも言わずに私に向かって体を乗り出す。すぐに唇が重なった。

　今回のキスは触れるだけじゃなかった。彼の舌が唇を割り、私の口内で舌に絡む。ちゅうっと吸い上げられ、下唇を軽く噛んでから彼は離れていく。

「甘いな」

　将生さんがつぶやく。私はしばらくぼうっとしてから、慌ててサングリアのカップを彼に見せた。

「の、飲みますか」

　将生さんは目をちょっと大きく見開いて、それから肩を揺らす。

「甘いのは世莉奈だよ」

「そ、そんなこと」

　水面に目線をやりさまよわせる私の首筋を、彼の唇がなでる。

「……んっ」

　汗をかいている。絶対に綺麗じゃない、そう思うのに彼は信じられないことにべろりとなめ上げた。

「ま、将生さん……」

　情けない声を出す私の顔を、将生さんはまっすぐ見つめる。それからさっきの瞳の色で――激しい熱をはらむギラギラした瞳で――彼はささやくように口を開く。

「本当だ。君は……どこもかしこも甘い」

　息をのむ。ギラついた彼の瞳に囚とらわれて、心臓が鷲わし掴みされた気分になる。

　将生さんはキスを私の額に落とすと、オールを動かしだした。

「さっきの約束、いったん保留にしてくれるか」

「約束？」

「バルに寄るっていう」

　私は目を瞬き、うなずく。

「はい、かまいませんが……なにか急用ですか？」

　将生さんはうなずく。それから片頬を上げて、低くてセクシーな声で続けた。

「急用だ。ホテルに帰ろう」

「体調でも……？」

「違う」

　将生さんは私の耳を片手でくすぐる。思わず甘く声をあげた私に、将生さんは喉もとで、低く余裕のある大人の男の人の笑い方をした。

「わからないか？」

　その視線にからめとられる。のみ込まれる――違う、のみ込まれたい。

　その瞬間、私は衝動的に自分から彼の手に触れる。大きな手。私とは違う、逞たくましい男の人の手。触れる指先を掴まれて、手首をべろりとなめ上げられる。

「ん……っ」

　ギラギラした視線に、知らずおなかの奥が疼く。

　初めての感覚だった。




　ホテルの部屋に戻るやいなや、彼は私を横向きに抱き上げてくる。ずんずんと長い脚で絨毯の上を進み、寝室のベッドの上にこの上なく丁寧に寝かせられた。

　窓から燦さん然ぜんと夏の陽が差し込んでいるせいで、敷かれたシーツがより白くまぶしく感じる。

「世莉奈」

　かすれた声でつぶやき、私の顔の横に手をついて、のしかかって覗き込んでくる彼の瞳に余裕はない。ずくんと下腹部が疼いた。今度は恥ずかしくて目の奥が熱い。

　将生さんの節高な、男性らしい指が目尻に触れた。

「嫌か？」

　私は枕の上、ゆるゆると首を振る。

「違っ……恥ずかしくて」

「そうか」

　ふっと彼は表情を緩める。

「かわいい」

　滾る瞳は変わらぬままにそうつぶやいて、将生さんの指先が頬に触れた。くすぐるように動いてから、耳たぶや耳の裏をゆっくりとなでる。甘えるような吐息が漏れてしまう。

　将生さんが私の額にキスを落とす。何度も、何度も。その間にも彼の指はゆっくりと動いていく。首筋や鎖骨を丁寧になでていくその動きは、私の輪郭を確認しているようだった。

　白いブラウスの上から彼は乳房の外側に触れる。ぴくっと体を動かした私をなだめるように、彼は私の頬にキスを落とした。

「痛かったり苦しかったりしたら言ってくれ」

　私は瞳が潤みかけているのを感じつつ彼を見上げた。お互いの鼻の距離ぶんだけ離れた場所に、彼の精悍な眉目がある。

　なんだか唐突に申し訳なくなった。せっかく抱いてくれると、欲望を見せてくれているのに……がっかりさせたらどうしよう。

「あの、ごめんなさい」

「なにが」

「胸、小さい……んです、私」

　声が震える。嫉妬でちりっと心臓が灼けそうになりつつ、唇を動かす。

「お姉ちゃんと違って……」

　私の真上で将生さんが息をのんだ。

　どうして言葉にしてしまったんだろう。卑屈な自分が嫌になる。

　でも、本当のことだ。私はただの身代わりで……ううん、あんなに素敵な女性であるお姉ちゃんの代わりなんて、到底務められない。

　私は、お姉ちゃんみたいにはなれない。

　将生さんはじっと私を見つめている。

　気まずくなり視線を逸らせば、頬を掴まれて正面を向かされた。

　ばちりと視線が絡む。目を開いたまま、彼は私の唇に貪むさぼるようなキスを落としてきた。

「ん、んむっ、ふぁっ……」

　口内を貪る淫らな水音が鼓膜に響く。舌を絡められ、誘い出されて甘噛みされて、どんどん頭の芯が痺しびれてきた。

　くてんと全身から力が抜けた私から、将生さんはようやく唇を離してくれる。

「ん……」

「世莉奈」

　将生さんがほんの少し硬い声で言う。

「信じてくれるとは思ってない。ただ、言わせてくれ。俺は奈保美と寝たことはない」

　私は目を瞬き、思わず将生さんの整った眉目を見つめる。彼の虹彩がきらりと光って、そこに嘘がないとはっきり理解した。

　どうして……？

　理解しつつも納得はできずに混乱し、頭の中でつぶやいた。どうして、だってあんなにお姉ちゃんと将生さんは仲がよかったのに……？

　そう考えてから気がつく。

　そっか、お姉ちゃんのこと、すごく愛していたんだ。愛しているから大事にしていた。結婚するまで指一本触れないほどに。

　それなのに、お姉ちゃんはいなくなって……。それも、駆け落ちなんて。

　ぎゅうっと胸が切なさで痛む。

　私はお姉ちゃんの代わりにはなれない。なれないけれど……将生さんの心の穴を、私なりに埋めていけたら……。

　大好きだから。

　将生さんはほっと息をついて、私の首筋に顔をうずめた。ちゅっと一度キスをして、それから強く吸いついてくる。ぴりっとした軽い痛みに眉を寄せたのは一瞬で、首筋から離れた将生さんと目が合う。

　獰どう猛もうと言っていい眼差しに喉の奥でひゅっと息を吸い込んだ。

　食べられてしまう。

「余計なことは考えるな。これからは俺のことだけ考えていたらいい。俺だけを見てろ」

　そう言われ、獰猛な瞳に射すくめられたままうなずく。うなずいた私を満足そうに見下ろし、彼は目を細めた。

「それでいい」

　そうして顎の下を指でなでる。猫でもかわいがるかのような動きだった。心も体を支配されたような気分になる。私はそれがうれしくて仕方ない。知らず唇が上がる。微笑みの形をしているだろう唇をなでてから、将生さんはキスを落としてきた。触れるだけのそれが、顎や鼻先にも降ってくる。

　彼の大きな手のひらが、私の手と重なる。指と指を絡めシーツに押しつけられたまま、彼の唇は私の体にキスを重ねる。頬や耳たぶ、頸動脈のある辺り。鎖骨の上を唇がすべり、ゆっくりと骨を喰はまれる。皮膚をごく軽く、甘く噛む彼の歯の感触に、背中にゾクゾクとした感覚が走る。嫌悪じゃない。快楽で、だ。

「あぁ」

　上ずった声が漏れる。将生さんがごくりと唾を飲み込んだのがわかる。

「たまらないな……」

　低くかすれた声で彼は言う。その表情はひどく恍こう惚こつとしていて、私も一緒にうっとりとしてしまう。将生さんがうれしそうに頬擦りをしてきて、私は好きがあふれてしまって頬擦りし返す。将生さんはつないでいた私の手を優しくほどき、ぎゅっと強く抱きしめてくれた。

　私もその広い背中に腕を回す。

　温かな体温……と、ふとした違和感にわずかに体をよじる。将生さんが苦笑して「すまない」と私の頭をなでた。

「興奮してる」

「私なんかで……？」

　お姉ちゃんじゃないのに？

　ついそう聞き返した私に、将生さんは眉を上げてから唇を上げた。笑っているのに目だけはすごく真剣な光を宿し、私を貫く。

「俺は君以外で興奮できない、世莉奈」

　耳を疑う言葉に目を瞬いた。好きでもない、身代わりである私を抱くために、無理やり自分を納得させようとしているということだろうか。

　でも……それなら、どうしてそんなにまっすぐに私を……？

　そんなことを考えているうちに、彼は上半身を起こしてするりとＴシャツを脱ぐ。鍛えられた肉体から目線が逸らせない。夏の日差しが彼の体に筋肉の陰影をつくる。

　将生さんは私のブラウスのボタンを一つひとつ、丁寧にはずす。

　身動きが取れないまま、こくっと息をのんだ。

　するすると、そのまま彼は私の衣服を脱がせていく。優しく、丁寧に、しかしあきらかに滾る熱を持って。

　素肌に空気が触れる。彼の視界に生まれたままの姿の自分が映っているのが恥ずかしくてたまらない。

　将生さんは私の腰の辺りを膝立ちで跨またいだ格好で、じっとこちらを見下ろしていた。恥ずかしさに全身が赤く染まっていく気がする。耐えかねて胸もとをシーツで隠そうとすれば、「こら」とやわらかな声が落ちてくる。

「隠すんじゃない」

　子どもか猫でも叱しかるような優しい声音に、おずおずとシーツを手放す。将生さんは満足げに微笑み、私の頬をなでた。

「綺麗だ。とても」

　そんな言葉に頭の奥がジンと痺れてしまう。頬がとても熱い。ほとんど思考を放棄している私の胸もとに、将生さんはゆっくりと唇を落としてきた。やわらかなキスが繰り返されるたびに、羞恥と歓喜で心臓が壊れそうに高鳴る。強く吸いつかれて思わずシーツを握った。

　彼は少し離れ、吸いついた箇所を指の腹でつつく。それから大きな手のひらで全体を包み込み、ゆっくりと動かした。

「あ、ぁあっ」

　甘える声が自分の唇からこぼれ落ち、恥ずかしすぎて唇を噛む。将生さんがぺろりと舌で私の唇ごとなめ「血が出るぞ」と嗜めてきた。小さくうなずき、ただされるがままに彼に体を預ける。

　指で、唇で、舌で、彼は私の体にあますところなく触れていく。自分さえ触れたことのないような場所までもまさぐられ、恥ずかしくて死んでしまいそう。なのに気持ちよくてたまらない。くらくらして視線が定まらない。

　体の最奥からとろけていく感覚に、自然と何度も小さく上擦った声をあげる。そのたびに将生さんが満足そうに息を吐いた。

「濡れてくれているな」

　将生さんが私の膝を軽く押し、足を大きく開かせる。恥ずかしくて眉を強く寄せ、けれど痺れた思考ではうまく抵抗もできず「ゃ」と小さくつぶやくしかできなかった。

「恥ずかしいです……っ」

「そうか、かわいそうに」

　将生さんがうれしそうに目を細める。絶対にかわいそうなんて思ってない眼差しだ。

　彼の節高な指が体の内側をほぐしていく。体は淫らにとろけていき、私はなにかぱちんと弾けるような、信じられない淫いん蕩とうな感覚で体を一瞬こわばらせた。脳までぐちゃぐちゃにされるような快楽。がくっと力を抜いた私の頬にキスを落とし、将生さんが何度も「かわいい」とつぶやく。

「かわいい、世莉奈、かわいい」

　なにを言われているのかもよくわからない。ただ落ちてくる優しいキスと甘い声。

　やがて将生さんがゆっくりと体を起こし、ベルトを緩めジーンズをくつろげた。初めて見る男性の物に思わず息を詰める私に、将生さんは再び言う。

「痛かったら絶対に言うんだ」

「は、はい」

　将生さんのものがあてがわれ、ゆっくりと私の体の中に入り込んでくる。思わず身を固くした私の背中に手を回し、抱きしめてくる彼の体にしがみつく。

「大丈夫か？」

　気遣う彼の声にこくこくとうなずく。

　みちみちと押し拡げられる痛みに、肩が震える。将生さんが私の頭に頬擦りをしてつぶやく。

「ここまでにしておくか？」

　ゆっくりでいいんだ、と彼は穏やかに言う。

「君が痛いのは嫌だ」

　私は必死で首を振り、強く彼に抱きつき直す。

「やだ、お願い、最後までして」

　彼を私のものにしてしまいたい、という欲求が胸の奥から湧いて出てきていた。全部埋めて、彼の熱を感じたい。

　将生さんはうなずき、本当に時間をかけてゆっくり、ゆっくりと最後まで入ってきてくれた。接合部が触れ合う。

「入っ、た？」

　半泣きで聞くと、将生さんが眉を強く寄せてうなずく。

「全部」

「よかったあ……」

　思わず表情を綻ばせた私の目尻にキスが落ちてくる。優しく頬にもキスをした後、将生さんがゆっくりと動きだす。

　痛みはやがて、甘く切ない快楽に変わっていく。

　お互い貪り合うように何度も体を重ね、合間合間に眠り、気がつけば窓の外はとっぷりと陽がくれていた。この街は夏の陽が午後九時以降まで沈まない。……つまり、いったい何時間彼に抱かれていたのだろう？

　指先ひとつ動かすのが億おっ劫くうなほど、疲れきっている。

　将生さんは私を横抱きにしてシャワールームに運び、体を洗ってくれた。ほとんど緩慢にしか動かない私のこめかみに、シャワーの中キスをして将生さんは言う。

「すまない、無理をさせたよな。夢中になってしまって」

　いえ、と私は彼を見つめ、微笑む。

「私も夢中でした……」

　将生さんがグッと息をのみ、それから大きく息を吐く。

「煽らないでくれ。これ以上疲れさせたくない」

　将生さんがまだ元気なことに、私は目を瞬く。それから「無理です」と実に情けない声で告げたのだった。




　美夜から電話がきたのは、シャワーを浴びてすぐのことだった。

『世莉奈！　新婚旅行楽しそうね。写真もありがとう。参考になる』

　近々どこかヨーロッパを旅行したい、という美夜に頼まれ、何点か写真を送っていたのだった。そのお礼の電話らしい。

「ううん。あまり観光地らしいところには行っていないから、お役に立ててない気がするんだけど」

　答えながらワイングラスをテーブルに置く。私を洗ってくれた将生さんはまだシャワーを浴びていたから、先にシャワールームを出て、ひとりでのんびりと彼のおすすめのワインを飲んでいるところだった。

　私が座る大きなソファからは、街の景色が一望できる。目の前にある猫足のかわいらしい丸テーブルの上には、バルセロナ近郊で作られたという白ワインのボトルが冷やされていた。

　リンゴのようなふわっとした香りと舌触りで、すいすいと飲めてしまう。

『ぜーんぜん。あたしもどうせカフェとかスイーツ巡りの予定だから、ちょうどいい』

「そう？　あ、そういえばね、ウェルタスっていう地区のカフェが……」

　しばらくそんな会話をした後、美夜が苦笑しながら『そういえばさ』と口にする。

『大成ったら、世莉奈のことすっごい心配してて』

「え、そ、そうなの？　心配しないでって言ったのに……」

『お兄ちゃんのつもりだもんね、あいつ。世莉奈のこと妹みたいに大切なんだよ』

　その言葉にくすっと笑ってしまう。将生さんは大成くんが私のことを好きなのだと誤解しているけれど、やはり付き合いの長い美夜からすれば、私と大成くんは兄妹のようらしい。

「私も大成くんのことは大切に思ってるよ」

『大成の結婚のときは世莉奈が大騒ぎするのかな？』

「そうなったらどうする？」

『あははは！』

　ふたりでひとしきり笑った後、通話を切って窓の外を見る。日の長いスペインの陽が、ようやく暮れようとしていた。

　ふと私の肩に大きな手が置かれた。振り向けば、まだ髪が濡れている将生さんがじっと私を見つめている。

「あ、将生さ……んっ」

　将生さんがソファの背に手を置き、身をかがめて唇にキスを落としてくる。突然のキスに目を丸くした次の瞬間、ぬるりと舌先が入り込んでくる。

「んんっ」

　唇を塞がれたまま口内をぐちゃぐちゃにかき回される。唇をようやく離された頃には、すっかり体から力も抜け、ソファに体を預け、とろんと将生さんを見上げていた。

「……大切、か」

　将生さんがかすれた声でつぶやく。いったいなんの話か、微かに酔っている上にキスで酸欠になった頭では理解できない。気がついたときにはベッドに横たえられ、のしかかられていた。

「将生さん……？」

「世莉奈。言ったよな、俺。君が誰の妻なのか忘れるなって」

　困惑しながらうなずく。忘れない。忘れるわけない……。

　彼は私をじっと見下ろして、そうしてそのまま私のことを大きな手で、激しい熱で再び暴いていく。




　翌日は朝から高速鉄道で、スペイン南部アンダルシア州、地中海に面する街アルヘシラスへと向かう。「疲れてないか？」「延泊しようか」と心配しきりの将生さんを説き伏せてなんとか乗車する。

「つらくないか？　病院へ行こうか」

　席に着いてうとうとする私の顔を将生さんが覗き込む。私はハッとして慌てて首を振った。

「だ、大丈夫ですっ」

「本当に？」

　こくこくとうなずく。だいたい、なんと言ってお医者様にかかるのか。快楽の余韻で全身がだるいんです、だなんてとても言えない。

「わかった」

　そう心配げな声で将生さんは言う。そもそもあなたが元気すぎるのが原因なのでは？なんて考えが一瞬よぎったとき、彼が私の肩をぐいっと引き寄せた。

「せめて寄りかかって寝てくれ」

　将生さんのがっしりとした体に寄りかからせられて、大きな手のひらが肩をなでてくる。私は何度も目を瞬いた。

　こ、こんなの緊張で目が覚めちゃう！

　私は脳内で叫ぶ。

　ちらりと将生さんをうかがえば、目が合ってやわらかに微笑まれる。ひゃっと目を逸らして慌てて目を閉じて寝たふりをして……いるうちに、緊張なんてどこへ行ったのか気がつけばぐっすりと眠ってしまっていた。

「着いたぞ」

　彼の言葉に慌てて飛び起きて、将生さんに連れられて列車を降りる。

「わあ……」

　私は空を見上げて、マドリードともまた違う空の色に目を見張った。シアンをさらに明るくしたような空の色！　吹く風からどことなく潮の香りがするのは海に近いからだろう。

　将生さんと予約してくれていたらしいタクシーに乗り、今度は大きな港へ向かう。相変わらず私は荷物ひとつ持たせてもらえなかった。

　港には大型船や小型船がたくさん停泊していて、ひっきりなしに観光客が行き交う。紺こん碧ぺきの地中海が目にまぶしい、リゾート感のあふれるそこで、私は首をひねった。

「船に乗るのですか？」

　将生さんは私を見下ろし「ん」と微笑む。

「気に入ってもらえるといいんだけれど」

　少し眉を下げて言う将生さんを見上げ、私ははっきりと言う。

「絶対に楽しいです……！」

　日本を発ってからの三日間。この旅行で彼がいかに私を楽しませるか、いかに私を喜ばせるか考えてくれているのがよくわかる。この船でどこへ向かうのかわからないけれど、それは私のために練られた計画に違いなかった。

　ぐっと唇を引き結び将生さんを見上げる私を見て、将生さんは目を丸くしてから「ふはっ」と噴き出す。

「その信頼は裏切れないな。絶対に楽しませてみせるよ」

「将生さんも楽しんでくれていますか」

　ふと不安になり聞いてみると、将生さんは「あたり前だろう」と私の髪をなでた。

「君といて楽しくないはずがない」

　将生さんが目を細める。

　その視線がとても幸せそうに思えて、私は胸がキュンッとなって目を逸らし、海原を眺めた。

　将生さんが幸せなんてこと、あるのかな。幸せでいてくれている？　私は身代わりの花嫁に過ぎないのに？

　そっと見上げると、将生さんは海を見つめふっと遠い目をした。さっと冷水を浴びせられた気分になる。

　もしかして……お姉ちゃんのことを、思い出しているの？

　将生さんに手を引かれるままに歩き、簡単な身分証明などに続き乗船する。

　乗り込んだ船は二階建ての高速フェリー。日本でもよく見かけるタイプの船だ。一時間ほどで目的地に着くようだけれど、アナウンスはスペイン語でしかなく、結局どこへ行くかは不明のままだった。

　船のスタッフさんに案内されたのは、小さいけれどとても上品にしつらえられた客室。丸い窓の外に、夏の陽にきらめく地中海が揺れている。

　応接セットのように置かれたソファとローテーブル、窓際のリクライニングチェアは寝心地もよさそうだ。

　低いエンジンの揺れを感じているうちに、またスペイン語で放送が入り、白い澪みおを引いて船は進みだす。

　しばらくして船のスタッフさんが数枚の書類を持ってきてくれた。お礼を言うとにっこりと微笑んでスタッフさんは部屋を出ていく。

「この書類は？」

「下船するまでに書けば大丈夫」

　将生さんは微笑み、自分の分の書類をさらさらと完成させる。そうして私の横に座り直し、ボールペン片手に私に書類の書き方を教えてくれた。

　なんとか書き上げた頃に、船はスピードを落とし港に入っていく。

「どこだろう……」

　つぶやきながら港の光景を見つめた。コンクリートと低い建物で作られた、無骨なイメージの港のようだ。

　コンコンコンとノックされ将生さんが返事をすると、さっきのスタッフさんとはまた違う男性が入ってきた。蜂蜜色の肌に彫りの深い顔立ち。警察官のような服装をした彼はにこりと微笑み早口でなにかを言う。スペイン語じゃない？

　首をかしげた私に「パスポートを出して」と将生さんが通訳してくれる。言われるがままにパスポートをその警察官みたいな彼に差し出すと、ローテーブルの上でスタンプを押されて思わず目を見張る。将生さんが悪戯っぽく「ここ、どこだと思う」と微笑んだ。

「え、っと」

　首をかしげる。パスポートにスタンプを押されたってことは……ここ、スペインですらないの!?

　楽しげな将生さんに連れられて下船する。港のコンクリートを踏みしめて海の匂いを嗅ぐ私に、将生さんは告げた。

「アフリカは初めてか？」

「アフリカ？」

　私は空を見上げる。相変わらずのシアン色の空……目線を戻して振り向いた先にコバルトブルーの地中海がある。頭の中に世界地図を思い浮かべ、スペインから地中海を渡ればそこはアフリカ大陸だという事実に今さらながら気がついた。

「アフリカっ!?」

「正確には、モロッコ」

　将生さんが私の頬をなでた。

「驚いた？」

「と、とても」

　私はくるりと辺りを見回す。観光客だらけで、今いちまだ実感はない。

「あの、砂漠とかあるアフリカですか」

「そう。サハラ砂漠」

「サハラ砂漠……ラクダとか」

　将生さんが微笑んだ。

「あの、千夜一夜物語……ってあれは違いますね」

　中東のはずだと思い言い直そうとすると、将生さんは「いや」とうなずく。

「イメージは合ってる。この辺りはアラビアの影響が強いから」

　将生さんの話によればこの国は地理的にアラビアやヨーロッパの影響が強く、また人種的にも文化的にもそちらに近いらしい。実際、人口のほとんどをアラブ人が占めるとのことだった。

　将生さんはツアーバスが並んでいる辺りに向かって私の手を引く。そのタイミングで、バスの間からひょこっとアジア系の男性が顔を出す。

「あ！　伏見様！　ご無沙汰しております！」

「タケダさん、お久しぶりです」

　タケダと呼ばれた男性が、私たちの前に小走りでやって来て笑顔で頭を下げてくれた。私も慌てて挨拶し返す。胸に下げた名札から竹たけ田ださんだとわかった。フシミエアラインの系列、世界中で展開する旅行代理店の社員さんらしい。

「わたくしはモロッコに赴任中でして。レンタカーの手配を承っておりました」

　説明をしてくれながら、竹田さんはバスの列の隅にあった四駆のＳＵＶ車まで案内してくれる。フランスメーカーのもののようだった。

「モロッコは公用語こそアラビア語ですが、かつてフランスが宗主国だった影響でフランス語も広く使われています」

　竹田さんの説明に、さっき船で将生さんが話していたのはフランス語だったのだと気がついた。将生さん、何カ国語話せるんだろう……？

　将生さんと一緒に竹田さんにお礼を言って車に乗り込む。左ハンドルだから、助手席は右側だ。車が走り出す。

　港の入口を抜け辺りを見回すと、街の雰囲気はたしかにどこかヨーロッパ然としていた。

「この辺はスペインに近いからこんなふうだけれど、内陸に向かえば雰囲気は変わるはずだ」

　運転のためにサングラスをかけた将生さんが言う。あまりにも似合うから、かっこよすぎて直視できない……。私はキョロキョロと辺りを窓越しにうかがいながら「モロッコの」と口を開いた。

「モロッコの、どちらに？　まさか砂漠？」

　ふっと将生さんは笑い「正解」と肩を揺らす。私は目を瞬いて、それから唇を尖らせた。

「からかってますね」

「まさか」

　サングラスをしているから、その目の表情はわからない。ただ、すごくうれしそうにしたのだけわかった。

「からかってます。楽しそう」

「楽しいしうれしいし幸せだけれど、これは」

　将生さんの男性らしい指先がハンドルをとんと叩く。

「これは……君が、俺に心を開いてくれ始めているのがわかるから」

　私は思わず彼を見つめる。将生さんは頬を緩めた。

「だってほら、そんなふうに拗ねてくれるなんて旅行前は思ってもみなかった」

「す、すみません。子どもっぽい……」

「そんなことはない」

　赤信号で停止した車内で、ハンドルに半ば体をもたれかけさせて私を見て将生さんは言う。

「うれしい」

　私は胸がきゅうっとなってしまって、どんな表情をしたらいいのかもわからなくて、ただ彼を見返すしかできなかった。

　たとえ彼の想い人がお姉ちゃんだとしても、私と楽しそうに過ごすこの姿は嘘ではないと思いたい。それくらいは信じてもいいでしょう？




　途中途中で休憩を何度か入れながら風景が徐々に移り変わっていくのを眺めつつ、もうじき目的地だと告げられたあたりで私は睡魔に襲われる。

　エンジンが停止したのに気がつき、ハッと目を覚ます。

「ご、ごめんなさい。寝てしまって……！」

　将生さんが運転してくれているというのに、すっかりぐっすりと眠っていた！

　将生さんは慌てて謝る私の頭をなで、髪をひとすくい耳にかけ直してくれる。

「疲れただろう？　今日は移動ばかりで悪かったな」

　気を使ってくれる声音に、ふるふると首を横に振る。鉄道だって船だって車でだって、最大限に私が快適に過ごせるようにしてくれていた。

「飛行機のチャーターも考えたのだけれど、それだとあまりサプライズにならないかなと」

　そう眉を下げる将生さんがサングラスを取る。その背後にようやく視線がいって、私は目を丸くする。

「青」

　思わずこぼれた言葉は、それひとつだった。

　車の外は青一色。立ち並ぶ家の壁が、屋根が、すべて青い。

　車を将生さんにエスコートされて降り、くるりと辺りを見回した。

「綺麗……」

　それしか言葉が出てこない。街のすべてが青かった。水色、アクアマリン、瑠る璃りに群ぐん青じょう、セルリアンブルー。さまざまな濃淡の青で包まれた街。見上げれば空もまた、透き通るシアン。

　目を丸くしている私を見て、将生さんが満足げに微笑んだ。










四章　光（将生）




　モロッコの都市、シャウエンは青で造られた街だ。家々の壁がさまざまな青で塗りつぶされている。

　アラビアの影響であるとか宗教的なものであるとかさまざまな説はあるけれど、ひとつ確かなのは、ここが美しい街であるということ。

「綺麗、素敵」

　世莉奈がつぶやいて辺りを見回し、俺はほっと胸をなで下ろす。よかった、気に入ってくれたようだ。

　宿泊するホテルの建物はアラビア風と南スペイン、それからかつて宗主国だったフランスの様式を取り入れたエキゾチックな雰囲気を持っていた。ドーム形の天井やモザイクタイルはアラビアの影響だろう。世莉奈の言葉を借りれば、まるで千夜一夜物語に出てくるようなイメージだ。

　噴水がきらめき花が咲き乱れるパティオを中心に四棟で構成された建物のうち、一棟を貸しきっていた。

「うわあ、かわいい……！」

　世莉奈がきょろきょろと建物内を見回してはしゃぐ。内壁はオフホワイトの漆しっ喰くいで、ところどころアクセントに青が使われている。

　荷物を置きに入った寝室のベッドはキングサイズ。そこに真っ白な絹糸の天てん蓋がいが下がっている。それこそアラビアン・ナイトだ。世莉奈がひとりで赤くなっている。

「なにを想像してる？」

　荷物を置き、ひょいと縦に彼女を抱き上げた。世莉奈がブンブンと首を振る。

「な、なにもっ」

「俺の奥さんは、一日でずいぶん淫らになったみたいだ」

　首筋を唇でなでてそう言うと、世莉奈は半泣きで俺にしがみつく。高ぶる熱に操られているらしい彼女をシーツに横たえる。

「将生さん」

　眉を下げ、潤んだ瞳で俺を見上げる世莉奈に煽られないわけがない。頬をくすぐり耳たぶをつまみ耳裏をなで、俺は口角を上げた。

「どんな淫らな想像をした？」

「淫らな想像だなんてっ」

　真っ赤になって世莉奈は言う。

「ただ……今日もするのかなって、そう思っただけですっ」

「なるほど」

　思わず笑った。慌てたせいでそんな言葉を口走ったらしい世莉奈は羞恥が過すぎたせいか目を強く閉じ、唇を震わせている。

　かわいい。そっとキスを落とした。

「閉じていたいなら好きにするといい。俺も俺で好きにするから」

　世莉奈の瞼が震えるけれど、開かれることはなくただ唇がきゅっと引き結ばれただけ。ＯＫの合図だと判断して、指で、舌で、唇で彼女の体に触れていく。すぐに熱を持つ体からは、やがて蜜がとろけだす。

　体を重ね、欲望を何度も打ちつける。世莉奈の体内に熱を吐き出してなお、出ていきもせずに彼女を見下ろす。いつの間にか開いていた目は欲情に濡れ、何度も絶頂した体はくてんとシーツに体重を預けていた。

　お互い服すら脱いでいない。それほど夢中で求め合った。その事実が死ぬほどうれしい。

　腹の奥で征服欲が暴れ、俺は再び彼女を貪る。飽きることなく……いや、死ぬまで飽きることはないだろう。

　夕食はタジン鍋を中心としたモロッコの伝統料理で、寝室につながるバルコニーから赤い夕陽に染まる青い街並みを見下ろしながら取る。金と朱色の光と、青の世界のグラデーションがまばゆい。

　バルコニーにはシンプルな白い布張りのソファが置かれている。それも十人ほど座ることのできる長いものだ。そこにシャンパンゴールドでダマスク柄に刺し繍しゅうが施されたクッションがずらりと並べられている。四角には同じ色のフリンジ。

　多くの客人をもてなすのがモロッコの流儀で、そのためこういった家具が伝統的に作られている。

　世莉奈はクッションにもたれ、夕陽を見つめていた。

　世莉奈の頬が赤いのは、なにも夕陽のせいだけじゃない。さっきまでさんざん啼かせていたせいだ。

　まったく、自分が信じられない。結婚前までは世莉奈に対してあんなにも禁欲的に行動できていたのに、いざ手に入ると少しの我慢すらできないのだから。

　それにしても。

　少し気だるそうにして夕陽に目を細める世莉奈を見ながら思う。

　なんて綺麗な人なんだろう。

　空は朱に金を滲ませて、世莉奈を照らす。まるで世界中にふたりきりになったような気分になる。

「綺麗ですね」

　ぽつりと世莉奈が言って、俺はバルコニーの先の風景に目をやる。君の方が綺麗だ、なんて陳腐な言葉が浮かぶけれど、結局口からうまく出てくれない。

「綺麗だな」

　なんとか出たのはそのひと言。世莉奈が微笑み俺を見る。反射的にキスを落とすと、世莉奈はきらめく瞳を瞼で隠す。その瞼にキスをした。世莉奈が目を開き、少し驚いた顔をする。急激に愛おしさが増して、苦しくなって抱きしめる。

　寝室のベッドでふたり転がり、ただじゃれ合った。もう今日彼女を抱くつもりはなくて、ただ触れ合っていたかった。

　着心地のよい、白いバスローブ。

　くすぐるように首筋を唇でなでると、世莉奈はくすくすと笑って身をよじる。

「くすぐったいです」

　眉を下げて笑う顔がかわいくて、知らず頬が緩む。

　目尻が下がりきった顔だろう俺の頬に世莉奈が手を伸ばし、たおやかな指でなでてくる。その手を取って頬擦りすると、世莉奈がどこか切なそうに目を細める。

　誰のことを考えてる？

　さっきも海を見てそんな目をしていた。苦しくなって、俺もまた海を見つめたのだった。

『世莉奈に好きな人がいる』

　かつて奈保美が言った言葉が頭に蘇よみがえる。

　ゆうべ電話していたのは誰だ？

『私も大成くんのことは大切に思ってるよ』

　怖くて聞くことができないが、やはりあの男なのか。石原大成……。

　彼のことを大切だなんて言う世莉奈の言葉を聞いて、嫉妬心で頭がいっぱいになり気がつけば押し倒していた。俺の腕の中、乱れあえぎ甘える世莉奈を見て、ようやく理性を取り戻したのだった。

　忘れろよ。

　頭の中でそうつぶやく。君はもう俺の妻なんだから――。

　チリッと嫉妬の熾おき火びが肋骨の奥で燃える。両頬を包み唇に押しつけるようなキスを落とす。舌を絡め、甘く噛む。口内を蹂じゅう躙りんし尽くさないと気が済まない。

「んっ、く」

　甘くとろける、上ずった世莉奈の声。世界中でこの声を知っているのは俺だけだ。

　俺だけの――世莉奈。

　ようやくだ。ようやく最愛の女性を手に入れた。早く愛していると告げたい一方で、まだ早いと理性が警鐘を鳴らす。俺の彼女への長年にわたる執着を知られれば、それは軽蔑につながるかもしれないのだ。

　唇を離す。世莉奈が寂しそうな顔をして、俺に触れるだけのキスをよこし花が綻ぶように笑う。ぐっと喉が詰まり、思わずその口もとにキスを返す。

　……俺って絶対、世莉奈に対してはチョロいよな。

　内心苦笑しながらそう思う。心を開いてくれたような仕草がひとつ増えた、ただそれだけでなんでも許してしまえそうになる。たぶん『お願い』なんて言われたらなんでも言うことを聞いてしまう。

　小さく世莉奈があくびをする。無防備な姿にちょっとどころではなく感動した。数日前までの、結婚式ですら緊張して警戒感たっぷりだった世莉奈からはとても思い浮かべられない。うれしくて頬擦りをしてから世莉奈の横に横たわる。

「疲れたよな。寝よう」

「はい」

　ころんとこちら向きに転がって世莉奈が微笑む。なんてかわいいんだろう。

　それから世莉奈は少し逡巡するような表情を浮かべ、思いきったように俺の腕の中に飛び込んでくる。自ら頬を俺の胸板に押しあてて甘えるように擦り寄って、少し上目使いに俺を見る。『こうしてていい？』と聞いているかのような愛らしい視線がたまらなくうれしい。こんなふうに甘えてくれるだなんて。

　強引な手段だったかもしれない。世莉奈は望んでいなかったはずだ。それでも少しずつ幸福を感じてくれているのかもしれないと思うと、涙が出そうなほどうれしくて彼女の形のいい後頭部を胸に押しつける。泣きそうになってる顔なんて見せられない。

　ぎゅっと抱きしめて眠る。優しく頭をなでていると世莉奈が健やかな寝息を立て始めた。ぽろりと涙が出る。こんな日がくるなんて思ってもいなかった。

「幸せだ」

　眠る世莉奈にそう告げる。

　幸せだ。今この瞬間に心臓が止まったってかまわない。




「おはようございます」

　鈴の鳴るような声に瞼を上げる。幸せすぎての心停止は免れたらしかった。

　すでに太陽がうっすらと部屋の中を清純に白く照らしていた。世莉奈が俺の髪を遠慮がちになでるのは、寝癖でもついているせいか。

「おはよう」

　感動で返事が少しかすれる。

　抱きしめようとした瞬間に、世莉奈はするりとベッドを軽やかに抜け出した。大きな張り出し窓までかけていき、たっぷりとしたドレープカーテンを手で押し上げる。

「すごく綺麗です……！」

　ベッドから降りてはしゃいだ声をあげる彼女のもとへと向かう。朝日に輝く青い街並み。

「散歩にでも行くか」

　俺の提案に世莉奈がうれしそうに微笑んだ。

　ホテルを出る。浅あさ葱ぎとわずかに翠すいを帯びた水色、それぞれの青い壁に挟まれた細い路地を並んで歩く。

　現地の幼い子どもたちがはしゃいで横を駆け抜けていく。学校にでも向かうのか、次々に現地語で愛想よく挨拶を向けてくる。世莉奈が手を振ると幾人か照れたように目線を下げた。素朴な反応と、路地の先にある緩やかな階段を上がっていく軽やかな足音につい目を細めたとき、世莉奈からの視線に気がついた。

「なんだ？」

「子ども、お好きなんだなって」

「そうだな、わりと」

　世莉奈は少し納得顔になり、それからぱっと俺から手を離す。

「世莉奈？」

「あの子たち、どこに行ったか追いかけてみませんか？　朝だし、学校かな」

　世莉奈が体を翻し、あの子どもたちより軽やかに階段を上がり始める。

「将生さん」

　朝の日差しが降り注ぐ青い世界で、世莉奈が振り向いた。さらりと長い髪が揺れる。艶やかな黒髪の上で朝日が反射して、まるで光の粒を振り撒まいているみたいだった。大きな瞳に朝日がきらめく。

「……ああ」

　俺はぼうぜんと彼女を見上げて思わず声を漏らす。あまりにも腑ふに落ちたからだ。

　どうして俺が戦闘機に乗っていたとき、音速を越えるとき、いつも彼女を思い返していたのか。

　世莉奈が俺の光だったからだ。

　音さえも振り落としていくあの瞬間、光だけが追いついてくるあの一瞬。宇宙を透かす青に包まれ、光だけがきらめくあの世界。

「世莉奈」

　かすれた声になる。世莉奈は不思議そうに立ち止まった。俺は走って彼女に追いつき腕に閉じ込める。

　君だけがいつも俺の世界でまばゆい。

「将生さん？」

　首をかしげる世莉奈の唇にキスを落とす。驚いたように肩を揺らす世莉奈の唇から少し離れてみれば、唇を追いかけるように世莉奈からキスが返ってくる。背伸びをして、腕を俺の首に回した、触れるだけのキス。

　俺は彼女を抱え上げる。世莉奈がはしゃいでころころと笑う。笑顔が落ちてくる。愛してると早く伝えたくて仕方ない。

　いつか、必ず伝えるから。

　そっと心の中でささやく。

　どうかそのとき、君からも同じ言葉を返してもらえたら。

　そのための努力ならば惜しまない。

　彼女のこめかみにキスを落としながら、はっきりとそう誓った。










五章　星空（世莉奈）




　青い街で二日ほどかけてゆっくりと過ごし、次はどこへいくのかと思いきやまたしても秘密だった。

　案外、将生さんってサプライズが好きなのかな。

　助手席でカフェオレをタンブラーで飲みながらそんなことを考えて、こっそりと笑う。私はサプライズが大好きだから、ものすごく楽しいしうれしい。お姉ちゃんもよく、小さい頃からいろんなサプライズで喜ばせてくれた。

　コーヒーは世界的チェーン店のもので、現地限定のタンブラーだった。将生さんからのプレゼントだ。これもまた、サプライズだった。

　それにしても、ずっとクールで大人っぽい人だなと考えていたけれど、サプライズが好きだなんて思っていたより無邪気な人なのかも。

　そして、そんなところに余計に好きが大きくなったりする。……とはいえ、彼にあるのは〝自分の妻を大切にする、喜ばせる、幸せにする〟という信念だけだろう。

　本当ならば、お姉ちゃんがこんなふうに大切にされていたのかな。

　窓の外を見ながらこっそりと息を吐いた。マドリードでボートに乗せられたのも、青の街で抱き合ってキスを交わしたのも、全部……。

　お姉ちゃんと将生さんがそんなふうに新婚旅行を過ごしているのを想像して、苦しくなった。自分でもよくわからない感情だ。変な罪悪感みたいなものが時折湧いてくる。私は彼にふさわしくないんじゃないか、みたいな……そんな卑屈な考え。

「世莉奈？」

　気遣う声にハッとして視線を彼に向ける。将生さんは心配そうに私を見ていた。

「あ、す、すみません。少し眠くて」

　慌ててそう言い訳すると、将生さんは眉を寄せる。

「大丈夫か？　今からヘリに乗るんだが」

「あは、大丈夫ですヘリコプターくらい……ヘリコプター？」

　目を丸くする私に、将生さんは楽しげにうなずいた。




「わあ……」

　近郊の空港から飛び立ったヘリコプターから、赤茶けた大地が見える。ごつごつした岩肌に緑はほとんどない。日本ではまず見られない光景に、つい目を見張った。

　思わず言葉を失う。地球そのものを見ているような感覚。荒削りの、大陸そのままの姿だ。

　三十分ほどで、遠くに砂漠が見えてきた。私はバッと将生さんを振り向く。彼はニヤリと笑って楽しげにしている。まさか本当に砂漠に連れてこられるなんて！

　ヘリが着陸したのは、砂漠より少し手前にある建物の屋上だった。赤茶けた大地に映えるその白亜の建物は、ラスベガスをイメージさせる豪華なものだ。

「今日はここに泊まろう」

　将生さんにエスコートされてヘリコプターを降りながら、そんな言葉を聞く。地上に広いプールまで見える。砂漠にこんなところがあるだなんて！

　空を見上げた。澄み渡る青、どこまでも濃いシアン。

「まぶしくないか」

　将生さんが目を細め、砂漠の空はひたすら明るいのだと教えてくれた。砂漠と空の間は遮るものがない。水蒸気すら地上と空の間にないのだと。雲ひとつない。

　見上げていると、ストンと空に落ちていきそうな気分になる。

　屋上から直接、宿泊する部屋に入ることができた。昨日まで泊まっていた伝統的な雰囲気とはまた違い、欧米的で近代的な作りだ。

「疲れたか？　少し眠る？」

「大丈夫です、あっという間でしたし」

「そうか？」

　まだ世話を焼きたそうな将生さんに微笑んでうなずき、黒い革張りのソファに座る。目の前にはガラス製のローテーブルがあり、カードキーが二枚並んでいた。

「今日はこのホテルで砂漠でも眺めてゆっくりしよう。一階のカフェからの眺めがいいらしい。目の前に砂丘があって」

　へえ、と私はうなずき想像する。広大な砂漠、砂丘の前を歩いていくラクダ。

　見てみたいな……。

　ぼんやりそう思ったときだった。

　将生さんの携帯が着信を告げる。将生さんは軽く眉を寄せ、携帯の画面を見て私に告げる。

「すまない。仕事だ……緊急のようで」

「あ、いえ」

　首を横に振ると、将生さんは携帯を手にリビングを出ていった。どんな仕事かについては〝内勤〟としか聞いていないけれど、秘匿性の高い職種だろうから聞かれては困る話だろう。ちらりとドアを見つめた。

　もし会話が漏れ聞こえてしまったらどうしよう。将生さんのことだから、きっとそんなミスは犯さないだろうけれど、念のため部屋を出ておこうと決める。

　私はローテーブルの上にあったメモ帳に【カフェへ行ってきます】と書き、お財布と携帯が入ったポシェットにカードキーを入れて立ち上がる。眺めがいいらしいし、先に行ってラクダでも眺めていよう。

　廊下に出てみると、どうやらワンフロアにこの部屋しかないようだった。エレベーターは一階のロビーまで直通。かなりセキュリティはしっかりしているようで、海外経験があまりない私はホッと息を吐く。これなら迷わないし安心だ。

　……ほんとに大切にされてるな。

　エレベーターに乗り込みながら、しみじみとそう実感する。本当に彼は〝自分の妻〟を大切にしたい人なんだ。生真面目だし、優しいから……。

　ゆっくりと、私を理解していこうとがんばってくれているのがわかる。会話も、行動も。

　私も気がつけば心をほぐされて、結婚式からわずか数日で素直に接し始めていた。

　いつか『ずっと好きだったの』などと口走りそうで怖い。

　小さい頃から想い続けていたなんて――ううん、綺麗な言い方はよそう。姉の婚約者にずっと片想いし続けていたなんて、生真面目な将生さんが知ればどう思うか。

　絶対に知られないようにしなくては。

　一階に着いたエレベーターから降りながら改めて心に誓う。

　それでも心の中で迷いがある。

　いつの日か、もう少し経ったら、素直に『好き』と言える日がくるのかもしれない。

　カフェラウンジは日本とそう変わらない造りで安心した。ところどころに座っているお客さんは、皆ヨーロッパからの観光客のようだ。

　私のたどたどしい英語がなんとか通じて、席に案内された。せっかくなので外の席にしてもらう。気温は五十度近くあるらしいけれど、湿度がまったくなく、なおかつ建物の日陰で大型の冷風機が置いてあるためそこまで暑さは感じない。

　砂漠でのアクティビティでもあるのか、ホテル前に中型バイクが数台置かれているのが目に入る。

　少し悩んでから、モロッコの伝統的な飲み物、ミントティーのアイスを注文した。

　のんびりと砂漠を眺めていると、ぽん、と肩を叩かれる。

　振り向くと、そこにいたのは知らない男性ふたり組だった。少し背の低い男性と、ひょろりと背の高い男性。ふたりとも四十代とか、五十代、それくらいに見えた。

「え……？　あの」

　なんのご用ですかとどう尋ねればいいんだろう。口を開きあぐねている私に向かって、ふたり組はベラベラと現地の言葉でなにかを言い募る。ニコニコとしているから、文句をつけられたりしているわけでないとは思うのだけど……。

　困っている私の手を、背の高い男性が引く。

「え!?　ちょっ、あの、待って」

　ニコニコと彼らは早口でなにかを言い続けている。そのまま腕を引かれて歩かされ、ホテルの前に止めてあったＳＵＶ車の後部座席に詰め込まれた。

　体がうまく動かないのは……かつての嫌な記憶のせいだろうか。お母さんたちが私を連れていこうとしたときの、あの記憶……。お姉ちゃんがあまりにもつらそうで、忘れたふりをしている誘拐されかけた記憶だった。

　けれどハッとして首を振る。なにをやってるの私！　助けを呼ばなくちゃ……！

「待っ、待って。ヘルプ！　お願い！」

　私はドアが閉まる寸前、ホテル前にいた警備員さんに叫ぶ。こちらに気がついた警備員さんに、背の低い男性が話しかけ、手になにかを握らせる。警備員さんは手の中を確認して、にっこりと微笑んで私に手を振った。

「え……っ」

　半ば絶望的な気分でバタンとドアを閉められる。ぱっと飛びついて開こうとするも、まったく動かない。ドアをガチャガチャと開こうとしている私を無視して、車は動き出した。運転席には背の低い男性、助手席に高い方の男性。

「待って……ねえ、なんで私を……どこに連れていくの!?」

　叫ぶ私をふたりは無視している。けれど時折振り向き、にこやかになにかを言い続ける。なにを言っているのかまったくわからない。英語は通じないようだった。アラビア語はもとより、フランス語だって話せない……！

　車は砂漠の方に向かっていた。ゾクリと背中があわ立つ。恐怖で指先が震えた。なにが起きているのかまったくわからない……！

　将生さん、助けて！

　頭の中で叫ぶ。将生さん、将生さん、将生さん――！

　私は窓に張りつくようにして外を見つめ続けた。車は砂漠に入っていく。砂すな埃ぼこりを立て、慣れた様子で進んでいくＳＵＶ車。私は必死で逃げ出すチャンスをうかがい続けた。

　背の高い男性が振り向き、なにかを早口で言いたてる。首をひねる私に男性はにこやかに「マネー」とようやく私にもわかる単語を発した。お金……？　お金目的だってこと？

　私に言葉が通じたことに気をよくした男性は、満足そうに鼻を鳴らし前を向いた。車は大きな砂丘を迂う回かいするように道なき道を走り続けていた。

　私は財布を見てみる。……日本円だけ。

　モロッコに来たのがサプライズだったこともあり、換金していなかった。ホテルではクレジットカードが使えるだろうと持ってきていたものの……。

　恐怖に凍りつきそうになりながら目線をウロウロさせる。日本円を差し出してこんなの金じゃねえ、と激高されたら……殺されたら。

　ガタガタと震え始めてしまう。膝が笑い、手をあてて必死で平静を装う。だめ、パニックになっちゃ、だめ。

　私が携帯を出しても、この人たちは怒らないだろうか。将生さんに連絡を取りたい。とにかく彼の声が聞きたい……！

　頭の中は混乱してぐちゃぐちゃで、浅い呼吸を繰り返し全身からべたりとした汗が噴き出すのがわかった。

　窓の外は一面の砂漠と、宇宙まで突き抜けた青すぎる空だけ。唇がわななき、涙がこぼれる。

「将生さん」

　震えた声でつぶやいた、その瞬間――。

　目の前にあった大きな砂丘のてっぺんが、きらりと光る。目が自然と引かれ、そのきらめきを見つめた。赤茶けた砂が巻き上がり、太陽の光を反射して雲母のように輝く。その源にあるのは、一台のバイク。街中を走っているようなものじゃなくて、おそらくオフロードバイクとかそんな感じの……。

　私は窓ガラスを叩き、叫ぶ。

　姿はよく見えない。けれど、確信していた。

「将生さんっ！」

　砂丘からバイクは砂の波に乗るように駆け降りてくる。

　そうして、見る見るうちに車と距離を詰めていく。前の席のふたりはオロオロと顔を見合わせなにかを話し合っていた。バイクが車の前に躍り出て、砂煙をフロントガラスに撒き散らす。慌てたように車にブレーキがかかった。砂地を走っていたためスピードは出ておらず、がくんと体が傾かしいだ程度で車は止まる。

　バイクを乗り捨てるようにして、その男性がＳＵＶ車の前に立ちはだかる。ヘルメットをはずした将生さんの表情は、信じられないほどの怒りに染まっていた。

　私は彼が来てくれた安心感から、へなへなとシートにもたれかかり、しゃくり上げて泣いてしまう。

　ハッとして振り向いた男の人たちがなにかを言い合っている間に、将生さんは運転席のドアを開き男の人を睨みつける。その人は早口でなにかを繰り返し、将生さんが眉を吊つり上げて強く言葉を返した。男の人はこくこくとうなずき、運転席にあるスイッチを押す。

　ガチャッと後部座席の鍵が開く音がする。慌てて扉を開けた私を、頼りがいのある腕がなんなく受け止めた。

「世莉奈……っ」

　将生さんの大きな体に包まれて、私はぼたぼたと涙を流す。彼の背中に手を回してぎゅうっと服を握り、まだまだ大混乱の頭で彼の名前を何度も呼んで泣きじゃくった。

「世莉奈、世莉奈……」

　将生さんの大きな手のひらが、私の背中や後頭部をなでる。頭に頬擦りされ、頬にキスをされ、私はただされるがままに受け止めた。

「血の気が引いた。死ぬかと思った。君を失ったら、俺は生きていけない。生きる意味がない」

　じわりとその言葉が染みる。乾いた砂漠に、水が染み込んでいくみたいに。

　嘘偽りのない、心底真実だ。それがはっきりとわかる声音。

　私は必死でこくこくとうなずく。彼のその真しん摯しな気持ちを、今はただ素直に受け止めたかった。




　結論から言うと、私を誘拐した人たちはある意味犯罪者ではあるけれど、誘拐だなんて大それたことをしようとしていたわけではなかったらしい。

「無理やり目的地まで送って法外な運賃を要求する、まあいわゆる詐欺にあたるのか。とにかく、海外ではよく遭遇する手の業者だ。砂漠の真ん中で運賃が高すぎると文句を言っても、まさか車を降りるわけにはいかないからいい商売だよな」

　なんでもあのふたり組は、アジア系の女性研究者があのホテルから砂漠内にあるキャンプに向かうという情報を得ていたらしい。私とその研究者さんを誤認し、ほかの同業者にとられる前にさっさと車に乗せてしまおうと、警備員さんに賄わい賂ろまで渡して私を車に詰め込んだという。

「君は荷物も持っていなかったのに」

「ひとりでいるアジア人女性はこの辺りでは珍しいみたいですから……」

　なんでかあのふたり組をかばうような発言になってしまう。そもそも、私がホテル内とはいえフラフラと出歩いたのが原因なので、申し訳なくなってくる。

　それに、お姉ちゃんならこんな迷惑はかけなかっただろう。そう思うと、余計に自責の念が湧く。

「君をひとりにしたのは痛恨の極みだ」

　将生さんがぽつりと言った言葉が宙に消え、私はその視線の先に目をやる。一面の、降ってくるような星空。

　あのゴタゴタの後、『ホテルに戻るより近いから」と将生さんに誘われ訪れたテントホテルは、日本で言うところのグランピングみたいな施設だった。立ち並ぶ数棟のキャビンの横にはタープが設営されていて、その下に炭火のコンロやキャンピングチェアが設置してある。

　素敵だったのは、屋外の照明がすべてモロッコランプでされていることだった。

　モロッコランプには、薄い金属に小さな穴を開けて模様が作られている。その穴から中の蝋ろう燭そくの灯がゆらゆらと揺れるのだ。くすんだ金や銀のランプからこぼれるオレンジの淡い光。辺り一面が幻げん燈とうの世界のように彩られていた。そんな空間の中、私は将生さんと並んで砂漠の砂の上に寝転んでいる。アウトドア用のマットを敷いた上に厚手のキルトを体に巻いた。昼間は灼しゃく熱ねつのように暑かったのに、夜になると少し肌寒くなった。

　ふたりで星空を見上げる。満天の星。手を伸ばせば掴めそうなほど。

「本当は夜空って、こんなに賑やかなんですね……携帯ではうまく撮れないかな」

「そういえば、なにかと写真を撮っているよな」

　はい、と星を見つめたままうなずく。ちょっと撮りすぎだと思われていたかな。

「友達が……美夜って覚えていますか？　今度海外旅行するらしくて。参考になればっていうのもあって。スペインでも電話していたんですけど」

「あの電話……石原とじゃなかったのか？」

「大成くん？　いえ、電話はしていないですけど」

　キョトンと見つめると、将生さんは大きな手で口もとを覆い、わずかに眉を上げる。

「……そうだったのか」

　将生さんはそう言って微かに体を起こし、私に向かってキルトを広げる。

「おいで、世莉奈」

　私は少しキョトンとした後、熱くなる頬を意識しないようがんばりながら彼のキルトに潜り込む。一瞬後には、強く抱きしめられていた。

「将生さん……？」

「悪い。世莉奈がいるなと」

　彼の大きな手のひらが、私の後頭部を包んでなでる。

「ここにいるなと、そう思って」

　ささやくように言う声は、少しかすれていた。

　つきん、と胸が痛む。

「ごめんなさい。心配かけて……」

「君が謝ることはない」

　ぱっ、と慌てたように私の顔を将生さんが覗き込む。暗いからはっきりと表情までは読めない。ただ、彼が本気で私を心配して、大切にしてくれているのがわかる。

　私は思いきって彼にしがみつく。

「世莉奈」

「将生さん――守ってくれて、ありがとうございました」

　私の言葉に、将生さんが大げさなほど肩を揺らした。そうして強く私を抱きしめる。

「将生さん？」

「世莉奈。守る。君を……守らせてくれ。命尽きるまで」

　将生さんの声がほんの少し震えている。私は彼の広い背中をなでながら何度か大きく呼吸をして、それから小さく、でもはっきりとうなずいた。

　これはきっと彼にとってとても大切な約束なのだと、その声音から苦しいほどに伝わってきたから……。




　幸せだ、と毎朝思う。

　新婚旅行で彼に甘々にどろどろに骨抜きにされかと思えば、帰国すればしたで変わらぬ愛妻家っぷり。大切に大切に、まるで真綿で包むように扱われていた。

　ただやっぱり、不安はある。駆け落ちしてしまったお姉ちゃんの代わりに、少しだけでも彼を幸せにしたいとがんばってはいるけれど……そもそも私はお姉ちゃんみたいに〝できる人〟ではないから、どうしたって空回ってしまう。

　手の込んだ料理を作った日に限って『すまない、仕事で今日は戻れない』と連絡がきたり、何日も帰ってこない将生さんをひとりリビングで想っていたりすると、どうしても胸がざわつく。きっと寂しがっているのも、会いたがっているのも私だけなのだろうと思うと……。

　窓の外では、遅咲きの梔子が雨に濡れていた。




　向日葵ヒマワリが頭を垂れ、なんとなく朝夕の風に秋の色を感じ始めた頃、美夜と実家近くのカフェで会うことになった。急に話がしたいと電話があったのだ。新婚旅行のお土産を渡したばかりだから、少し不思議には思いつつカフェへ向かう。

　自動ドアを抜けると、美夜は窓側の席にすでに座っており、なにやら真剣な表情でアイスコーヒーを見つめていた。汗をかいたグラスの中で、氷が晩夏の日差しを反射している。

「美夜。急にどうしたの？」

　向かい側の席に座りながら聞けば、美夜は慌てたように「ごめん」とつぶやく。

「ちょっと、直接聞きたいことがあって」

「なあに？」

「……旦那さん、女性と会ったりしてない？」

　思わず息をのんだ。美夜は冗談でそんなことを言う人じゃない。

　ぼうぜんとしている私に、近づいてきたウェイトレスさんが「ご注文お決まりですか？」とにこやかに問いかける。

「あ……えっ、と。アイスのカフェオレでお願いします」

「かしこまりました」

　厨房の方へ歩いていくウェイトレスさんの背中を見送った後、のろのろと美夜に視線を戻す。美夜は真剣な顔をして私を見ていた。

「どうしてそんなことを？」

「あたしね、見ちゃったの。旦那さんが綺麗な女性とレストランで食事してるの。ファミレスとかじゃないよ。神楽かぐら坂ざかにある、そこそこ値段するフレンチのお店」

　私は軽く息を吸い、美夜に動揺を悟られないようにがんばりながら手を握りしめた。

「しかも、その人が奈保美さんに似ていたの。雰囲気がそっくりで」

「お姉ちゃんに？」

「そう。だから、あたし……旦那さん、奈保美さんを忘れられてないんじゃないかって。髪形なんかは違うけど、あんまりにも奈保美さんにそっくりだったから、だからあたし……言うか迷ったんだけど……」

　私は軽く目を閉じた。瞼の向こうに、晩夏の光を感じる。

　将生さんがお姉ちゃんを忘れられていない。

　そんなの、当然だ。その面影を別の誰かに求めることだって、あるのかもしれない。薔薇のように華やかで美しい誰かを、それこそ半身を追い求めるかのように……。

　将生さんにとってお姉ちゃんは、きっとそんな存在だっただろうから。

　そんな想像だけで、心臓がちぎられたように痛い。

　でも……。

　そっと目を開けて美夜の手を取り、握る。

「ごめんね。心配かけて……でも、そもそも私にそれを責める資格はないんだよ。私と相思相愛ってわけではないんだし」

　私は、お姉ちゃんの代わり。

「でもっ、結婚してるんだよ!?」

　胸が痛い。呼吸だって上手にできているかわからない。ただ、心配はかけたくない。

「気にしないで、美夜。それでも私、大切にされてるって言いきれるから。これ、大成くんには言った？」

「まさか。言えないよ」

「ならこのまま、私たちだけの秘密にしてくれないかな？」

「……世莉奈」

　私はぱっと表情を変え「それより旅行先、決まった？」と話を変える。美夜は少しだけつらそうな顔をしたあと、ぎこちなく微笑んでくれた。

　そう、大切にされてる。

　だから、いいんだ。仕方ないんだ。ほかの女性にお姉ちゃんの面影を求めていたとしても……。

　唇を噛む。窓の外では、夏の終わりの蝉が鳴き続けていた。




「世莉奈。美夜さんと会ったんだろう？　楽しかったか？」

　美夜とカフェへ行った日の夜、将生さんににこやかに聞かれて少しだけ動揺してしまう。

「え、あ、はい」

「そうか」

　将生さんはうなずいて、丁寧な箸使いで煮魚を口に運び、微かに目を細めて口を開いた。

「ところで、よければ来週の日曜、神楽坂でフレンチを食べないか？」

　将生さんからされた提案に、驚いてお箸を落としかける。

　将生さんが「どうした」と不思議そうにする。私は慌てて首を振った。

　美夜が言っていた〝神楽坂のフレンチ〟って、お姉ちゃんと似た女性と行っていたお店だよね？

　曖昧に笑う私に、首をかしげつつ将生さんは続ける。

「最近、部下と何度か行った店がうまかったんだ」

「……職場の方と？」

「ああ。まだ俺も異動したばかりだから、個別の面談も兼ねて。市いちヶが谷やに防衛省があるだろう？　何度か仕事で行った帰りに、そのとき帯同した部下それぞれと。全員が全員口を揃そろえてうまいと言っていたからな。世莉奈にも食べさせたいなと……世莉奈？」

「あっ、ご、ごめんなさい」

　私は熱くなった両頬に手を当てつつ苦笑した。

　防衛省と神楽坂はそう離れていない。そっか、そうだったんだ……。

　でも、とにこやかな将生さんを見ながら思う。

　その女性はお姉ちゃんにそっくりなんだよね……？

　今は部下のひとりでどうとも思っていなくても、いつか特別な気持ちが生まれるかもしれない。

　私はちらりと将生さんを見る。彼はキョトンとして私からの答えを待っていた。

　私はうなずきつつ、なんとなく行きたくないなと思ってしまう。

　だって、なんだか、なにか引っかかってモヤモヤするんだもの。

　私は微かに首を振り、「それより遠出したいです」と笑ってみせた。

「遠出？」

「遊園地とか……だめですか？」

　とっさに思いついて口にしたけれど、わがままだっただろうか。けれど将生さんはうれしそうにうなずく。

「いいな。それならせっかくだから、土曜から泊まりがけで行こうか」

「え、いいんですか……」

「もちろん」

　将生さんがやわらかく微笑み、私はほっと胸をなで下ろした。まだ、チクリと棘が刺さったままのような気分だったけれど。




　将生さんの運転する車で向かったのは、隣県にある大きなテーマパークだった。

　まだ夏のイベントが続いていて、エリアによっては水でびしょ濡れになってしまうらしかった。中でも人気なのが、ウォーターパレード。スタッフさんが水鉄砲で観客を狙ったり、小さなバケツで水を撒いたりもするとのことだ。観客もお互いに水鉄砲で水をかけ合ったりと、とにかくはしゃげるイベントということで人気がある。

「どうする？　水鉄砲も買うか？」

　開園したばかりだというのに、パークはたくさんの人でごった返している。私の手をしっかりと握った将生さんがそう言って、私はこくこくとうなずいた。

　てっきり付き合ってくれているだけだと思ったのに、将生さんも楽しそうにしてくれて胸が弾む。

「うれしそうだな」

　将生さんが目を笑みの形にして、私の頬を親指の腹でなでた。くすぐったくて目を細める。すると、すぐ背後にいた二十歳くらいの女の子ふたり組が「いいなあ」とつぶやいたのが耳に届いた。

「彼氏さんすっごいイケメン」

「じゃなくて旦那さんでしょ、指輪してる」

「え、夫婦なの？」

　視線の先は予想通り将生さんで、でも彼は飄々としている。他人からのこんな視線には慣れているのだろう。

　私は肩を落として目を逸らした。やっぱり、私と彼では釣り合っていないのだろうな。夫婦だと知って、あんなに驚かれるくらいだもの。

　将生さんはすごくラフな格好だ。黒いＴシャツに、濃いめのジーンズ、スニーカー。全く気取らない雰囲気なのに、どうしたって人の目を惹いている。ちなみに、私もカジュアルめな白のワンピースに歩きやすいサンダルだ。でももしかしたら、少し子どもっぽいデザインだったかもしれない。

　ちらりと将生さんを見上げるけれど、視線を反対方向に向けていて表情はうかがえない。

「将生さん？」

　声をかけると、将生さんが私を見下ろして頬を緩めた。それからちゅっとこめかみにキスを落としてくる。まるで見せつけるみたいに。

　思わず目を丸くする私の手を引き、将生さんは歩き出す。

「少し時間に余裕があるな。なにか乗るか？」

「あ、えっと、はいっ」

　頬が熱い。きっと真っ赤だろう……と思いつつ、少し背中をしゃきっとさせた。私は彼の、将生さんの妻なんだ。堂々としていないと。

　手をつないで歩き、人気のジェットコースターへ向かう。将生さんが予約してくれていたチケットは、専用の時間短縮レーンに並ぶことができる。おかげですいすいと列は進み、すぐに乗り込むことができた。しかも先頭だ！

「乗り込んでから聞くのも変だけれど、こういうの、平気なのか？」

　安全バーを固定されながら将生さんに聞かれ、少しはにかみながら答える。

「平気っていうか、好きです。昔はよく、お姉ちゃんに連れてきてもらってました」

　そう口にしてから後悔する。非日常のテンションで、ついお姉ちゃんの話題を出してしまった。将生さんはきっとまだお姉ちゃんを忘れられてないだろうし、傷ついているかもしれないのに。

　絶叫系好きなお姉ちゃんのことだ。何度も遊園地でデートしていたかもしれない。

　思い出して彼が悲しい気持ちになっていたりはしないかと心配になった。どうしてすぐに気づけなかったのだろう。

　けれど将生さんは平気なそぶりで「へえ。少し意外だな」と微笑むだけだった。

　少しほっとして続ける。

「将生さんはお好きですか？」

「……初めて乗るな」

　将生さんは『そういえば』みたいな顔で言って、私は慌てて「ええっ」と声をあげてしまう。お姉ちゃんと来ていなかったの？　どうして……ううん、それよりも。

「だ、大丈夫ですか？　このコースター、とっても怖いんですよ」

「はは、楽しみだな」

　余裕たっぷりな顔をしているけれど、本当に怖いのだ、このコースターは。正直上級者向けだと思うし……！

「しかも先頭ですしっ」

「けれどもうどうしようもないだろう？」

　将生さんが笑って続ける。

「もう動きだしてしまったし」

　ごとんと動き出したコースター。私は大慌てしながら将生さんの手を握りしめる。

「大丈夫ですよっ！　手をつないでますからっ」

　将生さんが目を丸くした瞬間、コースターは坂を滑り落ちるように思いきり走り抜ける。風を切るゴオオオという音と、あがる歓声と悲鳴。私は将生さんの大きな手をぎゅうっと強く握った。あっという間に景色が流れ去っていき、やがてスピードを落とした。

　もとの位置に戻り、ほっと息を吐きつつ将生さんを見上げる。将生さんは私を見て軽く眉を上げ微笑む。

「あ、平気そう……ですね。すみません、お節介を」

　そう言って手を離そうとすると、強く握り直される。

「違う。手をつないでくれていたから、怖くなかったんだ」

「本当ですか？」

「ああ。まだ少し怖いからこのままでいてくれないか」

　指を絡めて恋人つなぎに直されて、私は将生さんの顔をじっと見つめる。頬が熱を持つ。手をつないでくれるのはうれしい、けれど……。

「将生さん、ニヤニヤしていませんか」

「してない。どうして」

　安全バーがはずれ、コースターから降りつつ将生さんが飄々と言う。

「してるように見えます」

　じっと見つめていると、将生さんはふっと噴き出して肩をすくめた。

「そうだな。平気だった」

「ほら、やっぱり。なんで嘘をついたんです？」

「それは」

　将生さんはつないだ手に目をやり、それから目を細める。

「せっかく世莉奈からつないでくれたのにと、そう思って」

「……手を、ですか？」

「そう」

　将生さんが少し照れたように笑って、私は心臓の辺りがキュンとしてしまう。

「てっ、ていうか、将生さん戦闘機に乗っていたんですもんね……ジェットコースターくらい平気ですよね」

　照れをごまかすように言うと、将生さんは苦笑した。

「関係あるかな？　俺と同じ戦闘機乗りの後輩は絶叫系が苦手と言っていたな」

「そうなんですか？　意外です」

「自分で操縦できないのが嫌らしい」

「へえー、そんなものなのですね」

　雑談を交わしながら、パレードが行われる広場へ向かう。軽快な音楽が鳴り響き、すでに水鉄砲を構えたスタッフさんやお客さんで賑わっていた。ほとんど水着姿のお客さんもちらほらいるし、小さい子どもは水着にゴーグルまでつけて準備万端だ。

『こちらはウォーターパレードエリアです！　全身ずぶ濡れになりますのでご注意ください！』

　スタッフさんの注意喚起に、将生さんが苦笑する。

「本当に大丈夫か？」

「もちろんです。すごく楽しみです」

　私たちも屋台で水鉄砲を買い、比較的空いているエリアに向かう。このあたりは子ども連れはいなくて、代わりにカップルが多い。

　どうしてだろうと思っているうちに、軽快な音楽とともにパレードカーが数台連なってやって来る。パレードカーの先頭にいた司会の人の号令とともに、辺りで水鉄砲から放たれた水が飛び交う。夏の終わりの日差しにキラキラと反射してきらめくその光景に見惚れていると、頬に冷たい水があたる。

「きゃっ」

　将生さんが楽しげに笑って私を見ている。私は少し迷ってから、思いきって「お返しです」と彼の肩辺りを狙う……けれど、うまくあたらない。

「あれ？」

　訝しがっている間に、将生さんはまた私の頬に水をあててくる。

「ず、ずるい。将生さん、自衛官だから銃だって訓練されてるんでしょう」

「水鉄砲の訓練なんかないぞ」

　将生さんが楽しげに笑って、私のおでこに水を当てた瞬間だった。ひときわ大きい歓声があがり、同時に全身がびしょ濡れになった。

　目を瞬く私は、いつの間にやら将生さんの腕の中に囲われていた。ぽかんと見上げると、将生さんが楽しげに肩を揺らす。

「そういうことか」

「え？」

「この辺り、小さな子どもがいないと思った。ほら」

　彼が示す方を見ると、背後の建物から消防士のような格好をしたスタッフさんが大きく手を振っている。彼らの手には、銀色のホース。

「隊長！　またいちゃついているカップルを発見しました！」

「なにっ！　消火しなくては！　放水準備！』

　彼らの演技に、周囲から笑いが漏れる。十代後半くらいのカップルが「こっちー！」とくっついて楽しげに手を振っていた。

　なるほど、そういうイベントのエリアだったのか。

「さっき狙われたの、俺たちだったんだな」

　私から腕を離し、将生さんが前髪をかき上げた。つうっと水滴が彼の額や頬をすべる。ものすごく色気があって、こっそりと目を逸らした。

「ですね、気がついてませんでした」

　ぽたぽたと水が落ちてくる髪の毛を整えつつ彼に目線を戻し言うと、将生さんが目を細める。

「そんなにいちゃついて見えたかな」

「い、いちゃついて……って」

「でも、いちゃついたって仕方ないよな。新婚なんだから」

　将生さんの言葉に自然と頬が熱くなり、それと同時に、胸が切なく痛む。

　彼がお姉ちゃんのことを忘れたかのように振る舞うのは、それだけ心の傷が深いからのような気がした。

　すると、将生さんがぎょっとした顔をして私を抱きしめ直す。

「ま、将生さん？」

「世莉奈。君、なにを着てるんだ」

「え？　ワンピース……」

「じゃない、下に」

「ああ、濡れると聞いたので水着です」

　ワンピースの下に水着を着ておいたのだ。服が水で張りついて下着のラインが出るのも嫌だし、これなら透けても大丈夫だろうし。……将生さんは眉を吊り上げた。

「ま、将生さん？」

「警戒心が足りない！」

「え、ええっ？　みんなこんな感じですよ」

「君のことをよこしまな目で見てくる男がどれだけいたと思う？　朝から牽制し続けていたというのに」

　私は思わずぽかんとする。将生さんが私を抱きしめたまま辺りを睨みつけて……そのとき、また頭から水が落ちてくる。再び狙われたらしい。

　思わず微笑んでしまいながら彼を見上げる。光の中で彼は、大きく笑って私を強く抱きしめ直す。

　キラキラと、水滴が光の粒のように散った。夏の陽が飛び散るみたいに見えた。

　逆光で半ば見えていない将生さんの顔を見上げながら、私はようやく気がつく。

　ああ、将生さんって……私にとっては、光みたいな存在なんだ。

　そこを自覚してしまうと、もうだめだった。ただでさえ大好きだったのに、もっと大好きになってしまう。

　愛してしまった。将生さんのこと、誰よりも、なによりも……。

　だから、と私は思う。だからそばにいさせて。

　身代わりでいいから、がんばってお姉ちゃんがいなくなった傷を癒すから、だから、お願い――。

　もういらないなんて、言わないでね。




「体はきつくないか？　すまない、久しぶりだったから……」

　自宅のベッドの上で、彼がそう言って眉を下げた。

　季節はあっという間に冬へと移り変わり、クリスマスの鈴の音が聞こえだす、十二月も半ばの昼過ぎ。

　私たちの住まいは、将生さんの職場である基地にほど近い低層マンションの最上階にあり、窓からはちらつく雪が見えている。

　一週間ほど仕事で海外にいた将生さんが帰宅したのは、冬の空も白み始めた今朝のことだった。

　久しぶりに会えたのが泣きそうなくらいうれしくて、はしゃいで玄関先で彼に抱きついてしまった。会えなくて寂しかったのは私だけだろうに子どもっぽく振る舞いすぎたかなと恐る恐る彼を見上げれば、将生さんは満面の笑みで私を抱え上げて寝室に押し込み、そうしてたっぷりと、会えなかった時間を埋めるような濃厚な行為で私をとろけさせた。

　きっとそれは『久しぶりだった』という言葉の通り、体を求められただけなのだろう。少し切ないけれど、求められるのはすごくうれしい。私は微笑む。

「大丈夫です……」

「昼飯はどうする？　なにか頼もうか。もう少し眠る？」

　将生さんに頬擦りされ優しくなでられると、ふわふわと気持ちよくて眠くなってしまう。

「ん……」

　半分眠りかかった私の額にキスが落ちてくる。優しく頭をなでて、将生さんは言う。

「おやすみ」

　はい、とちゃんと言葉にできていたかどうか。

　とにかく眠くて、私はストンと眠りに落ちていった。

　……そう、最近少し眠すぎる。異常なほどに。

　目が覚めると夕方で、隣に将生さんはいなかった。ほとんど暮れかかった日差しがカーテンの隙間から差し込んでいて、将生さんが私のために閉めてくれたのだろうとわかる。

　こんなふうな、ほんの少しの気遣いから、私が彼にいかに大切にされているか実感できる。胸がきゅうんとわなないて、私はころんと寝返りして彼の枕を抱きしめた。

「何時だろ」

　枕もとに置いていた携帯の画面に触れると、新着メッセージの通知が出ていた。開いてみれば、警察庁勤務で海外に出向中らしい大成くんからだった。

【昨日帰国した。元気にしてるか？　土産を渡したいから会いたい】

　私はちょっと複雑な感情で画面を見つめる。将生さんは、大成くんが私を女性として好きだと言う。けれど、こうして結婚後も変わらない友情を示してくれる彼にそんな感情があるとは思えなかった。

　私だったら……会えないもの。

　ぼんやりと画面を見つめながら思う。

　将生さんが予定通りにお姉ちゃんと結婚していたら……私、つらすぎてきっと会えなかった。

【ありがとう！　美夜は？】

　そう画面をタップしてからややあって、新着メッセージの通知がくる。開いてみて首をかしげる。

【白川にはもう渡したから、ふたりで】

「どうしよう……」

　幼なじみとはいえ、男性とふたりきりで会うのは結婚している身としてはどうなんだろう。結婚式でも大成くんに手を取られ、そのことを将生さんに窘められた。

「うーん……」

　会わない方がいいのだろうけれど、でもせっかくお土産を買ってきてくれているのに？

　美夜と大成くんには、新婚旅行で将生さんと夫婦としてやっていく決意をしたこと、彼がとても優しい人だということは伝えてあった。美夜は安心してくれたけれど、大成くんはまだなにか思うところがあるらしかった。

　迷って枕に顔をうずめた瞬間、ガチャリと寝室の扉が開く。

「世莉奈。体調どうだ？」

　将生さんが部屋に入ってきて、心配そうにベッドに腰掛ける。そうして私の前髪を指でいじり、頬を親指の腹でなでた。

「すみません、寝すぎですよね……？　どうしても眠くって」

「気圧が低いのもあるんじゃないか？」

「これじゃ夜眠れないかもですね……」

　苦笑した私に、将生さんの目が悪戯っぽく細められる。

「大丈夫だ、夜は夜できちんと疲れさせるから」

　その言葉に一瞬ぽかんとして、ワンテンポ遅れて頬が熱くなる。照れ隠しで彼をちょっとだけ睨むと、将生さんがうれしそうに肩を揺らした。その視線が、一瞬だけ携帯の画面に向かう。

　彼の眉間が強く寄せられるのを、私はただ見つめていた。

　ハッとして上半身を起こす。

「す、すみません……！　忘れてないです、結婚式での約束」

「約束？」

　こくんとうなずく。

「……私が誰の妻かを自覚しろ、と将生さんが」

　将生さんは軽く目を瞬いて、それから私の手を取る。

「自覚はしているんだよな？　きちんと」

　将生さんが私の耳もとに唇を寄せた。

　低くて少しだけかすれた声が鼓膜を揺らす。

「俺の妻だって」

「は……はい」

　きゅっと握られた指先がひどく熱い気がする。

　ドキドキと肋骨の奥で心臓が拍動しているのを知覚した。軽く息を吸ってから、彼を見てきちんと言葉にする。

「だ、だから……断ります」

　私の顔をじっと見つめて、将生さんが軽く肩をすくめた。

「いや、いい」

「え？」

　ぽかんとした私に、彼は言葉を続ける。

「土産をくれるというのなら受け取りに行けばいい」

「え？　でも」

　困惑して眉を下げた私を、将生さんが抱きしめて腕の中に閉じ込めた。とくんとくんと少し速い心音は、どちらのものか。

「ま、将生さん？」

「俺も行くから」

　彼の腕の中、彼の整った顔を見上げる。

「いいだろ？」

　にっこりと微笑まれ、反射的にうなずいた。

　……正確には、うなずかざるをえなかった、というか。




「過保護なんですね、伏見さんって」

　顔を合わせるなり、大成くんがフッと片方だけ眉を上げて将生さんに言う。あまり私には見せない表情だった。

　都内の複合ビル内の、レトロなカフェの個室には、大成くんが先に来ていた。将生さんは「まあ」と微かに頬を緩めてから続ける。

「かわいい新妻ですからね。誰にちょっかいを出されるかわからない」

　はは、と大成くんは感情のこもらない雰囲気で笑う。

　な、なんかピリピリしてる……。

　私はちょっとだけ居心地悪く感じながら、将生さんがすっと引いてくれた椅子に腰を下ろす。

「ありがとうございます」

　ん、と将生さんは微笑み私の横に座った。大成くんはにっこりと笑って私たちを見ている。

「あ、そうだ。忘れないうちにこれ」

　大成くんが白い紙袋を渡してくれた。中にも白い箱があって、取り出して開けてみると少し小ぶりのティーポットが入っていた。

「わあ、綺麗」

　白磁に朱や紺が映える陶器だ。それだけでも十分綺麗だと思うのに、さらにそこに金で文様が優美に描かれている。唐から津つ焼やきをさらにゴージャスにした感じ、と言えばいいだろうか。

「タイの焼き物だな」

　将生さんがそう言うと、大成くんはうなずいて「ベンジャロン焼です」と答える。

「綺麗な物だったから、世莉奈にぜひと思って」

「いいの？　ありがとう。お返しは絶対にするね……！」

「いーよ。そんなの、ほんとに」

　しばらく他愛ない話を続けた後、ほとんど唐突に大成くんが「世莉奈」と目を細め声をわずかに低くした。

「どうなんだ？　結婚して。ちゃんと幸せにやってるのか」

「え？　し、幸せだよ」

　はっきり答えるのが面おも映はゆくて軽く口ごもりながら答えると、大成くんは変わらない声音のまま続ける。

「将生さんに泣かされることがあったらすぐに言えよ、幼稚園からの幼なじみとしては見過ごせないからな」

「ご心配には及びませんよ」

　将生さんがぴしゃりとした口調で答えた。あまりにも真剣な表情に思わず目を丸くする。

「世莉奈は俺が幸せにします。彼女は、俺の妻ですので」

「……へえ」

　大成くんが口だけで笑う。

「それにしては、世莉奈が少し悩んでいるように思えるんですよねー……二十年の付き合いがあるオレの勘ではね」

　将生さんの眉が微かに寄った。

「そ、そんなことない。大成くんの勘違いだよ」

　私はおろおろと将生さんと大成くんの間で視線を往復させる。

　それに気がついたのか、将生さんが険しかった眉を緩めて「ところで」と話題を変えた。

「行かれたのはタイだけですか？」

「いえ、東南アジア数カ国をしばらく回っていまして」

　大成くんは笑い、その後は和やかな会話が続いた。私の横で将生さんも微笑んでいて、私はてっきり将生さんも勘違いに気がついたと思っていた。

　大成くんが私を好きなんて、そんなことないって……。

　……なのに、帰宅するなり玄関先でドアに押しつけられた。いわゆる壁ドン状態だ。

「ま、将生さん。無理ですこんなところでっ」

　私はドアに手をついて、半泣きで訴える。服なんか、人には絶対に見せられない、裸よりもよほど恥ずかしい乱れ方をしている。将生さんがくっと大人の男の人の笑い方で笑って、かぷりと私の首筋に噛みついてきた。

「ゃあ……っ」

　甘く声をあげた私に、いっそう声を低くして将生さんは言う。

「あんまりにも無防備すぎる。心配でおかしくなりそうだった」

　甘美な響きに、背中がゾクゾクとする。

「ま、将生さん？」

「世莉奈、悪い。俺は……妻に想いを寄せる男がいて、平静でいられるほど人間ができていない」

「あっ！」

　びくっと背中を反らせた。ゆっくりと彼が入ってきて、頭の中が白くとろけていく。

　私はそのぼやけた意識の中、彼のこの感情が嫉妬だったらいいのに、なんて考えていた。




　体調の変化に気がついたのは、それからしばらく経ったクリスマスイブの朝のことだった。冬だから布団から出たくないだけにしては妙なほど頭がぼーっとしているし、それになんだか微熱もある。

「変だなあ……」

　私は出勤の準備をしながらひとりぼんやりとつぶやく。風邪かな。

「明日はクリスマスディナーなのに」

　将生さんがレストランを予約してくれたのだ。イブの今日は彼は仕事で遅くなるらしいけれど、明日のことはずっと楽しみにしていて、この日のために服を新調してしまった。

「ん？」

　私はリビングのカレンダーを見つめて気がつく。今日、クリスマスイブ？　二十四日？

「あれ、最後に生理きたのって……」

　目を瞬いて、ドキドキと胸が高鳴るのがわかった。あれ、もしかして、もしかして……！

　仕事終わりに産婦人科に駆け込んで、私は白黒のエコーの中で元気に動く赤ちゃんの心臓を見せてもらう。赤ちゃん！　私と、将生さんの……。

　ものすごくうれしい反面、将生さんの反応が怖い。

　どう報告しよう。

　そもそも……身代わりである私の妊娠を、将生さんは喜んでくれるのだろうか。

　旧家の後継ぎという立場上、子どもは欲しかっただろう。でも本当に相思相愛の相手と愛の結晶を授かるのとは、わけが違う。

　もちろん、気を使って優しくしてはくれるだろうけれど……。

　お姉ちゃんの間に赤ちゃんを授かったのなら、きっと大喜びしていたはずだ。

　かつての仲睦まじいふたりが頭に浮かび、ほんの少しだけ、惨めな気分になる。

　そんなふうなことを思いながら冬の、クリスマス一色にイルミネーションされた街を歩いた。ため息が白く宙にほどける。

　自宅最寄り駅の改札の前で、ふと女性に声をかけられる。

「伏見さん」

　振り向くと、綺麗な女性が立っていた。艶やかな黒髪を短めにカットして、それがスラリとした体によく似合っていた。薔薇のような印象を抱く、華やかな女性だ。

　こんな綺麗な人、どこかで会ったかな？と考えて、すぐに気がつく。

　お姉ちゃんに似ているんだ。

　嫌な予感に足がすくむ私に、その人はゆっくりと近づいてきて私を見下ろす。

「あの……？」

　威圧感を感じて後ずさりする私に、その人は頭を下げる。

「こんばんは。わたくし、伏見一尉の部下の雪村と申します」

　やっぱり、と目の前が暗くなった。この人が、以前に将生さんが神楽坂で食事していた女性だ。なんとか平静を装う。

「主人がお世話になっております」

　目線を地面にやりながら気がつく。

　どうして私のことを知っているの？　結婚式で会ったかな？　なにせ緊張しすぎていたし、あまり記憶がないのだ。

　なんとか笑顔で彼女を見上げると、雪村さんは「ふっ」と私を見下ろして笑った。

　優越感さえ感じられる視線に、頬がかっと熱くなる。

「今からおかえりですか？」

「は、はい」

「お気をつけて。ご主人は、もしかしたら……」

　将生さんがどうしたのだろう、と彼女に目を向ける。雪村さんは勝ち誇ったように笑った。

「今日はお帰りにならないかもしれません」

「……え？」

「今から彼とディナーなんです。せっかくのクリスマスなのに、ひとりで過ごさせることになってごめんなさいね？　せめていい夜を」

　私はぼうぜんと立ち尽くす。

「嘘。今日は、お仕事って」

　つぶやいた声、吐いた白い息はふわりと冬の空に消えていく。

　心臓が嫌な音を立てていた。




　どうやって帰宅したのか、あまり記憶にない。ただソファでブランケットに包まって、ぐるぐると回る思考と、ぐちゃぐちゃの感情で頭がいっぱいになっていた。

　すぐそばの棚にあるのは、使うのがもったいなくて飾っていた真鍮製のブックマーカー。スペインで買ってもらった、ウサギの足がモチーフになったアンティークのそれだ。かわいい赤ちゃんを連れてきてくれるという……。

　暗い部屋で、携帯が通知を告げる。ぱっと手にして開いた先にあった将生さんからのメッセージは簡潔なものだった。

【悪い、今日は帰れない】

　携帯を握りしめ、ぼうぜんと画面を見つめる。お姉ちゃんに似た、華やかで綺麗な人……。

　今頃、一緒に過ごしているの？　私のおなかには、あなたの赤ちゃんがいるのに。

　はっとして頭を振る。ああだめだ、将生さん本人からなにも聞いていないのに、あんな初対面の女性の言葉を信じるだなんて。

　両頬を叩くけれど、思った以上に弱々しい音しか出なかった。

　でも、でも……。

「将生さん」

　小さく大好きな夫の名前をつぶやく。

　ぽろぽろと涙がこぼれた。

　弱っていく心の本音に、私は気がついてる。私はあの雪村さんという人に、お姉ちゃんの影を見て怯えているのだ。

　身代わりの私は、本物が帰ってくれば用済みになるのだから。




　気持ち悪い……。

　薄暗い部屋、思考の片隅でうっすらと吐き気を覚えて目を覚ました。いつの間にかソファで眠ってしまっていたらしい。

　お手洗いに行かなきゃと思うのに、億劫でうまく体が動かせない。

　カーテンが開いたままのリビングの窓から、白み始めている空が見える。今頃、雪村さんの横で将生さんは眠っているのかな。心臓がえぐれるような想像だった。

　――と、玄関で物音がする。

「ただいま」

　将生さんだ。小声なのは、私が眠っていると気を使ってくれているのだろう。

　寝たふりをしようかと迷った瞬間、胃に突き上げるような吐き気を覚えて体が勝手に動く。ばたばたとリビングを飛び出た私の背中に「どうした!?」という焦った将生さんの声が追いかけてくる。振り向く余裕もなくお手洗いに駆け込み、胃の中の物を全部吐き出した。

「う……っ」

　少しすっきりしたものの、気持ち悪さは消えてくれない。つわりだろうか。こんなに急にくるの……。

　お手洗いを出て洗面所で口をゆすいでいると、将生さんが私の背中にそっと触れた。

「どうした？　体調でも」

「……あの」

　私は振り向き、目線をさまよわせた。ぼろっと涙がこぼれてしまう。

　将生さんがぎょっとした顔で「どうした」とあきらかに狼狽して私を抱きしめ、続いて抱き上げた。

「世莉奈。世莉奈、どうした？　痛いのか、苦しい？　病院へ行くか？」

　心の底から心配している声に、凍りかけていた感情が緩む。

　じわりと染み込んでいった、新婚旅行の星降る夜のことを思い出す。『守る』と言ってくれた将生さんの声を。

　そもそもただの身代わりでしかない私は、不必要なお荷物に過ぎない。

　それでも、守ると言ってくれたあの言葉に嘘はないと断言できる。ならばきっと、伝えても……大丈夫だよね？

　将生さんは私をリビングまで運び、恭しくソファに下ろしてくれる。電気をつけブランケットを体にかけてくれて、小さくお礼を言うと将生さんはうなずいて私の横に座る。

「まさかソファで寝たのか？　どうして……着替えられないほど体調が悪かったのか」

　あきらかに焦燥した雰囲気で彼は続ける。

「風邪か？　熱は？」

　私は首を振り、さりげなく棚のブックマーカーに目をやった。思いきって口を開く。

「あの、今日、病院に……行って」

　びくっと将生さんが眉を動かす。

「なにか……あったのか？」

　かすれた声に眉を下げ、頬を緩めた。

「病気じゃないです。妊娠してました」

「……妊娠」

　将生さんがぼうぜんと繰り返す。私は泣き笑いみたいな顔になっていると思う。

　やはりうれしくないのかな。身代わりのくせに妊娠だなんて……厄介だよね……？

　そう思ったのは一瞬で、次の瞬間には慈しむようにやわらかく抱きしめられた。

「本当にここに赤ん坊がいるのか」

　将生さんが優しく私のおなかに手をあてる。じんわりとした体温が心地よい。

「はい……」

「……信じられない。最高のクリスマスプレゼントだ」

　将生さんは私に宝物みたいに頬擦りした後、自分は床のラグに座り私のおなかにきゅっと抱きつく。

「信じられない。ここに俺の子がいるだなんて……男かな女かな。名前を考えないといけないな」

「ま、将生さん。あの」

「ベビーベッドに、ベビーカーに、ああ車も買い換えような。ファミリーカーの方が使い勝手がいいだろう？　カメラも新調しよう」

「将生さん」

「まったく、なにをすればいいんだ？　全然わからないな……いろいろと忙しくなりそうだ。世莉奈、なんでも俺に言えよ。なんでも叶えるから」

　将生さんはびっくりするくらいにうれしそうだった。あれ、雪村さんは……？

「あのっ」

　思いきって私は将生さんに少し大声で尋ねる。

「あの、将生さんっ」

「どうした？」

　将生さんがキョトンとした顔をこちらに向ける。

「ゆうべ……お仕事って」

　将生さんは不思議そうにする。

「ああ、急な任務で……悪かった。せっかくのイブなのに。ほら」

　将生さんが見せてくれたのは通話履歴だった。不定期な間隔で、ゆうべから今朝にかけて何度もどこかに電話している。知らない番号だけれど、少なくとも誰かと情事を過ごしながらすることではないだろう。

「内容は教えられないんだが……」

　その顔をまじまじと見返した。その顎には珍しく無精髭ひげが生えかけで、いつも整えられている髪もほんの少しだけど乱れている。疲れがわずかに顔色に滲んでいる。

　情事を、というよりも急な徹夜仕事をこなしてきた男の人の顔だった。

　私は小さく声をあげそうになった。

　雪村さんのあの言い方だと、ふたりきりで過ごしていたって思っちゃうし……というか、そう誤認させたかったのだろう。あの人、雪村さんは将生さんが好きなんだ。

　つきんと胸が痛む。これは嫉妬だ。でも将生さんは気がついてないのかな。

　そもそも将生さんを疑った自分が恥ずかしい。お姉ちゃんに似ているからって不倫するような、そんな人じゃ絶対にないのに。

　バカみたい！　ううんバカ！　私のバカ！

「世莉奈？　どうした」

　心配そうな将生さんに、ヤキモチ焼きましたなんて恥ずかしくてとても言えない。

　雪村さんの手のひらで転がされて嫉妬して、なんて子どもなんだろ、私……。

　もう少し冷静になれればいいのに、将生さんのこととなるとうまく頭が働かなくて困る。

　お姉ちゃんなら、きっとこんなこともないのに。

　またお姉ちゃんと比べてしまっている自分に気がついて、そんな自分が嫌になる。

　いろんな感情がない交ぜでうまく言葉にできず、私は言葉を濁して笑う。きっと情けない顔をしてる……。

「あの、その。男の子と女の子、どっちがいいですか」

　言いながら変な質問だったと気がつく。彼にとって後継者づくりはきっと大事なことで、答えは絶対に男の子だ。そう思ったのに、将生さんは本当にうれしそうな顔をしながら「どっちでも」と優しい声で言う。

「どっちでもかわいいだろうな」

　ソファに座り直して、将生さんはやわらかく私の髪をなでる。慈しむように、何度も何度も。

「つわり、きついだろうから……いや、それ以外でも。無理するなよ。絶対に」

　将生さんに噛んで含めるように言われ、私はおずおずとうなずいた。




　幸せな日々に時折降ってくる澱おりのような不安とは裏腹に、おなかの赤ちゃんはすくすくと育っていった。桜の花が満開になる頃には妊娠六カ月、二十週を超えて私のおなかも少しずつ目立ち始めていた。

　すっかり安定期に入っているのに、つわりはおさまる兆しがない。

「……う、っ」

　職場であるお父さんの会社の社長室兼秘書室……といってもフシミエアラインとは比べようもない小さなビルの一室でついえずくと、お父さんは慌てたように私のところに走ってくる。

「大丈夫か？　無理せず休みなさい。将生くん、しばらく海外出張中なんだろ？　あまり心配かけるなよ」

「でもこの買収した離島の案件、気になるよ」

　産休に入る前にどうしても片づけたい案件があった。私はレモン風味の炭酸水を胃に流し込みながらパソコンのモニターに目をやる。

「お父さん、この島ってうちで一番の稼ぎ頭路線の、すぐ横の無人島だよね」

　徒歩だって一時間もあれば一周できるような、そんな小さな島だ。そこを買わないかと、お父さんは昔の知人から持ちかけられた。なにやら資金繰りに困っているらしく、そこまで高値でないことから買収を決断したと聞いた。

「ああ、温泉が出るらしいからいずれ小さくても船を買って、ちょっとした観光地にでもなればと……」

　お父さんは肩をすくめる。

「稼ぎ頭と言っても赤字寸前のカツカツ路線だ。今のところは伏見家からの融資や、将生くんが提案してくれたおかげで国や自治体の後押しもあってなんとかなっているが、いずれまた廃止論が出たっておかしくない。うちの飛行機は島の人々のライフラインだ。少しでも生き残りを図っておきたいんだ」

　お父さんの熱弁にうなずく。

　うなずく、けれど……私はモニターに目をやって眉間を寄せた。

「でも……いくらなんでも安価じゃない？」

「吉よし田ださんもいろいろとあるんだろう」

　お父さんが大学生のときから付き合いがある人らしい。投資会社を経営している、とは聞いているけれど。

　そのとき、デスクの上の内線がけたたましく鳴った。

「はい、秘書室です……え？」

　外線の向こうから聞こえてきた言葉に、私はさぁっと血の気が引いていく。

「お、お父さん。下に……警視庁の、犯罪収益対策課の方がいらしてるって……」

「は？　なんだそれ。聞いたことないぞ、詐欺じゃないのか？」

　お父さんは目を白黒させて、私と顔を見合わせる。私も首をかしげている間に、どかどかと大きな足音がして部屋の扉が大きく開かれ、数人のスーツ姿の男性が踏み入ってくる。

「警視庁、犯罪収益対策課の捜査官、大おお友ともです。捜査にご協力願います」

　スリーピーススーツをきっちりと着こなしたオールバックの男性が、Ａ４サイズの紙をこちらに示した。捜そう索さく差さし押おさえ許きょ可か状じょう……!?

　ひゅっと息をのむ。ばっとお父さんを見るも、狼狽して顔を真っ青にしていた。

「な、なんの話ですか……!?　説明をお願いします」

「こちらの会社が数カ月前に入手した離島。とある組織のマネーロンダリングに使われたものと判明しました。……身に覚えがあるのでは」

　じろりと睨まれて、ただでさえ気の弱いお父さんは虫の息だ。

　私は立ち上がり、大友さんという捜査官の前に立つ。

「知りません！　あの島は、父が古い友人に頼まれて購入して」

「安価だとしても、どうしてあんな利用価値のない島を欲しがったのです」

　あまりの言いようについカチンときて、やや早口になりながら温泉や路線の話をした。その間にも、捜査員と思おぼしき男性たちがデスクや本棚から書類やパソコンを次々に段ボール箱に入れていく。

「言い訳のように聞こえますね。まったく、フシミエアラインの傘下の会社がこんな問題を起こすだなんて……」

　大友さんは神経質そうに眉をぴくりと上げてみせる。私は唇を噛んだ。

　このままじゃ、将生さんにまで迷惑がかかってしまう……！

「お、お父さん。吉田さんに連絡取れる？　確認しよう」

「残念ながら、吉田はすでに消息を絶っています。彼は反社組織ともズブズブなのですよ？　まあご存知とは思いますが」

　答えたのは大友さんで、私は倒れそうになるのを必死でこらえた。

　幸いお父さんの身柄が警察に連れていかれることはなく、警察が去った後ガランとしたオフィスでしばらくふたり、ぼうぜんとした。

　将生さん……。

　頭の中で彼の名前を呼んで、発信ボタンを押す寸前で携帯を机に置く。だめだ、まだ情報がぐちゃぐちゃだ。このままじゃ連絡できない。

　これくらいも収められないのか、とあきれる将生さんの視線を想像して苦しくなる。『奈保美だったら』と少しでも彼の中で姉と比べられたらと思うと、怖くて怖くて仕方なかった。

　お父さん宛に親会社であるフシミエアラインの法務担当の人から電話があったり、私は私で大成くんに連絡を取ったりしてみた。警察庁勤めの大成くんならなにか知っているかもしれない。一いち縷るの望みをかけ電話をかけると、すぐに折り返しがある。

『マジかよ。すぐにこっちでも調べる。無理するなよ、世莉奈』

　大成くんにそう言われて、私はとりあえず落ち着こうと試す。

　でもだめだ、落ち着けない……。

　頭が混乱して、誰かにすがりたい気分だった。将生さんに会いたい。せめて声が聞きたい……。

　もう一度だけ携帯を握りしめて、それからデスクにそっと置いた。だめだ、彼はお仕事中で……それも海外だ。時差もあるし、やっぱり迷惑はかけられない。

　ふーっと息を吐いて、それからぱちんと両頬を叩く。やれることはやってみよう！

　私は実家に戻り、お父さんの古いアルバムやとってあった年賀状を引っ張り出す。

「吉田、吉田さん……あった、これだ」

　お父さんがいかに吉田さんという人を信用していて騙だまされたか、ううん、吉田さんだってきっと騙されている。その証拠を示したかった。それしか思いつかない……！

　できうる限りの証拠を携えて警視庁に向かうも、門前払いだった。私は両手に提げた紙袋の重みを感じながらうなだれる。

「……お姉ちゃんだったら」

　ぽつりとつぶやいた。

　お姉ちゃんだったら、きっとどうにかしていた。そもそもお父さんにあの島を買わせはしなかっただろう。私だって違和感を覚えていたんだ。いくらなんでも変だって……。

「お姉ちゃんだったら、将生さんに迷惑かけなかった……っ」

　ぼたぼたと涙がこぼれ落ちる。

　ああきっと、ここが潮時なんだ。身代わりが幸福を夢見たから、バチがあたった。

「これ以上、迷惑はかけられないよね」

　紙袋を置き、涙を必死に手で拭う。

　お父さんの会社は、たぶんフシミエアラインから切られる。余計な火の粉を払うために。

　そうなれば私が将生さんの妻でいる意味は……本当になくなる。

　顔を上げた。おなかの中で赤ちゃんが動いているのがわかる。

　身を引こう。そう決めた。










六章　「大好きだ」（将生）




　舌打ちをこらえた。お義と父うさんが騙されている情報が直前まで掴めていなかったこと、世莉奈が俺ではなく石原に連絡した事実に対して、とにかくいら立っていた。

　俺はそんなに信用できないのか、世莉奈？

　それにしても、タイミングが悪かった。

　帰国の民間航空機の中で、俺は複数箇所に連絡を取りつつそう思う。せめて国内にいれば、すぐに世莉奈のところに駆けつけたのに。

　時速五百キロで飛ぶフシミエアラインの航空機の窓から雲を見る。とても遅く感じて今度こそ舌打ちをした。戦闘機ならもっと速く飛べる。

　連携している警察庁公安部からの情報だと、お義父さんの会社に犯罪収益対策課が入ったのが、今日の日本時間午前十時。十一時には撤収しているところをみるに、たいした情報はなかったとみていい。あたり前だ、まるきり無罪なのだから。

　公安調査庁に問い合わせたところ、吉田が関与していた反社会的組織は某国の高官と関連性が強い組織だった。もちろん表立っては認めていないが。

　東南アジアを中心に活動しているマフィア組織だ。日本は金融関係の法律の整備が間に合っていないせいで取りしまりがまだまだ甘く、彼らのような組織がマネーロンダリングのために日本円を利用しているのは有名な話だった。

　ただ、いくつか疑問はある。

　なぜ世莉奈の父親が狙われたのか。さらに、なぜかなり短期間で問題が表面化したのか。

　答えは単純で、リークがあったからだ。リークしたのは、俺が情報課に補職されたきっかけとなった人物。

『要はお前なら金や女に転ばないという上の判断だろうな。ついでに顔もいい』

　俺は情報課内部から裏切り者をあぶり出すために招しょう聘へいされた。いわば逆ハニートラップだった。

「……泳がせておくべきじゃなかったな」

　シートベルトの着用サインが出たのを視認しつつつぶやいた。

　着陸してすぐ、世莉奈のスマートフォンに電話をかける。窓の外はもうとっぷりと陽が落ちている。心細いだろうなと思うと同時に、石原といるのかもしれないと思うと腸はらわたが煮えくりかえる思いだ。

　世莉奈は通話に出ない。

　数回呼吸を整えて、それから祖父に電話をかける。使えるものはなんでも使う。

「悪いけれど、バンコク行きの五五二便、離陸させないようにしてくれ」

　祖父はなにも聞かずに手配を約束してくれた。あのとき……奈保美と作成した資料を見せて以降、祖父は俺を庇護の対象ではなく一個人として認めたらしかった。

　飛行機からタラップで直接地上に降りる。春の夜風が吹いて微かに寒い。世莉奈が冷えていないといいと思う。

　目的の航空機はすぐ近くにある。

　吉田がこの便でバンコクを経由して、カンボジアのプノンペンに行くという情報を得たのが、ついさっき。

　俺はすたすたとアスファルトの上を歩く。照明に照らされ、影が長く伸びる。

　吉田がカンボジア行きを決めた理由は、彼の背後にいる組織と関連が深い以上に、日本との間に犯はん罪ざい人にん引ひき渡わたし条じょう約やくが締結されていないためだろう。おそらくはそのまま東南アジアでのんびり余生を暮らす予定だったのだろうが……。

　エンジン音が低く響いている喧けん騒そうの中で、俺は石原大成に電話をかける。番号は調べてあった。そうして状況を説明する。警察庁総合職警察官なら話が早い。

　そもそも彼はタイ及び東南アジア諸国に出向していた。吉田の背後にいる犯罪組織の捜査に回っていた可能性が高いと踏んで連絡したところ、ビンゴだった。

『聞いてます。吉田の件も。ただ、世莉奈の実家の件は警察庁まで回ってきてませんでした。おそらく犯罪収益対策課の独占ネタです』

　いわゆる警察内での縄張り争いのせいで、上に報告が上がっていなかったためだろう。舌打ちをこらえた気配の後、石原は続ける。

『情報提供、ありがとうございました。こちらもこれで動けます』

　通話を切り、顔を上げた。

　目的の航空機は、すでに搭乗が完了し、扉は閉ざされている。背後から「あのう」と戸惑う声がして振り向いた。

「上の者から、タラップを用意するよう言われていたのですけれど……」

「ああ、俺です。伏見将生」

　階級は名乗らず、あくまで創業者一族の御曹司としての立場を強調する。

　本来ならば、自分の仕事で家の力を借りたくなかった。単純にプライドの問題だ。けれど、そんなの世莉奈の心痛に比べれば塵ちりも同然だ。

　スタッフはほっとしたように眉を下げて無線で指示を飛ばし、タラップを設置した。

　階段を踏みしめるように登っていく。革靴が音を立てた。

　扉は内側からフライトアテンダントがすでに開けていた。戸惑う彼女からにひとつ会釈をして、機内に足を踏み入れる。目指すはファーストクラス。

　進むたびにじろじろとぶしつけな視線が飛んでくる。遅延はこいつのせいか？と思われているに違いない。大正解だ。

　やがてファーストクラスのブースで、のんびりと本を読んでいる目あての男を見つける。ぽんと肩を叩いた。

　男が振り向く。不思議そうな表情に、にっこりと笑ってみせた。

「吉田さんですよね」

　もっとも、ここには偽名と偽装パスポートを使って搭乗しているだろうけれど。

　吉田の顔が狼狽にゆがむ。ここまでくればもう大丈夫だと油断していたのだろう。

「……なんだ、君は」

「自首を勧めに参りました」

　警察官でもなんでもない俺に、現行犯でもない彼を逮捕する権利はない。ただ、おそらくスーツという出いでたち、本名を知っているという点で勝手に誤解してくれるだろうとは思っていた。

　吉田が額に脂汗を散らし、さっと立ち上がって俺の肩を押す。さらには飲んでいたワイングラスを投げつけてくる。よけたグラスが壁にあたり、強度がかなり高いはずのそれが砕ける音がする。たしか国内老舗メーカーに発注をかけた特注品だ。

　ざわざわとほかの乗客がファーストクラスの座席から顔を出し、アテンダントが「落ち着いて、席から立たないでください！」と指示を出した。

　逃げようと走り出した吉田を俺は背後から羽交い締めにする。

「現行犯なら司法職員以外でも逮捕できると知っていたか？」

「な、なんの話だあっ」

「あなたは機内秩序を乱した。よって――」

　航空機の機長が唇を引き結び、前方から姿勢よく歩いてくる。吉田はハッとしたように叫ぶ。

「オレはなにもしてない！　はやく離陸してくれ……っ」

「残念ですが」

　機長は淡々と彼に告げる。おそらく本社からすでに連絡を受けていたのだろう。資金洗浄で逮捕状が出ている男が高跳び寸前だと。

「航空法七十三条に則のっとり、すぐさまの降機を指示いたします」

　吉田の顔色が変わる。飛行機を降りれば逮捕されるのは確実。実際すでに公安、あるいは石原経由で警視庁の担当部署が成田に向かっているはずだった。




　吉田を引き渡し、すぐさま部下の車に乗り込む。

　あれだけ憔しょう悴すいしきっていれば、すぐに素直に自白するだろう。お義父さんに対する容疑もすぐに晴れるはずだ。そもそもなんの関わりもないのだから。

　まったく、いくらもらったか知らないが、身の丈に合わない悪事に関わるもんじゃない。東南アジアでの悠々自適な生活が塀の中に変更された男の背中は、やけにもの寂しい。

　部下の車から世莉奈に電話するも、またつながらない。心配でいら立ちが増す。それもこれも、あの女のせいだ。

　一番近い空自基地から、ヘリで横田へ向かう。すでに雪村は拘束されていた。

　雪村は、知り得た情報を東南アジアマフィア経由で某国に売りさばいていた。いわゆるスパイだ。

「え、な、なんですかこれっ」

　雪村が戸惑って声をあげ、顔を真っ青にして唇を噛んでいた。

　数人の警務官に取り囲まれ、自分のデスクから動けなくなっている雪村にいつも通り笑いかける。

「慌てたふりをするのがうまいな、雪村」

「ふ、伏見一尉。助けてくださ――」

「最初からお前は泳がされていただけだよ、雪村。俺はお前用のオトリだったんだ」

「え」

「ハニートラップで情報を得て横流ししているくせに、自分が引っかかるとは思っていなかったか？」

　もっとも、俺がしたのは愛想よく接していただけだけれど。

　首をかしげると、雪村の顔がかあっと赤くなる。俺はあきれて肩をすくめた。

「無事に尻尾を出してくれてありがとう。まさか直接妻を狙うとは思っていなかったな……いや一度、接触されたことがあったか。クリスマスイブに」

　雪村が目を見開く。

「ご、ご存じだったんですか……!?」

「尾行にも気づいてなかったのか」

　あの日は雪村とふたりで食事をしてから、酔ったふりをしつつあの女の行きつけだというバーにまで付き合った。核心に近づきつつあった任務の最終段階として、確たる情報を引き出す必要があったのだ。職務のことは話せないから、世莉奈に嘘をついてしまったけれど。

　そういえば以前に雪村と神楽坂で食事をした際、世莉奈の友人の美夜さんに目撃されたのには気づいていた。今思うと、世莉奈にも話は伝わっていたのだろうか。だとしたら傷づけてしまったことに、ただただ心が痛む。

　雪村は黙って唇を噛んでいた。軽く睨んでからスマートフォンを確認する。世莉奈から折り返しはない。もう一度かけたがつながらない。舌打ちとため息をこらえる。

　身柄が無事なのはすでに部下を向かわせて確認済みではあるけれど、精神状態が気にかかる。

「雪村。君が得た情報を某国に売っているという疑いは、俺がここに補職される前から出ていたんだ。俺の役割は君のその容疑を固め、油断して尻尾を出すのを待ち構えることだった」

「……じ、じゃあ、優しくしてくださったのは。お食事に連れていってくださったのは」

　雪村がわなわなと唇を震わせ、それからがくりと頭を下げた。

　ふう、とこっそり息を吐く。雪村が落ちたのは視認した、あとは警務の仕事だ。スマートフォンが震えて世莉奈かと画面を見れば、祖父だった。

「はい」

『話は聞いた。榎本さんも災難だったな。バンコク便を止めたのはそのためか？』

「はい」

　電波の向こうで祖父が大笑する。

『嫁のためにそこまでするか！』

「世莉奈を守るついでに国も守れました。結果に満足しています」

『国は嫁のついでか』

　お前らしいと祖父は笑う。俺は廊下を歩きながら「もう少し」と言葉にする。

「もう少し、自衛官を続けたいです」

　防衛大学校に進学するときにした約束、それは三十歳には退官して、会社を継ぐということだった。本来の約束なら、三十歳で奈保美と結婚するはずだったから。期限まであと数カ月。

　けれど、未練がある。世莉奈を守りたい。

　世莉奈は、きっと見ず知らずの誰かでさえ傷つけば苦しむだろう。悲しむだろう。世莉奈を守ると決めたから、俺はもっと大きなものごと守らないといけなくなった。例えば、この国とか。

　祖父が通話の向こうで雰囲気を緩める。

『まあ……今どき一族経営というのも時代に合わないだろうな』

　ふっと笑ったのがわかる。

『好きにするといい』

　礼を告げて通話を切る。建物の外に飛び出て、ゲートを駆け抜け自宅へと向かう。

　マンションの部屋に電気がついているのを確認して、ほっと息を吐いた。腕時計を見るとすでに二十三時を回っていた。

　部屋に入ると、ソファで世莉奈が小さくなって座っている。ぱっと顔を上げた彼女が、ぼたぼたと涙を流しながらなにかを言おうとする。余計な言葉は言わせない。俺は微笑んで口をそっと手で塞ぐ。

「大丈夫だ。全部解決してきたから」

　世莉奈が目を丸くして俺を見つめる。

「もう気にするな。体調はどうだ、ちびは元気か？」

　ソファに座り、世莉奈を膝にのせて抱きしめた。最近は外からでも胎動がわかるようになってきた世莉奈の腹をなでたら、ポコンと蹴られる感覚があって安心した。

「元気みたいだな」

　安心しつつ頬にキスを落とす。涙で濡れた頬がいたわしい。親指で拭いてやると、世莉奈が振り向いて眉を下げる。

「ど、どうして……なにが」

　微かに震えたか細い声を出す彼女の頭をなでた。

「俺の仕事絡みだったんだ。すまない。機密事項だから詳しくは言えない。ただ、もうなにも心配はない」

「で、でも」

　世莉奈がしゃくり上げる。

「お姉ちゃんだったら、お姉ちゃんだったら……そもそもこんな、将生さんに迷惑をかけるようなことにはっ」

　ぼたぼたとまた涙があふれてきて、胸が強く痛む。

「世莉奈……もうそんなふうに言うな。俺が大切なのは君だけだ」

　世莉奈がぼうぜんと俺を見上げる。きゅっと抱きしめて涙の味がする頬に口づける。

「世界で一番大切だ。君のために俺は生きてる。ほかになにもいらない」

「将生さん……」

「守らせてくれ。約束しただろ？」

　世莉奈はゆるゆると首を振る。

「でも、でも。私に、そんな価値は……ないです」

「バカだな」

　俺は彼女に頬擦りをする。

「君がここにいる。俺のそばに、腕の中に。それだけで俺は満足なんだ」

　たとえ君が、ほかの男を想っていようとも。そのことを思うと、苦しくて悔しくて切なくなる。それでも君が手放せない。大切でたまらない、俺の最愛の人。

「私、お姉ちゃんみたいになれない……」

「ならなくていい」

　俺ははっきりと言い、そのまま続ける。

「君は君のままでいてくれ。そうして俺に守られていてほしい。……でも、守られてるだけの女性じゃないとも知ってる」

　不思議そうな世莉奈の頬を包み、綺麗な瞳をじっと見つめる。

「忘れていると思うけれど、昔、君は俺の代わりに殴られたことがある」

「あ……でも、あれは」

　世莉奈の表情に、すべてを悟る。世莉奈は、奈保美のためにあの事件を忘れたふりをしていたのだ。奈保美を守るために……。

　そっと頬を緩める。なんて強い女性なんだろう。

「あのとき、俺を守ってくれてありがとう、世莉奈。俺はな、今この瞬間でさえ、君に守られてるんだ」

「どういう……？」

「君がここにいるだけで勇気が出る。生きていける。君のことが大好きだ」

　世莉奈はびくっと肩を大きく揺らして、それから安心しきった子どもみたいに無防備に泣きだす。俺はただ彼女を抱きしめて、今のは告白に入るのだろうかと少しだけ考えた。

「世莉奈。大好きだよ」

　もう一度告げてみる。世莉奈が顔を真っ赤にして、涙でぐちゃぐちゃになった最高にかわいい顔で俺を見ている。キスを落とした。愛してると伝えるのはまだ早いか？

　世莉奈からの返事はない。ただ、それでも笑ってくれたから、俺は自分が世界一幸せなのだと確信している。










七章　真実（世莉奈）




　大好きだ、と言われた。

　そこにはどんな感情があるのだろう？

　あの事件から一週間。

　結局、早めに産休に入ることにした私は自宅のマンションのベランダから、眼下に広がる桜並木を見つめている。風が吹くと花びらが舞い上がって、まるで桜の海を見ているような気分になる。

　――と、エプロンのポケットに入れていた携帯が震えた。新着メッセージ一件……。

「お姉ちゃん」

　久しぶりのお姉ちゃんからの連絡だ。このところひどく忙しいみたいで、私からの連絡には簡単な返事しかなかった。

【来週、帰国します】

　たったそれだけの簡単なメッセージに、指先が震えた。いろんな感情が湧いては胸をざわつかせる。お姉ちゃんが帰国する安あん堵ど、元気なのかという心配、それから……それから、本当の花嫁が帰ってくるという残酷な現実。

　将生さんはどう思うのだろう。別の人の横で笑うお姉ちゃんを見て、平静でいられるだろうか？　なにしろ、あんなに仲睦まじかったふたりなのだ。

　それとも……駆け落ちした相手と別れて帰国するのだろうか。

　ひゅっと息を吸い込む。そうなれば、そうなったら……将生さんはどうするのだろう。身代わりである私はどうしたらいいの？

【気をつけてね】

　なんとかそれだけ返事する。すると、すぐさま返信があった。

【パートナーを紹介したいの】

　唇を噛む。なぜだか泣きそうになった。これは、将生さんを奪われないことへの安堵？　……違う、心配なんだ。将生さんが……。

　誰よりもお姉ちゃんを大切にしていた将生さん。お姉ちゃんが駆け落ちして、どれだけ悲しかっただろう。どんなに苦しかっただろう。

「将生さん……」

　私はベランダにしゃがみ込む。眼下の桜並木がミルキーピンクにとろけていった。頬に触れると、涙で濡れていた。

　嫉妬もある。愛されているお姉ちゃんがうらやましいと思う。でもそれよりなにより、傷つく将生さんを見たくない。こんなに誰かを守りたいと思う日がくるなんて、思ってもいなかった。

　ふらふらと部屋に戻る。

　冷蔵庫から炭酸水を取り出しこくりと飲むと、まだつわりが続く胃に心地よい。

　将生さんが帰宅して、私はちょっと挙動不審になってしまう。話をしたくて顔を見つめた後、やっぱり勇気が出なくて目を逸らしたり、何度もお茶をお代わりしたり。

「世莉奈。なにがあったか教えてくれないか？」

　夕食後、私をソファに座らせて諭すように将生さんは言う。

　私はしばらく迷った後、思いきって口を開く。急に事実を知らされるより、心構えがあった方がいくらかマシだろう。

「お姉ちゃんが帰国するんです」

「そうか」

　帰国するのか、と将生さんはいつも通りのトーンで言った。

「ま、将生さん……どうとも思わないんですか」

　少し声が上ずる。いいの？　大切で大好きな人が、別の人と幸せになっているのを見ることになるのに。そう思うと心臓が軋んだ。心配と嫉妬がぐちゃぐちゃで、もはや自分がどんな感情を抱いているのか、まったく説明できそうにない。

「うれしくないのかってことか？　いやまあ、昔なじみが帰国するのはそれなりに。しかしあいつも水くさいな、俺にも連絡くれていいだろうに」

　眉を下げて将生さんは言う。私はこくりと唾を飲んで口を開いた。

「将生さんは……どうするの」

「どうするって」

「ほ、本当の……婚約者が帰ってくる、んです、よ？」

　お姉ちゃんはまだ結婚はしていないはずだ。手の届く場所に帰ってくるのなら、まだ将生さんはどうとでもあがける。捨てられるかもしれないという現実に、頭の中がシンとする。

　将生さんは私の顔を見つめ、すっと表情を抜いた。

　怒りにも似た瞳の色にたじろぐ。次の瞬間、唇を塞がれて口内を貪られていた。

「ん、んんっ……」

「世莉奈」

　ようやく唇が離される。つうっとつながる銀の糸……将生さんは低い声で続けた。

「まさか、奈保美が帰国したからお役御免だと俺から離れるつもりじゃないよな？」

　ギラギラと、獰猛な生き物のような瞳にからめとられる。知らず震えた唇に、また噛みつくようにキスされた。

「世莉奈、もう君は俺のものなんだ。腹に俺の子だっている。離れるなんて二度と考えるな」

　気圧されてうなずく。私の手に将生さんは指を絡め、結婚指輪にキスを落とす。

　その日はいつもより強く抱きしめられて眠った。寝返りもなかなかさせてもらえないくらい。




　ゴールデンウィークに入ったばかりのある日。実家に顔を出したのは、私の母子手帳を探すためだった。

　お母さんはちょっと破天荒というか、自分に正直すぎる人だったから私たち家族は巻き込まれてちょっと、いやかなり、大変だったけれど……。愛人と一緒に私を連れ去ろうとしたときから、もう長いこと会っていない。

　この話になるとお姉ちゃんがつらそうだから忘れたふりをしているけれど、そう簡単に忘れられる出来事じゃなかった。あの後に将生さんが弁護士の先生を手配してくれて、両親は正式に離婚したのだとは聞いた。

　元気かな。

　ときどきそんなふうに思う。ひどいことをされそうになったけれど、こっそりと息災を祈るくらいはしていいんじゃないかな。

　母子手帳に細かに書き入れたりする人ではなかったかもしれない。でも私が生まれる前後の、産院での記録は残っているはずだ。それが参考になるんじゃないかと思ったのだ。

　そうして実家近くの少し繁華な通りを歩いて、ふと新しくできたレストランに気がつく。家庭的な雰囲気の、こぢんまりとした温かな印象のお店だ。

「まだオープン前なんだ……創作イタリアンかあ」

　張り紙を見てちょっとワクワクしてきた。つわりはまだまだ続いているけれど、さすがにそろそろ治まるだろう。というか、治ってほしい……切実に。

「来週オープンか。どんな雰囲気かな」

　歩道に面した大きな窓から中を覗き込む。オリーブやユーカリの洗練された雰囲気の植栽の葉が揺れた。それもあってよく見えないけれど、視界の隅にちらりと知っている影がよぎる。

「え、あれ？　お姉ちゃん？」

　私は目を瞬いて、お姉ちゃんが腰に巻いたギャルソンエプロンに気がつく。いろんな感情を忘れて、わあ似合ってるなんて思ってしまう。……もしかして、ここでレストランを開くために帰国したの？

「どうしてレストランなんて」

　お姉ちゃんは経営学部を出ているから、もしかしてコンサル的な立場で？

　ちょっとドキドキした。やっぱりお姉ちゃん、かっこいいなあ。お店まで始めちゃうんだもの……！

　私はレストランの外観を改めて眺める。シチリア風の建物に、シックで洗練されたグリーンの植栽。お姉ちゃんの好きな感じだ。お祝いのお花、どんなふうなのが似合うかな。あまり派手な色使いだと浮いてしまうだろう。

　お姉ちゃんはテーブルにいくつも並べてあるお皿を見ていた。いろんな料理がのっているので、試食でもしているんじゃないかな。

　ここ、入れたりするかな？　少しでいい、話したい。どうして駆け落ちなんてしたの、なんで将生さんを捨てたの……これからどうするつもりなの？

　ちょっとそう考えて、慌てて打ち消した。だめだ、お姉ちゃんは仕事中。……それに食べ物のにおいで気分が悪くなって、迷惑をかけても悪いし。

　私はそんなことを考えつつ、一歩足を引いた。今日のところは退散しよう。いずれちゃんと連絡がつくだろうから、それを待つことにする。

　でも次の瞬間、凍りつく。

　厨房と思しきところから出てきたのが、将生さんだったから。

「……今日、用事って」

　お姉ちゃんと肩を寄せ合って真剣な顔で試食をしている将生さんを見つめて、私は固まってしまう。

「将生さん……お姉ちゃん」

　将生さんが、どうしてお姉ちゃんと会っているの？　お姉ちゃん、私にあれ以来連絡もくれないのにどうして……将生さんとは会っているの。もし、お姉ちゃんと将生さんが『やり直したい』という結論になったら……私は、どうしたらいいの。

　不要になった身代わりは、どうなるのだろう。

　ずきずきと心臓がえぐられたみたいに痛む。胃の辺りが気持ち悪い。苦しい。苦しくてたまらない。

　嫌だと思うのに、どこか冷静な部分ではあきらめかけている。だって私、何年も将生さんをあきらめ続けてきたんだもの。

　お姉ちゃんが将生さんに甘えて、将生さんがそれを当然のように受け入れてきたのをずっとずっと、すぐ近くで見てきたのだもの……。

　私はすっかりあきらめるのに慣れてしまった。

　へたり込みそうになる。

「私……」

　うつむいた瞬間。へにょへにょと力を失いそうになっている体の内側から「どん！」と衝撃が与えられる。

　私は目を瞬く。おなかで赤ちゃんが元気に、元気すぎるくらいに私のおなかを蹴る。ぐいーっと肋骨を蹴り上げるように押されて息が詰まった。けれど、ふっと息を吐いて顔を上げる。

　お姉ちゃんは、私に黙ってそんなことする人じゃない。

　そして将生さんは、疑うのが申し訳ないくらい、私をまっすぐ大切にしてくれている。大好きだって、恋愛感情はないのかもだけど言ってくれている。

　大丈夫、私は身代わりだけど――身代わりだったけれど、今はちゃんと、将生さんの本物の妻なんだ。

　怖がってあきらめて逃げるのは、もうやめよう。

　私は、私の大好きなふたりを信じる。

　もしかしたら、ふたりがなにも言わないのには理由があって、それは私を守るためなのかもしれない。

　でも将生さんにだって言われたのだ。

　私は足を踏み出す。

　守られているばかりは、私らしくない。

　それに……おなかの赤ちゃんに、胸を張れる存在でありたいんだ。

　思いきって開いた扉に、鍵はかかっていなかった。

　初夏の日差しが降り注ぐ真新しい店内。将生さんとお姉ちゃんが同時に顔を上げて、将生さんが目を瞬いてから微笑んだ。

「世莉奈？　なんだ、奈保美、世莉奈も呼んでいたのか」

「え？　ううん、違う……将生くんが呼んだんじゃないの」

　お姉ちゃんはうろたえて将生さんと私の間で視線をうろつかせる。

　私はふたりのところにつかつかと歩み寄って、無む垢く材のスタイリッシュなテーブルに両手をついた。

「どうしてふたりが会ってるの？」

　将生さんとお姉ちゃんはぽかんとした後、ほとんど同時に青くなった。

　まさかそんなの予想もしてなかった、みたいな反応で。

「世莉奈、まさか誤解してるんじゃないだろうな!?」

　先に声をあげたのは将生さんだった。

「俺には世莉奈、君だけだ」

「ならどうしてこそこそ会ってるの」

　少し意地悪な気分になって、そんなことを言ってみる。ふたりで私に隠し事をしているんだもの。仲間はずれにされているのだから、これくらいはいいはずだ。

「これは」

　おろおろとしながら私のそばまで来て、将生さんは困った顔をする。そうして私の肩を抱いてかすれた声でつぶやいた。

「ベビーシャワーがしたかったんだ」

「え？」

　聞き慣れない単語に目を丸くすると、お姉ちゃんが眉を下げて「ごめんね」とつぶやく。

「あの、アメリカとかではわりとよくやってる風習なの。家族や友達と一緒に安産祈願をするパーティーで……。世莉奈にそれをしてあげたくて、その、サプライズで……あなた、サプライズ好きだから。よ、喜んでほしくて」

　お姉ちゃんがぱっと顔を上げて言う。その言葉からは、ただ純粋に私を喜ばせたいという感情だけが伝わってきた。お姉ちゃんはじっと私を見つめながら続ける。

「あなたと話すチャンスが欲しいと、将生くんに頼んだの。ただ、つわりがまだあるって聞いて、どんな料理なら食べられるか将生くんと話し合ってたのよ」

　私は目を丸くして、テーブルに並べられた料理を見つめる。どれも私の好きそうなメニューだった。カルパッチョや冷製パスタが多いのは、私が熱い物を食べると吐いてしまうせいだと思う。

「それはたしかにそうだけど……」

　返事をしながら、ゆっくりと血の気が引いていく。

　私、完全にふたりの厚意を無駄にした。

「ご、ごめん」

　サプライズがバレてちょっとがっかりしてる感じのふたりに、慌てて謝る。

「あっ、あの、その、知らなかったことにするから」

　変なフォローを入れてみたけれど、そういう問題じゃないのはわかる。焦っていると将生さんと目が合って、それからお姉ちゃんとも目が合って、そうして三人で同時に噴き出した。

「あはははっ、もー、せっかくサプライズしてくれるならバレないようにしてよ！」

「まさかバレるなんて思わないじゃない！　お店の場所だって念のため内緒にしてたのに！」

　おなかを抱えて笑っているお姉ちゃんに、私はほっと安心する。こんなに楽しそうなお姉ちゃんを見るの、何年ぶりだろう。

　しばらく笑い合って、少しずつ落ち着いてきた雰囲気の中で、私は思いきって聞いてみる。

「ねえ、そろそろ教えてほしいの」

　ふと変わった声のトーンに、将生さんとお姉ちゃんが揃ってこちらに目を向ける。

「なんでお姉ちゃんがなにも言わずに駆け落ちしたのか、どうして私が身代わりとして選ばれたのか」

「身代わり!?」

　肩を揺らして私の肩を抱いたのは、将生さんだった。私は彼に向かってうなずき、言葉を続ける。

「そうです。だってお姉ちゃんが将生さんの婚約者に選ばれたのは、お姉ちゃんの聡そう明めいさと度胸を買われてのことでしょう。後継の奥さんにって……。そして、ふたりは想い合っていたんだよね？　でも私は違う。それなのに選ばれたのは、お姉ちゃんには及ばなくとも身代わりとしてかなって」

「違う」

　将生さんの声が震え、私の肩を持つ手に力がこもった。

「そんなつもりはない。あるはずがない……！」

　将生さんに抱きしめられ、私は一瞬息を詰める。そうしてこの状況に少し混乱した。

「俺は君だから結婚した。君以外と添い遂げるなんて、到底考えられなかったから……！」

　将生さんの声が、さらに真剣味を帯びていく。

　私の後頭部を、将生さんの大きな手がぐっと引き寄せた。私は彼の腕の中で、そっと首をかしげる。将生さんは強く眉を寄せて私を見下ろしていた。

「身代わりだなんて……まさかずっとそんなふうに考えてたのか？　君はただの奈保美の代わりだって」

　顔を覗き込み、将生さんは私の頬を包んで切羽詰まった声音で問う。私がうなずくと、彼の精悍な眉目がぐっとゆがむ。

　まるで、泣きそうになっている寸前みたいな……。どういうこと？

「すまなかった」

　将生さんが私を強く抱きしめ直し、口説くように言う。悲壮感さえ漂う声だった。

「違うんだ……！」

　必死な口調に戸惑い、私はぐっと奥歯を噛みしめ彼を見た。

「ならなんで、私と結婚したんですか」

「それは……」

　ぐっと押し黙った後、軽く唇を噛み彼は続ける。

「ちゃんと言わなかった俺が悪い、よな」

　将生さんはぐっと眉を寄せ、それからすうっと息を吸った。

「世莉奈。俺は、君を愛してる」

　私は目を瞬き、耳を疑う。

　目が合わせられなくて思わずうつむいて自問自答する。

　……愛してる？　愛してるって、どういうこと？

　どういう意味の『愛してる』？

　ゆるゆると、ゆっくり視線を上げていく。将生さんの喉仏、顎、唇、鼻……そして視線がたどり着いた精悍な眉目は、どこまでも真剣だった。

　その視線に射貫かれて、私は胸をかきむしりたくなるような苦しくて切ない気分になる。どうしてそんなに狂おしい目で私を見るの。まるで、まるで……愛されている気分になる。

　彼の目を見つめたまま固まった私に、将生さんはさらに言葉を紡いでいく。

「世莉奈。君が大好きだった、ずっと前から愛してた」

　意味がわからない。頭が言葉を理解していない。

　愛してた？　それも、ずっと前から？

　本当に、愛されて、る……ってこと……？

「君が高校生の頃からだ」

　かすれた声で、懺ざん悔げするように彼は言う。

「はっきり気がついたのは、俺が二十歳のときだと思う。ずっと君を愛してた……ずっと」

　震えた私の肩を、将生さんはぐっと押さえた。私を逃がさないとその全身が叫んでいる。

「奈保美とは、誓ってただの友達で……時期を見て離婚しようと約束していた。けれど、一度姉の夫になった男が君に迫るなんてそんな真似、潔癖な君は許してくれないだろうと……」

　将生さんの喉仏が、微かに動く。

「そう思ってあきらめていた。けれど奈保美の駆け落ちがきっかけで、実家の連中を説得することができたんだ。そして」

　将生さんが微かに息を吐く。

「君を手に入れる機会が訪れた。絶対に逃さないと決めて、強引に君を手に入れた。後悔はしていない」

　はっきりと言って、将生さんはさらに声を低くする。

「これからも君を手放すつもりはない。どれだけ軽蔑されようと、幸せにする。なんだってする」

　必死な声。真摯な眼差し。

　私は目線を下げて、鼻の奥がつんとするのを必死でこらえる。けれど、勝手に涙がぼろぼろとこぼれ落ちた。

「世莉奈……どれだけ軽蔑してもいい、蔑んでかまわない。だからお願いだ、俺と一緒にいてくれ」

　私は声もなく彼にしがみつく。

　身代わりだと思っていた。でも違った。私は……ちゃんと、愛されていたんだ。

「将生さん、将生さん、将生さん……」

　顔を上げて必死で彼の名前を呼ぶ。

　将生さんは優しげに目を細め、私を覗き込んでくる。

「世莉奈、君にはずっと想い続けている人がいるんだよな」

　将生さんはつらそうに眉を寄せ、息を大きく吸う。

「たとえそうでも……それでも、俺は――」

「はい」

　彼の言葉を遮ってまっすぐに見つめ、言葉を続ける。

「私もずっと、あなたが好きでした……っ」

　小さい頃、一緒に小鳥を埋めてくれたときから。ずっとずっと惹かれていた。

　あきらめなきゃいけないと思えば思うほど、大好きになって苦しくなって……。

　将生さんが大きく目を見開き、息をのむ。

「石原……彼のことをずっと想っていたんじゃないのか」

「いいえ。私が好きなのは、昔も今も変わらず将生さんだけです……っ」

「世莉奈……本当に？」

　信じられないと言わんばかりの声色にこくこくとうなずき、彼にしがみついてぼろぼろと泣く。何度しゃくり上げ将生さんを呼んだかわからない。そのたびに彼は私の名前をただ呼んだ。ここにいるのを確かめるみたいに。

　ようやく泣きやんで、ハッとしてお姉ちゃんを見る。お姉ちゃんは顔を覆って肩を震わせていた。

「お、お姉ちゃんっ」

「ご、ごめんなさい、世莉奈、将生くん、ごめんなさい」

　お姉ちゃんは何回も私に「ごめんなさい」と言ってくる。私は戸惑い、将生さんの腕から抜け出して彼女の背中をなでる。

「お姉ちゃん、どうしたの……」

「世莉奈、ごめんなさい。あなたの気持ちを知ってて、あたし、あなたと将生くんが近づかないようにしてた……あたしがただ嫌だ、そんな理由で……」

　お姉ちゃんは私の手を握る。

「あなたの傷を……えぐりたくなくて……理由をどうしても言えなかった。昔、あなた……その、覚えてないと思うけれど、お母さんの愛人に無理やり連れていかれそうになったことが」

「覚えてるよ」

　優しく言う。

　お姉ちゃんはばっと顔を上げ唇をわななかせる。

「う、嘘」

「お姉ちゃんが触れてほしくなさそうだったから、忘れたふりをしていたの」

　お姉ちゃんは微かに悲鳴のように息をのんだ後、がくりと肩を落とした。

「あれ以来、あたしね、あなたが……男の人から好意を持たれることにすごく敏感になっていて。とくに年上の男性を見ると、あなたが攫われそうになったあの誘拐未遂を連想してしまって、無理で。……たった五歳年上の将生くんがあなたに惹かれていることでさえ、虫むし唾ずが走るほどに気持ち悪かった」

　震えるお姉ちゃんの手を握る。

「で、でも……そういえば私、高校生のときに聞いてしまったの。お姉ちゃんと将生さんの会話を。私のことを厄介だと、そう言っていたよ……？」

「ええっ？　なにそれ、あたしがあなたを厄介だなんて言うわけがないじゃない……！」

「お姉ちゃんじゃなくて、将生さんが……そうしたらお姉ちゃんが、恋心なんて捨てろと言っても無理だって……」

　自分で言いながら気がつく。私が高校生のときから、将生さんが私のことを好きでいてくれたのだとすれば、それは。

「厄介だよ、本当に君は」

　将生さんがため息のように言った。

「どこにいても、なにをしても忘れられない……」

　私はぼうぜんと将生さんを見つめた。将生さんはふっと目を細める。

　どうして気がつかなかったのだろう。彼の目も、表情も、私に対する愛情であふれていた。

　お姉ちゃんが私の手をそっと握る。

「あたしは、ただあなたと将生くんが惹かれ合うのが嫌だった。将生くんはあの男とは違うってわかっていたのに、あなたが大人になるのを待てる人だと知っていたのに、どうしても、どうしてもあの嫌な記憶が邪魔をして耐えきれなかった。それで、将生くんに絶対にあなたに近づかないでとお願いしたの」

「そうだったんだ……」

　お姉ちゃんはお姉ちゃんで、私を守ろうとしてくれていた。ただ、がむしゃらに。

「でも、そっか。忘れたふりしてくれていたの……もうずっと、あなたはただの守られてる子どもじゃなかったのね」

　お姉ちゃんはそう言って目を伏せる。

「ごめんなさい。ごめんね、世莉奈、将生くん……あたしがかき回したせいで、ふたりは思いをすれ違わせてしまったね」

「大丈夫だよ」

　首を振る私の頬をなでてお姉ちゃんは言う。

「あたし、あなたに嫌われてると思ってた」

「嫌いになったりしないよ。ずっと大好き」

　お姉ちゃんがぽろぽろと大粒の涙を流していると、厨房から出てきたスラリと背の高いコック服姿の人が、お姉ちゃんの背中を軽く叩く。

「謝れてよかったわね、奈保美」

「涼りょう子こ」

　ぱっと顔を上げたお姉ちゃんは、涼子と呼ばれた綺麗な女性に抱きついて泣きだす。

　どなたなのかなと思っていると、将生さんが彼女に頭を下げた。

「お騒がせしてます、片岡さん」

「ううん、いーのいーの」

　そう答えてから私の方を彼女は見て、ゆったりと微笑む。思わず見惚れている私に、お姉ちゃんはしゃくり上げながら「あのね」と小さく言う。

「あのね、あのね、世莉奈……この人、片岡涼子さん。あたしの、パートナー……」

　涼子さんは微笑んでお姉ちゃんの頭を優しくなでる。その雰囲気に、単なるビジネスパートナーだとかそんな人ではないとすぐにわかった。

「え、あ、は、はじめまして。妹の世莉奈です」

　ぺこりと頭を下げる。お姉ちゃんはなぜだか余計に泣いた。

「え、えっ、お姉ちゃんどうしたの」

「あ、安心して……っ」

　お姉ちゃんは私に向き直って、さらに頭を下げる。

「あなたと将生くんを引き離そうとしたのには、もしかしたら、やっかみもあったのかも……っ。あたしは好きでもない〝男〟と結婚しなきゃなのに、あなたは好きに恋愛ができる……って、ずるいって、そう思って……苦しませたいって、思ったのかも……っ」

　お姉ちゃんはぼろぼろ泣きながら私を見つめている。

「ごめんね、ごめんね……」

「お姉ちゃん」

　私はお姉ちゃんを抱きしめる。

「私、怒ってるよ」

　びくっとお姉ちゃんが肩を揺らす。私はお姉ちゃんの手を握る。

「秘密にされてたことに、怒ってる」

「世莉奈」

　お姉ちゃんがずるずると床に座り込む。私と涼子さんで抱えると、お姉ちゃんは子どもみたいに泣きじゃくって私に抱きついた。

「ごめん、大好き、大好きなの世莉奈、ごめんねぇ……っ」

　お母さんが家を出て以降、お姉ちゃんは半分母親みたいに私を育ててくれた。まだお姉ちゃんだって子どもだったのに。

　お父さんのため、会社のためだって、いろんな感情を抑え込んで。美人で完璧で有能だと思っていたお姉ちゃんは、全部抱え込んで苦しんでたんだ。

　お姉ちゃんは離島の航路を守るために将生さんとの婚約を了承した。将生さんはその思いをくんで反対しなかった。

　そうして将生さんは、信じられないことに私に恋をしてくれたけれど、お姉ちゃんは嫌がった。それは私を守るためで、決して苦しませようとしたわけじゃない。

　駆け落ちした後にも事情が説明できなかったのは、私がお母さんの愛人に連れ去られそうになった事件について話せなかったから。将生さんと私を引き離そうとした理由が、それがないと説明がつかなかったからだ。

　守ろうとしてくれた。ずっと守ってきてくれた。

「お姉ちゃん。私、どうやったってお姉ちゃんを嫌いになんかなれないの。将生さんとお姉ちゃんが両想いだと思ってたときだって、お姉ちゃんのこと、世界で一番大好きだったよ」




　涼子さんからたくさんデリのお土産をもらって、ほくほくした気分で帰宅する。

「わー、おいしそう。タコのマリネだ」

　少し酸っぱい方がまだ少しつわりがある体にはありがたくて、持ち帰り用の容器を持ったままにっこりとした。山さん椒しょうの実や紫し蘇そを上品に散らしてあって、そこも食欲を誘う。

　ニコニコとしているだろう私を、将生さんが抱きしめる。頭の上から将生さんの呼吸が聞こえるし、ドキンドキンとしている彼の心音も聞こえた。

「ま、将生さ……」

　お姉ちゃんのことで少し曖昧になっていたが、彼からの告白を思い出す。私も伝えてしまった、自分の本当の気持ち……！

「愛してる」

　将生さんの低くて少しかすれた声が落ちてきた。頬が発火したみたいに一気に熱くなる。

　将生さんは私の腰を抱きソファに向かい、先に座った。その膝の上に座るよう促され、頬を熱くしながらそっと横向きに座る。目を上げると、この上なく慈しむ視線を与えられた。ゆっくりと頬をなでられる。

「君も俺を……好きでいてくれたんだな」

　そう言って、祈るように私の額に自らのそれを重ねた。

「ありがとう。こんなどうしようもない俺を好きでいてくれて」

「そんな……っ。私の方こそ、ごめんなさい」

　ふっと将生さんは笑う。

「どうして世莉奈が謝るんだ。謝る必要なんかひとつもない。君は俺をはじめ、周りに振り回されていただけだ」

　さらりさらりと将生さんは私の髪をなでる。

「守るなんて名目で、全部秘密にして……苦しませてすまなかった」

　私は首を振る。

「守ると言ってくださるのはうれしいです。実際、守られていると、そう思います。でも」

　私ははっきりと将生さんの顔を見つめる。

「将生さんも言ってくれましたよね？　私は守られてるだけの女じゃないって」

　一方的に守られてるだけなのは、違うと思う。

　夫婦なのだ。お互い守り合って、慈しみ合って、そうやって生きていきたい。

　将生さんは目を見張る。それからゆっくりと細めて、しっかりとうなずいた。

「その通りだ。君は……誰よりも強い女性だ」

　そうして私を抱きしめ直す。

「そんな君だからこそ、俺は守りたいんだと思う」

　私も彼の首に腕を回して、頬擦りをして答える。

「私にも、守らせて」

　返事の代わりに落ちてきたのは、額へのキス。頬に、こめかみに、そして唇に優しく触れていく彼の唇。

　おなかの中でポコン！と赤ちゃんが動く。将生さんがそれをなでて頬を緩める。

「守るものが増える。強い男にならなくちゃな」

「将生さんは十分強いですよ」

「そうかな」

「絶対にそうです」

　断言する私に、将生さんはまたたくさんのキスを落としてくる。一つひとつが温かくて、気持ちがこもっていて。

　私はこのぬくもりが切ないくらい愛おしくて、絶対に手放したくなくて、涙が出そうなほどに胸が痛む。

　守りたいと思う。

　きっとそれは、私たちの愛の形。










エピローグ




　サプライズにはならなかったけれど、世莉奈のベビーシャワーを無事に執り行うこととなった。

　ただ、産後になってしまったからベビーシャワーとは言えないのかもしれない。というのも、臨月に入る直前から、世莉奈はかなり体調を崩してしまったのだ。結局産むまで治らなかったつわりに加え、大きくなったおなかのせいで逆流性食道炎になってしまった。

　二日に一度病院で点滴を受けることになり、心配のしすぎで胃が荒れて俺までつわりのような症状が出た。そんな俺に世莉奈は眉を下げて言う。

『心配かけてごめんなさい、でも将生さんまで体調崩しちゃだめですよ？　パパになるんだからしっかりして』

〝パパ〟のひと言はなかなか効いた。

　そうだ、守るものがひとつ増えるんだから弱気になんかなっていられないと、薬を飲んできっちり治した。

　そうして月満ちて、無事に産まれた男の子の赤ん坊。

　産声を聞いた瞬間のことは、一生忘れられそうにない。

　結局パーティーは、世莉奈の希望もあっていろいろと落ち着き始めたお食い初めの頃となった。片岡さんと奈保美の店を貸しきり、無垢材のテーブルの上にところ狭しと並べられた料理の数々。イタリアンの料理人だというのに、片岡さんはお頭付きの鯛まで用意してくれた。

　店に集まったのは、お義父さんと奈保美、片岡さん、俺の両親と祖父、そして世莉奈の幼なじみで親友の美夜さん……と、なぜか石原。

「……なぜ君がいるのか説明してもらってもいいか」

　顔を合わせて世莉奈にばれないよう開口一番でそう口にした。我ながら嫉妬深すぎるか？

「奈保美さんにご招待いただいたんですよ。それに白川がいるのに俺がいないと、世莉奈は不審に思うと思いますけど？」

　石原は飄々と言って、それから肩をすくめた。

　少し離れたところで皆に囲まれ、将しょう真まを抱っこしてうれしそうに笑う世莉奈をちらりと見て彼は肩をすくめた。

「奈保美さんは、オレに世莉奈をあきらめるチャンスをくれたんでしょう。……あんなに幸せそうな世莉奈、初めて見た。オレがどうやったってあんなふうな笑顔にはさせられない」

　俺は黙って世莉奈に目をやる。視線に気がついた彼女が頬を緩めて俺に手を振った。色白な頬がほんのり赤いのがかわいらしい。

「はー、幸せそう。いいですね」

　石原の言葉に視線を彼に戻す。

「いやまあ、わかってたんですよ……世莉奈はずっとあなたが好きだったし、それに……この間、吉田の件で連絡もらったとき。迷いなく自分の立場を利用したでしょう。あなたは本来、自衛官としての仕事に御曹司としての立場を持ち込みたくない人だろうにそうした。それだけ世莉奈が大切だからですよね。自分の矜きょう持じやプライドより、よほど」

「……そうかな？　立場をかさに着ていつも偉ぶってるかもしれないぞ」

　石原は黙って肩をすくめた。

「あーあ、奈保美さんが駆け落ちなんかせずにおとなしくあなたと結婚してくれていたらよかったのに。そうしたらその隙に、絶対に世莉奈を口説き落としたのにな」

「仮定の話でも腹が立つからやめてくれ。まさかまだあきらめてないのか？」

　素直に不快を表すと、石原が肩を揺らして笑った。

「想われすぎて世莉奈も大変だな。というか、相思相愛の夫婦に割り込むほど俺も落ちぶれてないです。……お幸せに」

　そう言って石原は快活に笑った。




　時が経つのは早いもので、二歳になったばかりの将真がベッドの真ん中で我が物顔で寝ている。ここ最近、かなりしっかりした顔つきになってきたけれど、寝顔は赤ちゃんのときと変わらない。ふくふくした頬が愛おしくて指先でつつくと、「んん」と眉を寄せたので慌てて手を引く。

　起きるなよ。

　そう念じて見つめること数十秒、将真は幸いスヤスヤと眠り続けていた。ほっと息を吐く。

　目線を上げる。カーテンの向こうはすっかり夜の闇に閉ざされている。しっとりとした沖おき縄なわの、南国の闇。窓の外で夜の鳥が鳴く。

　航空総隊から異動した先は、沖縄の那な覇は基地。戦闘機パイロットとして復帰したのだった。

　搭乗することになったのは以前乗っていた最新鋭の機体とは違う戦闘機で、最初は少し戸惑った。なにせバイザーに計器が投影される機体から、目視で計器を確認しなくてはいけない機体への変更だ。ただ空自の主力戦闘機なだけあって、加速や性能はかなり高い。自分で飛ばしているという感覚もとてもいい。

　相変わらず、音速に移行するとき俺は世莉奈を思い浮かべる。もう癖になっているのだろうなあと目を細めたとき、背後から本人の声がする。

「将生さん、お茶入ったよー」

　将真を起こさないようにだろう、小さな声で薄く寝室の扉を開いて世莉奈が俺に声をかけてくれた。うなずいて廊下に出ると、まだ濡れ髪の世莉奈がパジャマ姿で微笑んでいる。俺は肩にかけてあったタオルを手に取り、彼女の髪をごしごしと拭く。

「風邪をひくぞ」

「大丈夫だよ、沖縄あったかいし」

　眉を下げて笑う彼女の頬はわずかに赤らんでいる。風呂上がりのためか、それとも照れているのか。

　結婚して三年経つというのに、世莉奈はいつまでも初心なままだ。そして相変わらずかわいいし美人だ。そのせいでこの間海に遊びに行ったときにもナンパされていたし……思い出すと腹が立ってきた。

　俺の女だというのに。

「ん？　将生さん、どうしたの」

　キョトンとする彼女を縦に抱き上げる。肩に担ぎ上げてずんずんと歩き、リビングのソファに押し倒した。

「ま、将生さん？」

「君がかわいすぎるのが悪いんだよなあ」

「な、なんの話……っ、きゃあっ」

　べろりと白い首をなめる。風呂上がりでしっとりした肌がさっと赤みを増した。

「世莉奈、興奮した？」

「やっ、してな……んんっ」

　頬を包み唇を塞ぐ。やわらかな唇を噛み、舌を口内に挿し入れて粘膜を味わう。歯並びのよい歯をなめ上げ、舌を絡めてちゅっと吸う。

「ん、んんっ」

　甘ったるい、上擦った声が世莉奈からこぼれる。興奮で自身に血液が集まるのがわかり、知らず唇が上がった。

　少し薄い舌を誘い出して甘噛みすると、びくんと華奢な体が揺れる。

　かわいい。

　俺は内心つぶやきながら淫らな口づけを続ける。舌の付け根をつつき、全体を俺の口内に誘い入れて味わう。

「くっ……ふ、ぅ……っ」

　信じられないほど淫蕩な吐息が世莉奈からこぼれる。今すぐ押さえ込んで自分をねじ込んでしまいたい感覚を、眉根を寄せて必死で我慢する。まったく、いつになったら俺は興奮しすぎる癖が治るんだ。

　……世莉奈相手では、死ぬまで無理な話なのかもしれないけれど。

　ようやく唇を離せば、つうっと銀の糸がつながった。ぺろりとなめて、彼女の唇もなめてやる。

「んっ」

　俺を見上げる潤んだ瞳が、最高に艶やか。息をのみつつ彼女のパジャマを脱がせていく。ぷつ、ぷつ、とボタンをひとつずつ……。世莉奈が綺麗な眉を寄せて恥ずかしそうに目を伏せる。そんな仕草がまたかわいらしい。

　あらわになった白い肌が、目に毒だ。焼きついて離れない……。

　華奢な鎖骨に唇を這わせる。世莉奈が蕩然と息を吐いた。彼女はこの辺りが弱い。内心ほくそ笑みながらたっぷりと鎖骨をなめたりなぞったりした後、かぷりと歯で甘く噛む。

「はぁ……っ」

　かわいい吐息を漏らす最愛の妻の姿に心臓が高鳴る。まるで俺のために生まれてきたのではと思うほど、彼女の髪の毛一本一本から爪先まですべてが完璧に愛おしい。

　上半身を起こし、俺もまた裸になる。高ぶった熱から世莉奈が目を逸らし、俺は笑って彼女の頭をなでた。

「そろそろ慣れてもいいんじゃないか？　初めてのときと同じ反応だぞ」

「な、慣れないよ……」

　敬語はなくなったというのに、そんなところは変わらない。妙に愛おしくて、同時に死ぬほど興奮した。

　指先で、舌で、ゆっくりと彼女をほぐしていく。そうして自身を彼女の熱いぬかるみに埋め込む。たっぷりと味わい、世莉奈が半泣きで「もう無理、死んじゃう」と本気で言うまで彼女をむさぼり続けた。

　欲を吐き出し彼女から出ていき、そっとその髪をなでる。さらさらの黒髪……。

　胸が痛いくらい愛おしくて、俺は彼女に何度もキスを落とす。頭に、頬に、唇に。世莉奈の顔がとろんとしてきた。

「将生さん、大好き」

　目を細め愛情いっぱいの顔と声で言われると、もう無理だった。ぐいっとかき抱き「愛してる」とささやく。世莉奈はゆったりと「私も」と笑う。

　幸せすぎてうまく息ができない。胸をかきむしりたくなるような幸福。

　ぎゅっと抱きしめて、強く思う。

　今日も明日も明後日も、大切な妻が笑顔でいられますように。そのために俺は飛ぶ。

　世莉奈自身にさえ秘密にしているけれど、本当に、この国でさえ俺にとっては君のついでなんだ。ただ君の笑顔を守りたい。

　そのためなら、俺はなんだってやる。

「将生さん？」

　少しぼうっとしていた俺を、世莉奈が気遣う。俺が微笑んで彼女の額にキスを落とせば、世莉奈は花が咲いたように笑った。愛おしい世莉奈。大好きな笑顔。

「君は知らないんだろうな。俺の重すぎる愛情」

「え、どうしたの……あの、その、知ってるよ？　私、あなたに愛されてるって……守られてるって」

　照れてはにかみながらそんなふうに言う彼女に、俺こそ守られている。

　君は俺の光。

　そんなことを口にすれば、君はきっとまた照れて、真っ赤になってしまうだろうけれど。

　真っ赤な世莉奈を想像しつつ、俺は小さく笑ってもう一度彼女にささやいた。

「世界で一番愛してる、俺の奥さん」

　俺の行く路みちを照らす光。

　俺もまた、君にとってそんな存在でありたいと、心からそう願っている。




end
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「世界で一番愛してる、俺の奥さん」

　将生さんがそう言って、どこか眩しそうに目を細める。私が彼に抱きつくと、将生さんは肩を揺らして幸せそうに笑った。

　シャワーを浴びたあと、将真を挟んで川の字でベッドに横になる。ふくふくとしたほっぺを指で押して目を細めた。なんてかわいいんだろう。

　将生さんが将真の頭を撫でてから私に目を向け、小さな声で「おやすみ」と告げる。その声でようやく、私は自分がほとんど眠りに落ちかかっていたのだと気がつく。

「ん……おやすみなさい」

　半分眠りながらそう答えると、将生さんが満足そうに、そしてやっぱりどこか眩しそうに目を細める。

　私はうとうとしながら幸せを胸いっぱいに感じつつ、夢見心地で数日前のことを思い出していた。




◇◇◇




　将真が二歳の誕生日を迎えた数日後。

　夏の日差しが眩しかったその日、私と将生さんは将真をお姉ちゃんと涼子さんに任せ、旅行へ行くことになった。

　一泊二日の旅行に行くことも、将真をお姉ちゃんたちに預けることも事前に決めていたけれど、行き先は秘密。『久しぶりのサプライズだ』と将生さんは笑っていた。

　大好きなお姉ちゃんに抱っこされてご満悦の将真に手を振り、那覇基地の近くにあるマンションから車で出発した。

「どこに行くの？」

「どこだと思う？」

　将生さんはハンドルを握りながら嬉しげに頬を緩める。

「んー……水着を用意しているから、海！」

「だけ、とは限らないんじゃないか？」

　将生さんがふっと笑いながら言う。

「ええー？」

　私はちょっとソワソワしながら答え、窓から見える景色を眺める。将生さんが不思議そうに「世莉奈？」と私を呼んだ。

「どうした？　将真が気になる？」

「それもあるんだけど……その、助手席久しぶりだなあって」

「ああ、そういえば」

　将生さんが目を瞬く。

　将真が産まれて以降、チャイルドシートに座る将真と一緒に後部座席に座っていた。だから、助手席に座るということ自体が久しぶりなのだった。

「それで、なんか……」

「照れてる？」

　赤信号で止まった車内、将生さんが私の顔を覗き込んでくる。

「うっ……うん」

　結婚したてのドキドキが蘇ったような気がする。もちろんずっと将生さんに恋し続けてるし、ときめきも常に感じている。ひとえにそれは将生さんが私のことを大切に慈しんでくれているからだ。

　けど、いま感じているのはいつもの穏やかな恋情ではなくて、照れを含んだ初々しいドキドキだ。とはいえ実際の新婚当初は、いろんな不安があったせいで、あまりこんな感情を楽しめなかったのだけれど……。

　将生さんは私の顔をじっと見たあと、ふっと笑って私の頬を親指の腹で撫でる。

「まったく。かわいいなあ」

「も、もう。やめてよ」

　からかう口調が恥ずかしく、そっと目を逸らした私の顎を軽く掴むようにして、将生さんが唇を重ねてくる。

「ん……っ！」

　急なことに目を丸くする。

　触れるだけのそれはすぐに離れていく。同時に車が走り出し、前を向く将生さんの横顔をチラチラ見ながらそっと唇を撫でた。

　やがて車が到着したのは、南国風のロッジの前。素焼きのシーサーが飾られたその建物は、どうやらカフェレストランらしかった。

　将生さんにエスコートされるようにして店に入る。

「いらっしゃいませ！」

　爽やかな店員さんに案内されたのは、窓際の眺めの良い席だった。お店自体は低山の展望台近くにあり、透明な遠浅の海が広がっているのが見える。碧あおを滲ませたエメラルドグリーンの海原に、白い波が打ち寄せる。

「綺麗……」

　思わずそう呟くと、将生さんが少しホッとしたように頬を緩めた。

「良かった。海なんか見慣れた、と言われたらどうしようかと」

「まさか！　こんな綺麗な海……！　連れてきてくれて、ありがとう」

「まだ旅行は始まったばかりだぞ？　お礼を言うのは早くないか？」

　将生さんは少し目を見張り、それでもやっぱり嬉しそうに笑う。

　やがて美しい琉球ガラスのコップに入ったお冷が運ばれてきた。メニューも一緒だ。

　開いてみれば、アヒポキ丼をメインに、ガーリックシュリンプやモチコチキン、アサイーパンケーキなどが並ぶ。

「ハワイ料理のお店なんだ……あ、もしかして、バレてた？」

　私は苦笑しながらメニューを指さす。

　アヒポキのアヒは、ハワイ語で「マグロ」らしい。そのマグロをニンニク醤油に漬け込んだものにアボカドを和え、ご飯に乗せたものがアヒポキ丼だ。

　このところ、私には急にアボカドブームが訪れており、しょっちゅうアボカドが食卓に上がっていた。とはいえ出しすぎないようにはしていたのだけれど……将生さんは気がついていたらしい。相変わらずよく見てくれているんだなあ、と嬉しい気持ちになる。

　アヒポキ丼のランチセットをふたつ注文し、ふたりで海を眺めているとすぐに料理が運ばれてきた。

「わあ……！」

　思わず目を見張る。

　雑穀ご飯の上に、たっぷりのマグロの切り身。その上にペースト状のアボカドが半球状に盛られ、さらにその上に卵の黄身が乗っている。周りには薄切りにされた紫キャベツが散らされ、かかっているニンニク醬油のソースも、ナッツや小エビが入っていてひと手間かかっている。

　ドリンクはグアバジュース。フレッシュジュースらしく、香りも新鮮だ。

「いただきます」

　ひとくち食べて思わず頬に手をやる。

「おいしい……！」

　ぱっと顔を上げて将生さんを見ると、将生さんは私をじっと見つめ、唇の形を優しい笑みの形にした。私が嬉しかったり喜んだりすることに、将生さんが幸福を感じているのだと気がついてどれくらいになるだろうか。

　思えば、新婚旅行のときから将生さんはそうだった。一途にただ、私だけを想い続けてくれて……。

「どうした？」

　思い出に浸っていた私に、将生さんが声をかける。慌てて首を振って「あまりにおいしくて」と答えた。

「たしかにうまいな」

　将生さんも咀嚼してから感心したようにそう頷く。私はもうひと口食べてから「うーん」と水を飲んだ。

「家で再現できるかなあ。醤油に、ニンニクに、ごま油でしょ？　あとは黒砂糖と……」

　将生さんはよく食べる。元からそんな部分あるのかもしれないけれど、とにかく戦闘機パイロットという人たちは身体が資本だ。よく食べよく鍛えている。というのも、上空で高速で飛ぶためにかかる、体重の何倍にもなるという重力に対抗するため、とにかく筋肉が必要らしいのだ。

『重力のせいで、血液が足元に下がってしまうんだ』

　そう将生さんが説明してくれたことがある。身体を鍛えるのはそんな環境下でも身体を動かすため、というのもあるし、筋肉をポンプとして血液を上、つまりは頭部に送るという役割もあるとのこと。

　……つまり、将生さんがパイロットとして飛ぶために、私の作る食事はかなり重要な役割となる。

「マグロは身体にいいし、ニンニクも入ってるから元気になるし」

　うん、と頷きさらにもぐもぐとアヒポキ丼を食べる私に将生さんは目を細める。

「いつもありがとう、世莉奈」

　私は彼が発したその言葉に、つい照れてそっぽを向いた。将生さんは「ふはっ」と笑って私の頬をつつく。

「こら、世莉奈。あまりかわいすぎる反応をするんじゃない」

「もう……からかって」

　唇を尖らせると、ちらりと店員さんたちの様子をみた将生さんは、私にさっと掠かすめるようなキスをして離れる。

「ま、将生さん。こんなところで」

「かわいすぎる反応をするなと言っただろ？」

　悪びれもなく精悍な顔を楽しげに緩める将生さんに、私はただ熱くなった頬を膨らませるしかできなかった。




　カフェレストランを出て、煌きらめく遠浅の海原を眺めながらドライブをする。やがて到着したのは、沖縄本島でも一二を争う高級リゾートホテル。

「わ、こ、ここ！」

　少し前にテレビで見かけて、なんで素敵なところなんだろうとついつい食い入るように観てしまっていたホテルだ。まさかそんな様子まで見られていただなんて！

　嬉しいと恥ずかしいが半々の状態になりつつ、ホテルの前で車から降りる。植え込みのブーゲンビリアが風に揺れる。

　スタッフさんに車の鍵を預けると、サッとロビーから出てきたスーツ姿の男性がにこやかに「伏見様！」と声をかけてきた。

「いらっしゃいませ」

「ご無沙汰しています。こっちは妻で……」

　私は目を瞬いてふたりを見る。どうやら知り合いだったらしい。頭を下げて、案内されてロビーに入る。ふと目についたパンフレットに、このホテルがフシミエアラインの系列なのだとようやく気がついた。

　彼は普段から、御曹司としての自分を出さない。だから私も、彼が御曹司だなんてことすっかり忘れて生活しているのだ。

　通されたのは、ホテル本館からウッドデッキで繋がったヴィラ。リビングルームからはまっすぐエメラルドグリーンの海が見えている。そのほかに寝室や客室もあるし、なによりテンションが上がってしまったのは……。

「わあ、プール！」

　リビングルームの掃き出し窓を出ると、たっぷりと水が張られているプールがあった。

　これがあるから、将生さん水着を用意するように言っていたんだ。

　私の日焼けを「赤くなって痛々しいから」と気にしている将生さんが、昼間の海に連れて行くはずがないのだ。プールは建物で日陰になっていて、今日みたいな暑い日は涼やかに過ごせそうだ。

　プールの先はブーゲンビリアやハイビスカスが植えられていた。その先はホテルの宿泊客専用のビーチがある。

　このヴィラ自体は少し丘の上にあり、こちらからビーチは見下ろせるけれど、ビーチからは植栽や仕切りで見えないようになっている。

「楽しそう……！」

　ビーチを眺めて、思わず口にしてしまう。将生さんがちょっとだけ心配そうに私を見る。

「世莉奈、夕方に行かないか？」

「夕方の海も綺麗だとは思うんだけど……」

　ビーチには出店も出ている。ジュースや軽食がいただけるようだった。

「お姉ちゃんもそのあたり過保護で、あんまりお昼間の海って行ったことないの。お願い！」

　じっと見つめていると、将生さんが「はあ」と苦笑しながら私を抱きしめる。

「きゃあっ」

「ああ、もう、負けたよ。君のお願いに、俺が勝てるはずがないんだ。君は俺のお姫様なんだから」




　私たちは水着に着替え、プールの脇にある階段からビーチに直接下りる。私は抵抗したけれど、結局水着の上からＴシャツを羽織らされた。

「不服そうだな？」

「……だって、将生さんに見て欲しくて買った水着だったから」

　そう答えると、将生さんは天を仰いでから私を見て「あのな」と端正な眉を寄せる。

「昼間から煽るな……！」

「あ、煽ってないよ」

「君は昔から本当に無自覚だ。……あとでたっぷり見せてもらうから、今はいい」

　そう言って将生さんは私の手を握り、歩き出す。

　歩いて数歩で砂の熱さに驚いて、思わず目を見張った。

「ビーチの砂って、こんなに熱いんだ……！」

「大丈夫か？　パラソルまで、運んでやろうか？」

　真剣なトーンで言われて、慌てて首を横に振る。宿泊客専用のビーチとはいえ、それなりに人がいるこんなところで抱き上げられたりしたら、目立ってしょうがない。

「だ、大丈夫！」

　将生さんは心配そうに私を見てくる。ううん、お姉ちゃんといい将生さんといい、どうしてこう過保護なんだろう。

　そう思った瞬間、つまづいてしまう。

「わ！」

「ほら、言わんこっちゃない」

　将生さんはそう言って私を軽々と抱き留めた。

「あ、ありがとう……！」

　見上げた先で、逆光の下で将生さんが微笑むのがわかった。

「やっぱり運んで……」

「それは大丈夫！」

　次に転けたら問答無用でお姫様抱っこで運ばれてしまう、と慎重に歩き、将生さんがホテルに手配してくれたパラソルの下に座る。

「ドリンクをもらってくるから」

　将生さんは私に何度も「勝手に出歩かないように」「日陰に絶対いるように」と言い残して、出店のほうに向かって行った。

　私はその背中を見送りながら、つい見惚れてしまう。姿勢のいい背中は、遠目でもわかるほど鍛えられている。その上に端正で精悍な眉目とくれば、チラチラと他の女性が将生さんを見ても仕方ないのかもしれない。

　昔ほどは、嫉妬しない。

　だって愛されてるから……彼がよそ見をしないってわかってるから。

　でもちょっとだけ、やっぱり、面白くない。

　むっと唇を尖らせ、パラソルの下から海の方に目をやる。キラキラと夏の日差しを波が反射した。

　将真は何をしてるかなー……お姉ちゃんにも涼子さんにもとても懐いているから、そこは心配していないんだけれど。

　少し沖の方で、私と同じ年齢くらいの男性グループがはしゃいでいるのが目に入った。少しヤンチャ系というのだろうか、あまり関わったことのない感じの人たちがシャチ型のフロートに乗って遊んでいる。

「ああいうの、持ってきたら良かったかな？」

　呟いてから、将生さんが乗っているところを想像してクスッと笑ってしまう。変に似合ってしまいそうなところが面白い。

　そんなふうにぼんやりと海で遊んでいる人たちを見ているのも面白い。波打ち際では家族連れがボールで遊び、ビーチではホテル専用ビーチということもあり、変にはしゃぐこともなく皆のんびりとドリンクを飲んだりチェアで眠ったりと落ち着いた雰囲気があった。

　ふと視線をシャチフロートのグループに戻すと、彼らは波打ち際まで戻ってきていた。

　そのまま彼らのうちのひとりが、私の目の前までやってくる。

「ねえお姉さん、友達とかと来てんの？」

　私はぽかんと男性を見上げた。男性はにこにこと私の前にしゃがみ込む。

「いや、海から見ててさ、お姉さんめっちゃ綺麗だなーって。もう、絶対声かけようと思って。良かったらお友達も一緒に遊ぼうよ」

「あ、いえ、あの」

　断ろうとするも、初めての経験にしどろもどろになってしまう。

「ね？　ねね？　いいでしょ？」

　強引に男性が私の腕に触れた瞬間、「触るな」と地を這う声がした。同時に男性の手が振り払われ、私はひょいと抱き上げられていた。

　抱き上げているのは、当然だけれど……。

「ま、将生さんっ」

「えっ」

　男性が将生さんを見上げ、ポカンと目を丸くした。それから焦った顔で苦笑する。

「す、すみません～！　恋人と来ていると思わなくて！」

　男性は慌てて頭を下げて走っていく。

　それを見ながら将生さんが「はあ」と肩を落とした。私はパラソルの下に降ろされながら「ごめんなさい」とシュンとする。

「びっくりしてしまって」

「君のせいじゃない。半分プライベートビーチみたいなものだから、油断した」

　そう言って将生さんは私の横に座る。

「それにしても、やっぱり……子どもを産んでも、君の雰囲気は変わらないんだろうな」

　さらり、と髪を撫でながら将生さんが言う。首を横に傾げると、「ほら」と将生さんは目を細めた。

「覚えていないか？　昔、遊園地に行ったときに……夫婦だと驚かれたことがあったたろう？」

　私はウォーターパレードがあった遊園地のことを思い出し、こくっと頷いた。

「あれは……私が将生さんと釣り合ってなかったから」

「え？　まさか」

　将生さんは破顔して私の髪に口付ける。

「君の雰囲気が、あまりに清純だからだ。百合のような……差し込む朝日のような」

　将生さんの言葉に、頬を赤くする。

「そ、そんな。褒めすぎだよ」

「そんなことはない。言葉が足りないくらいだ。とにかくそんな雰囲気だから、結婚しているとか子どもをもう産んでいるだとか、そんな想像がしにくいんだろうな……」

　そう言ってから、将生さんは私をぐいっと自分のほうに引き寄せる。

「そんな君を俺だけが汚していると思うと、最高に興奮する」

　彼は私の耳元でそう低く囁く。

　そんなふうにされると、背中や腰にゾクゾクと電気みたいな感覚が走る。

　私はそっと将生さんを見上げた。

「……将生さん、もうひとつ、お願いがあって」

　なんだ？　と優しい視線に促され、私もそっと彼の耳元に唇を寄せる。

「将真に、そろそろ弟か妹を作ってあげたいなあって……」

　将生さんがばっと私を見て、両肩を持ってがくりと頭を下げた。

「君っ……ほんっとうに、無自覚なんだよな!?」

「え、え、なにが？　だ、だめ？」

「だめなわけがあるか」

　将生さんは顔を上げ、ギラギラした視線で私を貫いて続ける。

「今日の夜……いや、もう今からわからせてやる」

「ま、将生さん!?」

「ああもう。……本当に厄介だよ、君は」

　かつて私を絶望させた言葉は、今は信じられないくらいに甘く感じた。

　将生さんは目を細め、「愛してる」と口にする。

「私も……愛してる」

　パラソルの影でこっそりと唇を重ねる。

　触れるだけで離れていく熱。

　将生さんが目を細めて私を見ている。あまりにもその笑顔は眩しくて、キラキラしていて……。

　やっぱり私にとって、将生さんは光なのだと思う。

　彼がいる限り、私は進んでいけるのだ。










あとがき




　はじめまして。

　にしのムラサキと申します。

　このたびは大変光栄なご縁をいただきまして、こうしてお話をお届けすることができました。

　今作のヒーローは航空自衛官ということで、ベリーズ文庫としては珍しい部類のお仕事になっているのではないかな？と思います。いろいろと調べたり、階級や専門用語など編集の皆様にご指摘いただきつつ直したり試行錯誤しつつ少しでもかっこよさをお伝えしたいと頑張ってまいりました。

　少しでも楽しんでいただけていたら幸いです。

　ベリーズ文庫はラグジュアリー盛り盛りヒーロースペック盛り盛りできるのでとても楽しかったです。読者様的に物足りなかったら申し訳ありません……！

　作中、スペインとモロッコが出てきます。特にモロッコは行ってみたいと長年思っている国です。星空が本当に奇麗なのだと聞いています。

　憧れがうまく文章にできていたらいいなあと思っております。

　番外編は沖縄デートを書かせていただきました。発売が夏なのと、個人的に旅行に行きたいという……行きたいところがたくさんです。

　さてそろそろお気づきかとは思いますが、私は小説以外の文章を書くのが大変不得手です。

　つまりは夏休みの作文のようになってきてしまっておりますので、このあたりで締めさせていただければと存じます。

　天路ゆうつづ先生には素晴らしすぎるイラストを描いていただきました！　素晴らしすぎるというか理想を遥かに超えているというか……！　本当にすてきなヒーロー＆ヒロインにしていただき、ありがとうございました！

　最後になりましたが、本作に関わっていただいた全ての方に感謝を申し上げます。なにより読んでくださった読者様方には何回お礼を言っても言い足りません。

　本当にありがとうございました。




にしのムラサキ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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～身代わり妻なのに赤ちゃんを宿しました～







発　行　２０２３年８月10日　初版第１刷発行

著　者　にしのムラサキ

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Nishino Murasaki 2023




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		冷徹エリートな航空自衛官は一途な執愛を貫く～身代わり妻なのに赤ちゃんを宿しました～



		プロローグ



		一章　戸惑いと初めてのキス（世莉奈）



		二章　恋慕（将生）



		三章　夢中（世莉奈）



		四章　光（将生）



		五章　星空（世莉奈）



		六章　「大好きだ」（将生）



		七章　真実（世莉奈）



		エピローグ



		特別書き下ろし番外編



		番外編



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
INSYA b - - /
& oA E A

[\ &

il
B
=}
ol

MEEERDPITLI1
EHOTEET! vy ears

2018%2A8 L9 IHIBRYY — 2! R 315 BI2
VT e @ .................... \ “7!%/

g App Store
@ 500






